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　少女たちの話し声は軽かろやかで明るく、白しら雪ゆきは耳にするたび微笑ほほえましい気持ちになる。

「……でね、……なのよ……」

「まあ、……じゃない……」

「……ったから…………で……」

　さざめくような笑い声。

　自分も三年前はああいうふうだったのだろうかと、白雪は懐なつかしい気持ちになった。

　今はそうでもないが、十四で育ててくれた人を失って天てん涯がい孤こ独どくになった白雪に、古くからのしきたりや因習に囚とらわれている神しん杖じようはさほど魅み力りよく的に感じられなかった。

　回かい廊ろう沿いの植え込みの陰かげの床しよう几ぎに腰こしかけて、白雪はぼんやりと物思いにふける。

　白雪は生まれて半年と経たたないうちに、母親の意向で生国の神杖を出された。以来、育ててくれた朱あか月つきと別れて十四で帰国するまで旅路にあり、生まれ故郷についてほとんど知らぬまま育った。

　母の死後、国に戻もどらざるを得なかったが、古くからつづく神杖のしきたりなぞまったく知らない白雪は困こん惑わくした。しかも白雪は、それまで自身が知ることはなかったが、神杖の王族で、もっとも聖王位に近い血統を有していたのである。

　母の白しら鷺さぎはこの国を守る斎さい宮ぐうであり、白雪はその後こう継けいとなるべく義務づけられていた。左手のひらにあった火傷の痕あとは、そのしるしだったという。

　流れる旅の中で育った少女は、国を鎖とざし自らの文化だけで充じゆう足そくしていた神杖では野や蛮ばんな小こ娘むすめに見えたようだ。そのため白雪は、国の守護の要かなめである斎宮になると決めてから、なったのちも、行ぎよう儀ぎ作法や教養を身につけるため、側そば仕づかえ見習いのひいなとして過ごすことを余よ儀ぎなくされた。

　周囲の者たちがそのように取りはからったのも、実は行儀作法や教養などは二の次で、主たる目的は同年代の少女たち、ひいては他者とどのように接するかを教えるためだったのではないかと今は思う。それまでの白雪は無意識に、旅の同行者であり父と信じていた朱月だけが対等な人間であり、他は風景や器物とさほど変わらぬ存在と感じていたからだ。

　そのせいか新しく出会った人々には、白雪の態度は粗そ略りやくと受け止められたようだ。それほどまでに当時の自分は他人とのやりとりに慣れていなかったと、今の白雪にならわかる。

　──あのころの白雪にとっては、ともに旅していた朱月がすべてに等しく、他ほかには何もいらなかったのだから。

「しら……小こ雪ゆき」

　半ば目を閉じかけていた白雪は、名を呼ばれてはっとした。目を上げるとすぐそばに蘇す芳おうが立っている。

「どうしたんだ、こんなところで」

　蘇芳がいぶかしげにそう言いながら近づいてくるのへ、白雪はそっと自分の口に指を立てた。

「……みんなの話を聞いているの」

　隣となりに腰かけた蘇芳に囁ささやきかけると、彼も植え込みの向こうを透すかし見るように振ふり向いた。

「ひいなたちは、何をしてるんだい？」

　白雪の真ま似ねをして、蘇芳も囁く。

「おつとめで、回廊の柱の装そう飾しよくを磨みがいてるのよ」

　答えてから白雪は微笑んだ。「わたしもよくやったわ」

　昨年、正式に斎宮と聖王を兼けん職しよくする斎王となったが、白雪は小雪と名乗り、今も側仕えとしてこの天てん藍らん城内で働いている。

　もちろん、側仕えの小雪が、斎宮の楓さつ院いん白しら雪ゆきの姫ひめ宮みやであった斎王の桜おう院いん雪せつ月げつだと知る者は限られる。

　斎宮だった新しい斎王の顔かたちなぞしもじもの者は知らないから、白雪が側仕えとして城内をうろついていてもまったく咎とがめられることはなかった。そうでなくとも白雪は、斎王として衆目にさらされるときは銀ぎん髪ぱつに空色の瞳ひとみという生まれつきの色合いに戻るが、ふだんの生活では黒くろ髪かみ黒瞳に見えるよう、自身に光を曲げる目め眩くらましの術をかけている。

　今は黒髪を結ゆった側仕えの姿だから、蘇芳は白雪を『小雪』と呼んだのだ。

「……ってば！」

　ひときわはずんだ声に、白雪に目を向けていた蘇芳が、おや、という顔をした。再び植え込みの先に神経を向けている。

「だって、これは絶対はずしちゃいけないって言われてるのよ」

「……茉まつ莉りだ」

　蘇芳が呟つぶやく。とたんに案じるような顔つきをするのが、白雪には微笑ましい。

　蘇芳は斎宮を守る騎き士しだった。その流れを汲くんで今は斎王を守る近この衛えである。茉莉は彼にとって姪めいに当たる少女で、王族の血を引いていることを隠かくし、城内でひいなとして働いていた。

「誰に？」

　不思議そうな別の少女の声がする。

「に……兄に」

「あなたったら救きゆう慰い寮りようあがりなのに、兄なんているの？」

　別の少女が、嘲あざけりを帯びた声で指し摘てきした。思わず立ち上がりかけた蘇芳の腕うでを、白雪はそっと引く。

「待って、ようすを見ましょう」

　ひいなとして城に上がる少女たちの身分はさまざまで、貴族の令れい嬢じようや豪ごう商しようの娘むすめもいれば、平民の少女もいる。そのため歴然とした力関係や上下の差ができることもままあった。白雪も、ひいなになったばかりのころは、流れ者だったくせにとやたら突つっかかられたりしたものだ。とはいえ、それは自分の性格が人と馴な染じみにくいせいだったのは後年になって理解できていた。

　城下の遊里、花はな扇おうぎ近くの救慰寮の出身である茉莉は、気はいいので白雪と違ちがって友だちも多いようだが、その人気を妬ねたんだ者に何かと出身を当てこすられているらしい。

「いるわよ」

　茉莉の声が晴れがましげな色を帯びる。「これは、兄がくれたの。これをつけていたら、離はなればなれになっても居場所がわかるんだって」

　以前の拙つたない語調が思い出せないほど、城に上がってからの茉莉は明めい瞭りようにしゃべるようになっていた。

「あなたのお兄さんは竜りゆう珠しゆなの？」

「違うわ」

「なのに、こんなものであなたの居場所がわかるなんて、おかしいじゃない」

「……」

　詰なじるような言葉に、茉莉は押し黙だまってしまう。

「蘇芳はここにいて」

　白雪はそっと言い置くと、植え込みの陰から回廊に出た。

「みなさん、そこで何をしてるの？」

　少女たちの集団に近づいて声をかけると、ぎくりとしたように年とし嵩かさの少女が振り向いた。

「あ、……小雪さま」

　御庭係の小雪は、ひいなや側仕えにそれなりに顔が知られている。声をあげたのは、茉莉を詰っていた少女のようだ。その正面に立っていた茉莉は、白雪の声にはっとした表情を浮うかべた。その目には救いを求める色が滲にじんでいる。

「いいえ、その、……この子が不相応な腕うで環わを身につけていたから、注意していたんです」

　気を取り直したのか、少女は勝ち誇ほこったように告げた。「この子はしもじもの出だから、きっと誰かから盗ぬすんだんだと思ったんです」

「違ちがいます！」

　茉莉がきっと少女を睨にらみつけた。「これは、兄からもらったものだって、」

「まあ」

　思わず白雪は声を立てて笑った。当の少女と茉莉だけでなく、周りで成り行きを窺うかがっていた他の少女たちも、場にそぐわぬその明るさに驚おどろいたように目を瞠みはる。

「あなたはとても優ゆう秀しゆうな術使いなのでしょうね。『その子が盗んだと思った』だけで、証しよう拠こもないのに、そうやって糾きゆう弾だんしてしまうのですから」

　白雪は、少女をじっと見た。「人の心の中がわかって、よほど自分の判断に自信がなければできない行いです。それほどまでに自分が偉えらいと思っているのですね。──恥はずかしくはないのですか？」

　白雪の遠回しな嫌いや味みが理解できたのだろう。少女は真っ赤かになり、次いで真っ青さおになった。

「さきほどから聞こえていましたが、あなたはその子が救慰寮の出だからと蔑さげすんでいましたね。あなたはたいそうな名家の出なのでしょうね」

「わ、わたしは耕こう州の、商家の出で、」

「そんなことは訊きいていません」

　白雪は声を低めた。

　とたんに、少女が怯おびえたように後あと退ずさる。

「どこの出であろうと、それを理由にして、証拠もないのに人を物もの盗とりと決めつけるのは、どうかと思いますよ」

　にっこり笑いかけると、少女はうつむき、口もとに手を当てた。

「ごめんなさい……」

　かぼそい謝罪が聞こえる。

「わたしに謝る必要はありません。ですが、あなたが一方的に決めつけて疑った相手には、謝罪すべきではないですか？」

　白雪の言葉に、うつむいたままの少女は耳まで赤くなった。羞しゆう恥ちと怒いかりのためだろう。

　それでも白雪が促うながさず黙っていると、少女はのろのろと茉莉のほうを向いて、白雪に向けたよりもっとかすかな声で、ごめんなさい、と言った。

　茉莉はそれを見て、困惑したような顔つきをしている。難なん癖くせをつけられ侮ぶ蔑べつされたとしても、その相手をこのように人前で屈くつ服ぷくさせるのは望まなかったのだろう。やり過ぎただろうかと白雪も考えないでもなかったが、この後に何度も同じことを繰くり返すよりはましかと思い直す。

「これで仲直りね。──おつとめが終わったなら、監かん督とくの方に報告しに行きなさい」

（茉莉、休み時間になったら、斎さい宮ぐう殿でんにいらっしゃいな）

　竜珠のあいだで交かわされる心語で呼びかけると、茉莉がかすかに了りよう承しようの意を返してくる。茉莉の竜珠は弱いから、心語も白雪のように明確な言葉にはならないのだ。

　白雪はくるりときびすを返して、来たほうへ戻もどり始めた。




　斎王の御庭係の小雪が斎宮殿にいても不自然ではないのだが、白雪は斎宮殿では目眩ましの術を解き、銀髪と空色の瞳ひとみに戻るように心がけている。

　茉莉の休み時間は夕刻の少し前、ちょうどお茶のころだった。

「陛下、茉莉さまがいらっしゃいましたよ」

　斎宮殿詰づめの側そば仕づかえ、夏か乃のは、老いてはいるものの矍かく鑠しやくとしていて、白雪を親身になって叱しかってくれるありがたい人だ。

「ありがとう、ゆきね、……白雪さま」

　夏乃に招き入れられた茉莉は、開口一番、そう言って頭を下げた。

　礼法を身につけ始めてから、茉莉は以前のように白雪を『ゆきねえちゃん』と呼ぶことはなくなった。咄とつ嗟さのときは出てしまうようだが、意識して直すように心がけているらしい。大人おとなになりつつあるのが見て取れて、白雪としては微笑ほほえましさと同時に淋さびしさも感じていた。

「あのとき、白雪さまが来てくれなかったら、あの子のこと、殴なぐっちゃってたかも。いつもああやって突っかかってくるんだもの」

「そうならないように出ていったのよ、ねえ蘇芳」

　白雪の招くまま長なが椅い子すに腰こしかけた茉莉は、隣となりの書しよ斎さいから姿を現した蘇芳に驚いた。

「すう、……蘇芳さま」

「よく我が慢まんしたな、と褒ほめたかったんだが……今のを聞いたら褒められないな」

　蘇芳はやや呆あきれたように呟くと、茉莉の隣に腰かける。「いつもあんなことを言われているのか？」

「あの子にはね。他の子はあんなに下品なことは言わないけど、あの子はわたしが嫌きらいみたい。すぐに、救慰寮から来たくせにってうるさいの。本当のことだから別にいいけど、だから物盗りだって決めつけられるのは、やっぱりいやだわ」

　茉莉は沈しずんだ顔をした。「青せい磁じもこういう思い、したのかな」

「……」

　蘇芳は口を開きかけたが、何も言わず茉莉の頭を撫なでた。

　蘇芳と青磁の他にふたり、琥こ珀はくと黒こく曜ようを加えた四人は先代聖王の子として育てられた。しかし蘇芳と青磁は城外で生まれ、その後、それぞれの母とともに城に迎むかえ入れられたので、生まれが卑いやしいと陰かげ口ぐちを叩たたく者も少なくはなかったのだ。特に青磁は母が妓ぎ女じよで、自身は生まれてから入城が認められるまでの二年間、茉莉のいた救慰寮で過ごしていたため、幼少のころはかなり虐いじめられたらしい。

　四人は親王の身分を与あたえられて城内で育ったが、長じて臣下に降くだり、斎宮の白雪を守る騎き士しとなった。白雪が斎王となったと同時に騎士の位を返上し、四人で近衛隊を形成している。今は騎士でなく近衛と呼ばれ、頼たよりない形だけの王と軽かろんじられる白雪を支えてくれる心強い存在となっていた。

「そうかもしれないわね。青磁はちいさいころは泣き虫だったそうだから、きっといじめられたら反論もできずに泣いてたんじゃないかしら。ねえ蘇芳」

「……当たらずといえども遠からずだな」

　蘇芳は言葉を濁にごした。茉莉は不思議そうな顔をする。

「それ、琥珀にい、……琥珀さまにも聞いたけど、今でも信じられないわ。あの青磁が泣き虫だったなんて」

　人前ではときには冷れい淡たんに感じられるほど落ち着き払はらっている青磁だが、その実、情愛はたいへん濃こまやかで、自分がたった二年しかいなかった救慰寮に身を寄せている子どもたちを実の弟妹のように思い、成人しても必ず半月に一度はようすを見に行くほど気に懸かけていた。

　そのように、青磁の内面がひどく感情的だと知っているのは身近な者ばかりだ。

「人は変わるものだから」

　蘇芳はそう言うと、茉莉に微笑みかけた。

　蘇芳の父は茉莉の祖父でもある。蘇芳は長く実の父を忌いんでいたが、茉莉とのつながりを知ってからは気に留めなくなったようだ。ある意味で茉莉の存在は蘇芳の救いになったのだろう。

[image: ]

「おまえはまだちいさいからよくわからないかもしれないけれど、時間ときは人を変えるんだよ。おまえにひどいことを言ったあの子だって、十年経たっても同じことを言うとは限らない。十年前の自分を恥じるようになっていれば、それは成長したということだ」

「成長……」

　茉莉は叔父おじを見上げて繰り返す。「変わってしまうことが？」

「そうだ。おまえも、城に上がる前とあとでは変わっただろう。話し方や作法も身につけたし、読み書きもすらすらできるようになった。──以前よりよく変わっていくことが、成長なんだよ」

「……心配だわ」

　言い聞かせるような蘇芳の言葉に、何な故ぜか茉莉は顔を曇くもらせた。

「何が心配？」

　白雪が不思議に思って尋たずねる。

　茉莉は、手首を押さえた。

　茉莉の左手首には、いつも飾かざり紐ひもが巻かれていた。明るい糸で編まれ、いくつか作られた結び目には淡あわい薔ば薇ら色いろの水すい晶しようが留まっているが、たいした値打ちものではない。しかし、茉莉にとっては宝物以上だった。

「にゃにゃが、……早く会いに来てくれないと、わたしのこと、わからなくなってしまいそうだと思って」

「……だいじょうぶよ」

　白雪は微笑んだ。

　にゃにゃとは、茉莉にとって兄に当たる救慰寮出身の少年、七なな樹きのことだ。三年前に救慰寮を出て行き、一度は戻ってきたが、それきり音信がない。

　茉莉は一度戻ってきた七樹にその飾り紐をもらって、以来、肌はだ身み離はなさず身につけていた。その飾り紐があれば、茉莉がどこにいても捜さがし出せると七樹が言ったそうだ。

「きっとわかるわ。何年経っても、きっと」

「白雪さまがそう言うと、本当にそんな気がしてくるわ」

　茉莉はにっこり笑ってうなずいた。










　白雪にとって三度めの神杖の夏が過ぎようとしていた。

　内陸に位置する神杖、特に天てん藍らんの夏は厳しい。気温が上がらずとも蒸むされるような湿しつ気けが強いのだ。昼夜の寒暖差のため、朝は靄もやがかかり、夕には霧きりが立ち込めることも少なくなかった。

　茉莉が蘇芳とともに斎宮殿を辞したのち、夕ゆう闇やみの中、白雪はぼんやりと斎宮殿の入り口に立って前庭を眺ながめていた。

　茜あかね色いろの夕ゆう陽ひに照らされた庭園は美しい。その中を飛び交かう幻げん視しの光に、白雪は感かん嘆たんの溜ため息いきをつく。

　神杖の為い政せい者しやは本来ならば聖王と呼ばれる位に就つくが、白雪は王位にありながら斎宮でもあるという特異な身分なので、斎王と呼ばれる。

　斎宮が聖王を兼かねることは、長い神杖の歴史の中でも滅めつ多たにない。これは、国祖の直系と認められて、王位に適していると判じられたのが白雪だけだったためだ。

　もちろん他ほかにも王族は存在するし、王族でなくとも国祖の血を引く者は無数にいる。だが神杖の王家は、代々の斎宮の霊れいである彩さい姫ひに直系と認められた血統を守る慣習があった。そのために、先々代聖王の孫であり先代斎宮の娘むすめでもある白雪が位を継つがざるを得なかったのである。

　この国に戻ってきてから、白雪の身にはいろいろなことがあった。──本当に、いろいろなことが。

　おかげで、無知で何もできない少女からは脱だつ却きやくできたと思う。

　それでも自分はまだまだ未熟だと感じはする。もっとがんばらなければ、といつも思う。そう思える自分がありがたいし、うれしい。

　蘇芳が茉莉に言っていたように、自分も少しは成長できただろうか。

「白雪、眠ねむいのか？」

　夕陽で長く伸のびた影かげから、するりと少年が現れた。

　長きにわたってくろがねの輝き石せきに封ふうじられていた彼は、白雪によって灰かい桜おうと名づけられている。愛らしい子どもの姿をしているが、本人が語るには、一万年以上の長きにわたってこの世に存在しているという。──また、その間に奪うばった命は数え切れないとも。

　彼は縁えんあって死にかけていた朱月と和合し、三千年の長きにわたって朱月を支えその輝石の力を貸していた。

　人の持つ憎にくしみという感情を糧かてにして存ながらえてきたくろがねの輝石は、朱月から憎しみが失われた瞬しゆん間かん、その体から離はなれた。そして次なる棲すみ処かとして、白雪の、烙らく印いんのあった左手を断たち落として入り込んだのである。

　彼は白雪の中に入って初めて、憎しみ以外の明るい感情が心ここ地ちよいものだと知った、と言う。灰桜は白雪の中では憎しみを糧として得られないが、それでも存在を保てるのは、白雪が胸中で育はぐくむ情愛のおかげだから、白雪の役に立ちたいと主張するのだ。

　その主張と外見のせいで、白雪は彼の言動を健気けなげに感じてしまう。

「あら、わかっちゃった？」

　白雪の答えに灰桜はうなずいて、足もとの石段に腰かけた。

「朝、早いのに、夜よ更ふかしするからだ」

　責めるでもなく灰桜は呟つぶやく。「あんなに根こんを詰つめて調べものをするくらいなら、俺も手伝うぞ」

「ありがとう、灰桜」

　灰桜の気き遣づかいが微笑ほほえましく感じられ、思わず白雪は微笑む。だが、灰桜は書物に残った念を感じ取れても、文字を読み書きすることはできないのだ。訓練すればできるのかもしれないが、試ためしてはいなかった。

「そんなに、あの件が気にかかるのか」

　あの件とは、夏の初めに起きた、子どもの連れ去り事件である。事件そのものは、人身売買目的の犯人が複数名摘てき発はつされて落着していたが、白雪にはどうしてもひっかかることがあった。

「ええ。あの人、犯人の中にはいなかったでしょう。それが気になるの」

　子どもを連れ去ろうとした現場を目もく撃げきした白雪が、憤ふん慨がいして調査に乗り出し、灰桜の協力を得て事件は解決した。だが、白雪が最初に見た連れ去り犯は、捕ほ縛ばくされた犯人たちの中にはいなかったのである。

「それを近衛にも言わないのは、どうしてなんだ？」

　問われて白雪は笑えみを消した。

「……心配させたくないの。それに、あれ以来、連れ去り事件は起きていないでしょう。あの人がたまたま捕縛の場にいなかっただけで、本当は犯人たちの仲間だったのかもしれないし」

「だったら捕つかまった犯人たちの取り調べで名があがるはずだろう」

　灰桜は白雪の考えを読んだかのようにつづけた。

　実際には、灰桜に白雪の思考は読み取れない。なのにこのように察しているのは、よほど白雪がこの件について考え込んでいるように見えるときがあったのだろうか。幼く見える灰桜は、その実、経てきた歳月相応に聡さとい。

「白雪は、……あの男が何をしていたのか知りたいのか」

　重ねられた問いかけは、自問のようにも聞こえた。白雪はいぶかしく思って灰桜の顔を覗のぞき込む。

「灰桜？……あなた、あの人が怖こわいの？」

　灰桜はびくりと肩かたを震ふるわせた。その可か憐れんな顔がかすかに歪ゆがむ。

　ゆっくりと視線を白雪に合わせる。

「これが、怖いということなのか？」

　灰桜はたどたどしく呟く。「あの男、……知ってるにおいがしたんだ」

「知ってる、におい」

　白雪は繰くり返す。灰桜はちいさくうなずいた。

「俺は、昔のことは忘れるようにしてきた。憶おぼえていても悲しいから……だけど、どんなに時を経ても、忘れたつもりでも、自分の奥底に眠っているものがある。あのにおいは、それに似ている気が、するんだ」

　灰桜は、何か苦いものでものみ込むようにゆっくりと目を閉じた。

　どんなに時を経ても忘れられないこと。

　それは白雪にもある。胸の中で凍こおりついている、冷たいかけら……

　白雪は黙だまって灰桜の傍かたわらに腰こしをおろした。その小さな肩を抱だき寄せると、体の触ふれ合った部分からほんのりとぬくもりが染しみてくる。

　灰桜をいとおしいと感じる心は、自分から欠けた何かを補いたいという欲求なのだろうかと考えたことがある。

　白雪にとっては、愛されるより愛するほうが、生きるために必要なすべなのだから。

「あの子は、いいな」

　ふと、灰桜が呟いた。

「茉莉？」

「そう、花の匂においがする子ども……あの子はまだ、いくらでも未来を選び取ることができる。命が幼くて、純じゆん粋すいだ。傷ついても、癒いやすことができる……竜珠は半ば眠っているけれど……」

　竜珠は、神より賜たまわりし不思議の力の源やそれを有する者の総そう称しようだ。神杖では特にその出生率が高く、手先の器用さと変わりない程度の扱あつかいを受けるが、他国では忌いまれることもある。

　そんな竜珠の職はほとんどが術使いだ。呪じゆ詞しを唱えて術を編むことは竜珠にしかできないからだ。竜珠でも呪詞を憶えて容易に術を編める者が術使いとされる。術使いがある一定の水準に達した際に与あたえられる公的な資格が術師だ。

　灰桜の言葉がゆっくりになっていく。白雪はそっと灰桜の肩を撫なでた。

「灰桜、眠いの？」

　だが灰桜は答えない。眠ってはいなかったが、白雪の慰い撫ぶがよほど心地よいようだ。

　しばらくそうしていると、夕霧の中に親しい者の気配がした。

「琥珀？」

　奥おく殿どのからの道を歩いてきたのは、金きん髪ぱつの近衛だった。

「陛下、ご機き嫌げんはいかがですか」

　ややおどけて言いながら、彼は近づいてきた。白雪はそれに微笑みを返す。

「琥珀こそ、何か用があったの？」

「陛下の姿が見えないから、由ゆ永えいが捜さがしてたよ。もうすぐ夕食でしょう」

「ああ、ここにいるって言ってくるの、忘れてたわ」

　白雪が立ち上がると、灰桜も立ち上がって石段を降りた。何かを警けい戒かいするような顔つきで、琥珀の背後、やって来た方向を眺めている。

「どうかした？　灰桜」

　琥珀が呼びかける。自分を見られているようで戸と惑まどったのだろう。

「なんだろう……？　おまえに、影のようなものがついてきた。白雪が声をかけたら、どこかへ行ってしまったけれど」

「影って」

　琥珀は首をすくめて振ふり返る。「何かの霊れい？　白雪の声で去ったってことは、よくないものかな？　ぞっとしないね」

　彼はこの国でも一、二を争う強大な力を有する竜珠だ。その目は常人に見えないものもみることができる。しかし、灰桜の言う影は、彼の目に映らなかったようだ。

「そうじゃない」と、灰桜は首を振って呟く。「霊などではない。……何か、さきぶれのようなものだ」

「さきぶれ……」

　白雪が呟くと、灰桜はうなだれた。

　そのさまを見ていると、白雪もやや不安になってくる。

　胸むな騒さわぎがするのは、灰桜の感じた影のせいだろうか。

　白雪に先読みの才はない。なのに、これから何かが起きる、もしくは、起きてしまったという報しらせが届く、という確信に似た感かん触しよくはますます現実味を帯びていく。

「……奥殿に戻もどろう、陛下」

　白雪の不安をなだめるように、琥珀が口をひらいた。「何か食べて、お茶を飲めば、少しは気が晴れるよ」










　白雪は王位に就つくまで斎さい宮ぐうだったので、王のための生活の場である奥殿より、斎宮殿のほうが気楽にしていられる。

　だからといって斎宮殿で毎日寝ね起おきするわけにはいかない。名のみとはいえ曲がりなりにも斎王であるから、決められたしきたり通りに奥殿で寝起きすることを義務づけられていた。

　生活の場を奥殿に移してから、白雪の世話役は由永となった。

　側そば仕づかえ見習いであるひいなの時代に、由永は白雪をよく指導してくれた。その名残なごりもあって、今も気安く接してくれるのが白雪にはありがたい。そうでなくとも彼女は有能で気が利きくし、何よりも身分の差をこえて白雪を親身に案じてくれる、正しい気質も持ち合わせていた。

「なんだか顔色がよろしくないですよ」

　夕食を済ませた白雪に茶をいれながら、由永は心配そうに言った。「今夜は早めにお寝やすみください」

「そう？」

　白雪は自分の頰ほおに手を当てながら、傍らの椅い子すに腰かけていた灰桜に尋たずねた。「どうかしら？」

「よくわからない」

　灰桜は首をかしげた。その手にはすでに茶の入った湯飲みがある。

「言われてみればそうかも」

　卓たくの向こう側で琥珀が言った。夕刻に白雪を斎宮殿に迎むかえに来た近衛は、たいていがそのまま奥殿で相しよう伴ばんにあずかる。今夜はそれが琥珀だったので、賄まかない係は慌あわてたらしい。琥珀の食欲は優に三人分の食事を必要とするからだ。

「湿しめった夕風にあたると体によくないときもあるしね」

　琥珀がしたり顔でうなずいている脇わきで、由永がいぶかしげな顔をした。慌てたように入ってきた側仕えのひとりが、小声で由永に何かを報告したのだ。

「陛下、近衛の青磁さまがいらっしゃったそうです、火急の用とのことで」

「入ってもらって」

　白雪は立ち上がりかけながら答えた。火急の用とはなんだろう。青磁は滅めつ多たなことで騒さわいだりはしない。

「おくつろぎのところ、お邪じや魔まします」

　青磁は部屋の戸口で一いつ旦たん止まると、正面で拳こぶしを合わせて頭を下げる正式な礼をしてすぐに入ってきた。いつも丁てい寧ねいなかれらしくない性急さだった。

「どうしたの？」

「人ひと払ばらいを」

　白雪が問うと、青磁はちらりと琥珀を見、次いで由永を見た。琥珀は平然と茶をすすっているが、由永は黙って茶器を傍らの小卓に置くと、壁かべぎわで控ひかえていた二名の側仕えとともに部屋を出て行った。

「おまえも出て行け」

　側仕えたちがいなくなると、青磁はがらりと口調を変えた。いつもと同じ乱暴なその喋しやべり方は、初めて白雪と会ったころからまったく変わらない。この端たん麗れいな見目で乱暴な下町言葉を話すさまは、知らない者が見ればさぞ驚おどろくだろう。

「え、なんで」

　琥珀は心底驚いたようだ。「僕は陛下の近衛ですよ」

「俺だって近衛だよ。──おまえに聞かせたくない話なんだ。あとでちゃんと話す」

「何、それ」

　琥珀はむっとしたようだ。「ふたりきりで話すなんて、お安くないな」

「何ばかなこと言ってるんだ。おまえが考えてるような話じゃねえ」

「僕が考えてるってどんな話？」

　琥珀はまだ絡からんでいたが、青磁はめずらしくそれを相手にせず白雪に向き直った。

　人前では白雪に対して必要以上に丁寧に接する青磁だが、衆目がなければ相変わらずだ。

「おまえ、時とき津つが原はらって知ってるか」

　白雪は目を丸くした。前置きもない問いかけに、ええ、とうなずく。

「瑞ずい州と滄そう州の境にある平原でしょう。行ったことはないけど。東とう端たんから深い森になっていて、新東山脈の山さん麓ろくとつながってるのよね」

　白雪は地理の知識を掘ほり起こして答えた。もともと読書が好きだったので、一度読めばその地名と特色は憶おぼえる。

「今日の昼、そこで敵との接せつ触しよくがあった」

　敵、という単語に白雪は戸惑う。

「敵って……」

　がたん、と音を立てて琥珀が立ち上がった。白雪に何も言わず、顔も見もせず部屋を出て行こうとする。

「待て、琥珀」

　戸口の前で、青磁が琥珀の腕うでを摑つかんだ。「いいか、おまえは今は陛下の近衛なんだぞ。迂う闊かつな行動は許されん」

「だから、僕にも出てけって言ったんだね、青磁」

　琥珀は顔を戸口に向けたまま、震ふるえる声でつづけた。「時津原に敵が？　敵ってことは、前と同じやつらなんだろう？　同じ手口を使う者たちが、」

「落ちつけ」

　青磁は軽く琥珀の頰を叩たたいた。「おまえの言うとおり、前と同じやつららしい。だから俺は敵と言ったんだ。常じよう駐ちゆうしていた術師が二名、やられてる」

「敵って、何？」

　白雪はふたりに駆かけ寄った。後ろで灰桜が影かげに入る気配がする。

　青磁は琥珀の腕を握にぎったまま、白雪を振り返った。

「わるいが、白雪、ここで報告するより、星せい曜よう館に行ったほうが早く詳くわしい話が聞ける。こいつも知りたいだろうしな」

　白雪はうなずいた。




　天てん藍らん城はひとつの街より広い。城内の建物はきちんと整備された道でつながっていて、外がい灯とうが道みち端ばたに点ともされているので、暗くなっても歩き回るのに困らない。ただし道から外れて何もない場所へ行くと、竜珠で幻げん視しの光を頼たよれない者は、闇やみ夜よは何も見えなくなる。
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　星曜館は奥殿からさして遠くない場所に配置されていた。

　三人で星曜館を訪おとずれると、すでに来ていたらしい蘇芳と黒曜が入り口で待ちかまえていた。

「白雪、やっぱり来たのか」

　蘇芳に声をかけられ、白雪はうなずいた。

「時津原で何が起きたの」

「まだ詳くわしいことは話してないんだ、こいつがいたから」

　青磁が白雪の後ろから付け足した。その手はまだ琥珀の腕を摑んだままだ。琥珀はうつむいている。

　蘇芳は、ああ、という顔をした。

「ひとまず中へ」

　黒曜に促うながされて、五人で星曜館に入る。

　国じゅうの術師が集まる場所が星曜館である。神杖では術師、術使いに限らず、竜珠は星曜館によって管理され、届け出るよう義務づけられている。

　星曜館は、同じ長さの三棟むねが中央で接合した状態で建てられていて、正面玄げん関かんから中に入ってすぐは細長い廊ろう下かだ。両脇に部屋があり、その扉とびらのいくつかは開いたままになっていた。つきあたり、三棟の接合部分が館長の執しつ務む室になっている。

　この国全体を覆おおう結界は解けたが、星曜館や天藍城には未いまだに強固な結界が張られている。その結界を張っているのは星曜館に詰つめている術師たちだが、それらの複数の力をまとめているのは星曜館の館長である。

　現館長は夜よ鳩ばと、先代斎宮の騎き士しだった男性だ。

　執務室は三棟の中心にあるため三角形を成している。三方の壁には扉があり、それらはすべて開け放たれていた。夜鳩は大逆の科とが者ものでありながら館長を務めているため、部屋を完全に閉じることをゆるされないのだ。ほとんど帰ることのない私室も、施せ錠じようはおろか扉を閉めることすら禁じられている。

　夜鳩は以前、聖王位を簒さん奪だつしようとした白雪の大おお伯父おじ、杖州公賀が宗そうに弱味を握られてその企たくらみに協力していた。

　ことが露ろ見けんしたのちは斎王となった白雪の意向により、科者として扱あつかわれながらも以前と同じ職場に留とどまっている。これは賀宗も同じだ。ふたりは大逆の科者と周知されながらも、与あたえられた業務に最善を尽つくすことを要求されており、それによく応こたえてもいた。

　これが、白雪がふたりに与えた償つぐないである。生き延びて衆目に晒さらされ、汚お名めいを雪そそぐために身を粉こにして働くほうが、科者として命を絶たれるよりつらく恥はずかしいと白雪は知っている。だからこそ、周囲の反対を退けてふたりを生かしたのだ。

「おや、陛下、どうなさいましたか」

　白雪が、開け放たれたままの戸口から近衛を従えて入っていくと、執務机の前で夜鳩が立ち上がった。

「どうって……青磁に聞いたんです、時津原に、その、……敵が現れたって」

　執務室に入ると、近衛の四人は白雪より下がって壁ぎわに立つ。騎士は斎さい宮ぐうの言動を制することができたが、近衛は王の言動を見守ることしかゆるされない。だからかれらは黙だまって夜鳩と白雪のやりとりを見ているだけだ。

「ええ、まあ……」

　うなずきながら、夜鳩はちらりと近衛に目をはしらせた。

　正確には、琥珀に。

「青磁さまには陛下への報告だけお願いしたのですが……その分では、琥珀も聞いたんですね」

「青磁が来たとき、琥珀もいたんです……」

　白雪は口ごもる。「その、時津原に現れた者は、何な故ぜ、敵なのですか」

「かれらは神杖の術師を何名か殺している。それもたいそう残ざん虐ぎやくなやり方でね」

　夜鳩は鼻を鳴らした。いつも穏おだやかなかれらしくない態度だった。怒おこっているように見えるのは白雪の気のせいではないらしい。

「今回は二名の術師が犠ぎ牲せいになりましたが、──十年ほど前にも同じ場所、同じ手口で術師が殺されました。おそらく犯人は同一人物か、もしくはその仲間かと思われます」

　怒いかりを込めた低い声。

　ふいに、人のかたちをした淡あわい光が、夜鳩の傍かたわらに浮うかび上がる。白雪は目を瞠みはってそれを見つめた。

　それは明らかに幻視の光だった。淡い金色は、白雪の目が慣れたのか、徐じよ々じよにその輪りん郭かくをはっきりさせていく。

「……？　陛下？　どうされましたか」

　あまりにもまじまじと見たためか、夜鳩がいぶかしげに白雪を見返す。すると、その傍らの光が白雪に顔の部分を向けた。

　みるみるうちにその顔つきがはっきりする。幻視の光、……いや、その霊れいは女性だった。誰かに似ている。誰か、……琥珀を思い出させるまなざし。

　彼女はかすかに苦く笑しようすると、唇くちびるにそっと人差し指を立てた。内ない緒しよよ、とでも言うように。

「いい、え……なんでもないわ」

　夜鳩は自分の傍らにいる霊に気づいていないようだ。彼の竜珠はこの国でも最強に近いほど重いというのに。

　それが白雪には不思議だったが、その考えが浮かぶと同時に、まるで白雪の思いを耳にしたかのように霊は悲しげな顔をした。何か事情があるのだろう。察した白雪は、夜鳩に視線を向けた。

「かれら、とか、敵、とか、曖あい昧まいすぎてわかりにくいわ。説明していただけますか？」

「説明といっても、かれらが何者かははっきりしていないのです」

　夜鳩は肩かたをすくめた。「時津原は新東山脈の麓ふもとにある。新東山脈の向こうは砂さ漠ばくで人は住まないから、そこから来たとは考えにくい。砂漠の向こうはすぐに東海。わざわざ海の向こうから来るのなら、長ちよう汀ていを経由したほうが早い。そうなると時津原でなく、長汀に隣りん接せつした滄そう州から入るほうが利口だ。なのにどうして二州にまたがった時津原に現れるのか？　答えは簡単です。かれらにとってはそこが神杖に至るもっとも近い道だからです。……かれらは、新東山脈を越こえて来ている可能性が高い。──つまりは、東海の多島群域から、もしくはその近辺を経由して上陸している。推おし測れるのはそれだけです」

「東海……」

　結ユイの大陸の地図を、白雪は頭の中に思い浮かべた。神杖の東とう端たんは新東山脈に面していて、その向こうは海だ。

　何千年も昔の東海には春すの原はらと呼ばれる列島国があったが、今は地形も変わって、列島ではなく多島群域となっている。そのうちのいくつかが連合国となっているようだ。

「少なくとも、許可なく領土を侵おかし、それを咎とがめた我らの同どう胞ほうに危害を加え、あまつさえ命を奪うばう。ならば敵と見なして差し支つかえないという見解に至っています。これには大おと臣どの頭かみや八公も同意しています」

　夜鳩の声こわ音ねが、いつもの淡たん々たんとしたものに戻もどっていた。激情を抑おさえ込んだのだろう。同時に、傍らの霊は消えていた。

「かれらの正体はある程度の推測が可能です、しかしその目的は不明。国土に入り込もうとしている理由は？　領土を奪いたいのか？　それとも殺さつ戮りくと掠りやく奪だつか？　……この十年、再び危機が訪おとずれるのではないかと懸け念ねんし、星曜館は選えりすぐりの術師を時津原に待機させていました。──結果、本日の襲しゆう撃げきで死者二名、負傷者五名です。敵の規模は不明。そして、殺害の手口は十年前と同じでした」

　背後で誰かの気が昇のぼり立つのを白雪は感じた。振ふり返って確かめずともわかるほど、琥珀が動どう揺ようしているのがわかる。

「殺害の手口ですが……生きているうちに体から水分を抜ぬき取るのです。今回はまだ調査が進んでいないので詳しよう細さいは未確認ですが」

　白雪は絶句した。

　夜鳩は白雪のさまを一いち瞥べつすると、その後ろに視線を向けた。

「ただ殺すのではなく、何故そのような方法をとったのか？　殺された術師の竜珠が重かったためにそのような手段を取らざるを得なかったのかもしれませんが、惨むごいことに変わりはない。そのような行いに至る者は『敵』と呼ぶにふさわしい」

　夜鳩はちいさく息をつくと、目を伏ふせた。「……十年前に殺されたのは私の同どう僚りようです。彼女は私の代わりに時津原に赴おもむいていて殺されました。あの亡なき骸がらの惨さは今でも目に焼きついています。いつまでも忘れないでしょう」

　彼女という代名詞に、白雪ははっとして振り返った。

　琥珀と目が合う。蒼そう白はくな顔には、なんの表情も浮かんでいない。

「彼女は強い術師だった。常人に殺されるはずはないのです。彼女と互ご角かくに戦えた術師も少ないでしょう。……生きたまま人間の水分を抜き取る術以外の方法が、この地上にはもうひとつあります」

　思いがけない言葉に、白雪は慌あわてて夜鳩に向き直った。

「術以外の？」

「式をご存じですか？」と、夜鳩はよどみなく説明した。「解カイの大陸で編み出された、術に匹ひつ敵てきする理ことわりです。術とはまったく異なった性質を持っていますが、近しい効果をもたらします。──敵の正体や目的はわかりません。しかし、どの方面から来たか、そしてどのようにして術師を殺しているかの予測はできます。かれらはおそらく式を操あやつる式しき師し、となると、この大陸の者ではない可能性が高いでしょう。……私の推測は以上です、陛下」

　言い終えると、夜鳩はじっと白雪を見み据すえた。

「……対策はどのようにするつもりですか？」

　その視線に気け圧おされるようにして、白雪は尋たずねる。

「すでに応おう援えんの術師を瑞州の州都から差し向けるよう手配しました。殺害されたふたりの他ほか、水脈に通じている者がいなかったため水鏡が使えず、騎き馬ばで向かったので時間がかかるようです。かれらが現場の状じよう況きようを報告してくれるまで静観することになっています。杖州公もそれはご了りよう承しよう済みです」

　白雪は王位に就ついているが、あくまでも慣習によった名目上の王である。実際に政務を執とっているのは、科者である白雪の大おお伯父おじ、杖州公賀宗だ。今はまだ、経験の少ない白雪個人だけでは政まつりごと上の取り決めはしてはならないとされていた。白雪としてはそのほうがありがたいとは思っている。

「静観って！」

　琥珀が叫さけぶ。白雪は振り返りたくなる衝しよう動どうを抑えた。

「もう、決まったことです」

「あなたはそれでいいんですか！」

　糾きゆう弾だんの色を帯びた声。

「どういう意味ですか、琥珀」

「あなたはそれでいいんですか？　十年前と同じことが起きて、……あなたはそれでも黙っていられるんですか」

「私にどうしろと？」

　答える夜鳩の声はひどく冷たい。「もっとも大切な者を殺された敵かたきを討うちに行けとでも言うのですか。自じ業ごう自得でこの城から出ることを許されない身で？」

　もっとも大切な者。

　琥珀の激情、そして夜鳩の憤いきどおり。

　併あわせて考えれば、十年前の犠ぎ牲せい者しやが誰か、白雪にも容易に見当がついた。

「私が彼女のためにできることなど、今では何ひとつとしてありません」

　彼女。

　さきほどまで夜鳩の傍らに姿を現していた彼女、だろう。

　彼女が死してのち、なおも夜鳩を気に懸かけているのを理解して、白雪は胸に痛みを覚えた。

　夜鳩は、彼女が今も案じ傍そばにいてくれているとは気づいていないようだ。その事実がますます白雪を物悲しい気持ちにさせる。

　霊は想念が強ければ、自分の姿を望んだ相手だけに見せるという説もある。それが正しければ、彼女は夜鳩に姿を見せたくないのだろう。それが何故なのか、いくつか理由は考えつくが、どれと決めつけることなく白雪は考えを切り換かえた。

「……わかりました」と、うなずく。「今夜はひとまず、これまでとしましょう」

　部屋を辞した白雪の後ろに、近衛たちが黙だまって付き随したがう。

　廊ろう下かをしばらく進んでからちらりと振り返ると、近衛たちのあいだから、ぼんやりと光る人の姿が戸口に見えた。さきほど夜鳩の傍らにいた霊だ。白雪が気づくと、軽く頭を下げたように見えた。

　低い慟どう哭こくが執しつ務む室から漏もれ聞こえてくる。

「萌もえ黄ぎ……！」

　夜鳩が、十年前に亡なくした恋こい人びとの名を呼ぶ声だった。
















　その夜、奥おく殿どのの寝しん所じよでひとりになった白雪は、窓辺に立って月の光を浴びた。

「灰桜」

　呼ぶと、長く床ゆかに伸のびた影かげから、灰桜が現れる。

「灰桜は、式についてどれくらい知ってる？」

「悪いが、白雪……」

　灰桜はひどく戸と惑まどっていた。「俺がこの姿を初めてもらったころ、この世には式という理ことわりは成立していなかった。その後はこの世に出てきても、このように人と話せるかたちではなかったので、新しい知識を得る機会はなかったんだ。だから何も知らないと言っていい」

　彼の答えに白雪は驚おどろくと同時に落らく胆たんを隠かくしきれなかった。長きにわたって存在しても、知らぬことはいくらでもあるのだと初めて知る。

「それは、困ったわね」

　言いながら、いつも枕まくら辺べに置いてある、九く連れん環かん杖じようを手にした。

　九つの環わをその頂いただきに持つ九連環杖は、斎さい宮ぐうの身の証あかしを立てる術具だ。当代斎宮は白雪が兼けん職しよくしているため、白雪の近くに置かれている。

　白雪は、九連環杖を引き寄せると、環の中央に位置する玉ぎよく石せきに額を当てた。

　九連環杖が斎宮の身の証を立てるだけではなく、さまざまな機能を備えていると白雪が知ったのは、手にしてしばらく経たってからだった。必要がないとその機能は引き出されないと、九連環杖自身が教えてくれたのである。

　白雪の額に触ふれると、九連環杖は淡あわく光ってぼやけ、その形状を変化させた。細長い棒がやがて人のかたちを成していく。

　白雪が額を離はなすと、九連環杖はすっかり白雪と同じ姿になっていた。

「ご用ですか、わがきみ」

　その問う声まで白雪と同じ、──だそうだが、白雪は自分の声がこのような声なのかと、変転した九連環杖に話しかけられるたび奇き妙みような気になった。自分の耳に聞こえる声よりずいぶんと低く感じられるからだ。

「しばらく身代わりを務めてほしいの」

　白雪が告げると、九連環杖はやや不安そうな顔つきをした。変転した九連環杖と話すときはいつもそうなのだが、自分はこんなふうに頼たよりない顔をするのだろうかと、白雪は釈しやく然ぜんとしない。

　九連環杖は白雪が望む姿に変転する。白雪は、周囲の者が自分に斎王らしい振ふる舞まいを求めているのを理解していたから、いつも、お淑しとやかになってほしい、と思いながら九連環杖を変転させていた。だからといって、自分の姿をした者がこのような表情を浮うかべるのを目まの当たりにするのはなんとなく気き恥はずかしい。

「しばらくとは、どれほどのあいだでしょうか」

「わからないわ」

　白雪は首を振った。「行きたいところがあるの」

「白雪、まさか」

　灰桜が目を丸くする。

「どちらへ」

「時津原よ」

「まあ」

　驚いたように九連環杖は口もとに手を当てた。そのさまは深窓の令れい嬢じようそのものである。

「おひとりで行かれるのですか」

「灰桜は一いつ緒しよよ」

「近衛のみなさまは」

　問われて白雪はちょっと笑った。

「あなたが斎王として城に残るのに、わたしが連れて行くわけにはいかないでしょう」

「それはごもっともですが……」

　九連環杖は言いよどんだ。

　玉石に額を当てると、白雪の記き憶おくは九連環杖に写される。そのようにして代々の斎宮は記憶を九連環杖に刻んできた。さきほどの一連の場面や、白雪がそれについて考えたことも今の九連環杖にはすでに入っているのだ。

「危のうございます」

「そうね、でも行かなくちゃ。わたしは斎王だから」

　白雪は胸を張った。「王としてはなんの役にも立たないんですもの。だったら斎いつきの役目を果たさなくてはね」

「……くれぐれもお気をつけください」

　白雪が言い出したら引かない性格なのは九連環杖も重々承知している。だからこそ白雪を斎宮として認め、斎王となった今も従っているのだ。

「ありがとう、九連」

　白雪は笑ってみせた。




　旅装に着き替がえた白雪は、人目を気にしながら斎さい宮ぐう殿どのに向かった。見み廻まわりの時刻は把は握あくしているし、いざとなれば目め眩くらましの術で闇やみに溶とけ込めるから、誰かに見つかる危険はまったくなかった。

　十五近くまで旅から旅の生活だった白雪にとって、初めて定住の場となった天藍城はもはや我が家だ。ひいなや側そば仕づかえとして忙いそがしく働きもしたから、この城内は隅すみから隅まで知っている。斎宮殿までどの経路が最短でたどりつくかも熟知している。

　斎宮殿の地下は祈き禱とう所になっていて、ここで術を発動させるとより強力な効果を得られるのもわかっていた。実は床に抜ぬけ穴があって、そこから外に出られることを知ったのはつい最近だったが、その抜け穴を使う気はなかった。

「母さんはきっとここから抜け出してたんでしょうね。わたしだったらそうするもの」

　白雪は、抜け穴の蓋ふたになっている床を軽く蹴けった。破は天てん荒こうな母のことだから、それくらい簡単にやってのけていただろう。たとえ幽ゆう閉へいの身であっても。

　最近は白雪にも、斎宮でありながら禁を犯おかして自分を産み落とした母の気持ちがわかるような気がしている。また、自分と彼女はたいそう似ているとも思うようになっていた。

「夜鳩さまたちはさぞ苦労なさったと思うわ」

「今は白雪が、蘇芳たちを心配させている」

　灰桜がおかしそうに言った。彼も衣服を替えている。子どもの旅装は手持ちの衣類にないので身につけているのは簡素な平服だ。そうしていると下町の子どもそのものだった。これで一万年以上生きているとは誰も思うまい。

「蘇芳たちはそれが仕事だから」

　白雪はあっさり言うと、中央の祭さい壇だんに向かった。簡単な呪詞を唱えて空気中から水を集める。たちまち祭壇の上に小こ振ぶりの球体が浮かび上がった。それはくるくる回って水面にさまざまな像を映し出している。

　神杖は、建国の際に守しゆ護ごの神かみがあらゆる脈を整えた。そのために水脈を伝って一いつ瞬しゆんで遠えん距きよ離りを移動できる。しかし、送り手と受け手が通じ合っていなければ、移動に使われる水鏡の術は難度が一気に上がる。

　白雪が使おうとしている水鏡の術は、斎宮が改良してきた特とく殊しゆな術だ。斎宮にしか使えない。というより、あまりに危険なので使ってはならないとされている。白雪もこれまでに使ったことは数えられるほどしかなかった。

「水のあるところには出ると思うけど、どこに出るかわからないからちょっと心配ね」

　呟つぶやきながら白雪は灰桜を手招いた。

「影かげの中には入らないほうがいいかもしれない」

　灰桜は白雪に近づくと、見上げて言った。

「どうして？」

「白雪の意識がなくなったり、あっても影が完全でないときは出られなくなってしまうからな。この旅では外にいようと思う」

「いいけど、疲つかれたら言ってね」

　灰桜は白雪の影の中でしか休めない。

　白雪は灰桜に左手を差し出した。

「あなたの力も借りることになると思うから」

「いくらでも貸す」

　灰桜は白雪の左手を握にぎった。「今の俺はそのためだけに存在しているのだから」

　左手から灰桜の力を感じ取る。

　白雪の左手は、今はない。灰桜の握る左手は、灰桜が形成している。

　──灰桜と白雪はそのようにして、今や誰よりも近しく離れがたい関係になっていた。

「行くわよ」

　白雪はそう言うと、水鏡に手を差しのべた。

　指先からゆっくりと水の中に吸い込まれていく。




　水の中にはさまざまな記憶が宿っている。人の記憶も、そうでないものも。

　水鏡の術で移動するたび、白雪はそれを見て、憶おぼえておこうとするのだが、うまくいったためしがない。

　このときもそうだった。

　誰かの、淋さびしい、と感じる強い気持ちが水の中に残っていて、白雪はそれに引き寄せられた。

（いいな、……は。お母さんのお墓がある……）

（ずっと……を待ってるよ……）

　誰だろう。親しい相手が遠くへ行ってしまうという寂せき寥りよう感が、白雪の胸を叩たたく。

（誰もいないから。俺には）

（みんなのことは大切だけど、俺は、みんなとは違ちがう……）

　誰だろう？

　他の者とは異なる孤こ独どく感。

　さびしい。

　さびしい……

　白雪は泣きたくなった。

　これは自分の感情ではない、他ほかの誰かの残した想おもいだ。

　その想いを抱かかえている者を慰なぐさめたいと、白雪はぼんやり思った。




　水鏡を通ったのは一瞬だ。すぐに白雪は目的地の近くにいることに気づいた。

「……！　かいお……！」

　握っていたはずの灰桜の手がない。

　白雪が出たのは川の中だった。流れが強い。たちまち体が流されていく。迂う闊かつだった。時津ケ原にいちばん近い水のある場所と念じはしたが、止まっている水の中には出られなかったのだ。

　心の準備ができていなかった白雪は水を飲んでしまう。すぐに息が詰つまって溺おぼれた。川底は深く、足がつかない。もとより白雪は泳げない。

「だれか……！」

　助けを求めても、夜や陰いんに人の気配は感じられない。

　意識を失いかけたとき、誰かの叫さけび声がした。










　強く胸を押さえられた。その拍ひよう子しに口から水が吐はき出される。盛大に噎むせ返って白雪は目をさました。

「気がついたか」

　軽く頰ほおをはたかれた。大きな手だ。

「……？　青磁？」

　なじんだ気配に名を呼ぶと、相手がこわばったのがわかる。

　目を上げると、自分を覗のぞき込んでいる者と目が合った。暗い色の瞳ひとみは、今までに見たことのない暗い緑。

　白雪は逃にげるように身を起こした。

「別に取って喰くったりしねえよ」

　相手は鼻を鳴らした。「それよりあんた、こんな夜よ更ふけに川を流されるなんて、どんな酔すい狂きようだ。もう川泳ぎする季節じゃねえぞ」

　不ぶ躾しつけな言葉に、白雪はむっとする。

「好きで夜に服を着たまま泳ぐと思うの!?」

　それだけ叫ぶと、またむせる。

「元気だな。その分じゃもうだいじょうぶだな」

　相手はやや呆あきれたように笑った。男なのはわかるが、暗くて顔が見えない。白雪は何度かまばたいて、相手をじっと見た。

　やがて視力が回復し、いつものように闇でも見み透すかせるようになる。次いで、幻げん視しの光が目に映り始め、真昼のように明るく辺りを照らし出した。いつにないその明るさに白雪は戸と惑まどう。

　幻視の光の中に浮うかび上がった男は、不思議そうな顔つきで白雪を見ていた。黒くろ髪かみなのだが、幻視の光が照らしているせいか、微び妙みように色がついて見える。照り映はえる深緑。冬の針葉樹を白雪は思った。

　男の瘦やせた顔つきは、二十代半ばかそれ以上に見えた。鋭するどい切れ長の目と削そげた頰、やや高い鼻と薄うすい唇くちびるが厳しい印象を与あたえる。

　白雪を見る目の色はさきほどより明るい緑になっていた。若葉を陽ひに透かしたらこんなふうだろうかと白雪はぼんやり考えた。

「あなた、誰」

「あんたこそどんな深窓のお嬢じようさんだよ。命の恩人に礼もなしで素す性じようを訊きくか」

　自分の無礼を咎とがめられ、白雪は恥はじた。

「助けてくれたのは、本当にありがとう。……わたしは小雪」

「小雪さんとやら、こんな夜中に服を着たまま川で泳ぐのはやめといたほうがいいぜ。いくら竜珠でもな」
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　ぎくりとして白雪は男を見た。竜珠を見分けられるのは竜珠だけだ。

「竜珠だったら、なんだっていうの……」

　白雪の態度に、男は薄い唇をつり上げる。そっと伸のばした手を白雪の首にかけた。

「な、に……」

「人が竜珠かそうでないかはわかるが、俺自身は竜珠じゃない。強しいて言えば、竜珠とは対ついを成す者だ」

「対を、成す？」

　白雪は、男の手をはずそうとしてその手首を押さえた。何か、紐ひものようなものが指に触ふれる。

「俺は竜珠を壊こわすことができる」

　男の手に力が込められる。

「何をするの、……やめて！」

　白雪は男の手を左手で摑つかんだ。同時に意識を集中して拒きよ絶ぜつの意思を流す。とたんに男ははじけたように手を放した。

「なんだ……？　その手は」

　男はいぶかしげな顔をして、自分の手をさすっている。「術じゃねえな、それは、」

「あなたが時津原の術師を殺したの!?」

　白雪は素早く立ち上がって男から離はなれた。首にかけられた手の感かん触しよくがまだ残っている。無意識に首を触さわっていた。

「……抵てい抗こうしなければ殺さずに済んだ」

　否定はしないが、どこか痛々しげな色を帯びた答えに、白雪は愕がく然ぜんとした。

　この男は敵だ。

　敵に、命を救われた。

「灰桜！」

　腹の底から力を込めて、白雪はくろがねの輝き石せきを呼んだ。

　一いち陣じんの風が渦うず巻まいて、やんだときにはその場に灰桜が姿を現していた。

「白雪、捜さがした」

「あんた、……やっぱり、あのときの」

　男はちいさく息をついた。

「あのとき？」

「ああ、俺の邪じや魔まをしただろう、杖州で」

「白雪、こいつは……！」

　灰桜が白雪にしがみつく。怯おびえているのが明確だった。

「子どもを連れて行こうとしていただろう、俺は」

　男の言葉に白雪は、連れ去り事件のきっかけを思い出す。

　あのときの男は、顔が見えなかった。気配もしなかった。

　あのときの男だ。

　気づいて白雪は目を瞠みはった。

「あなたは、……」

　二の句が継つげない。

　子どもを連れ去っていたのは、やはり人身売買目的の者たちだけではなかったのだ。

「俺たちは、竜珠を滅ほろぼすためにやってきた」

　男が静かに告げる。

　水に濡ぬれているせいだけではなく、白雪は寒気で身を震ふるわせた。

「どういう、意味よ」

「言葉通りの意味だ」

　男の声は落ちついている。白雪はしがみついてくる灰桜の肩かたを抱だき寄せた。

　怖こわい、と思った。

「あんたを助けるんじゃなかったな」

　男は自じ嘲ちようするように呟つぶやいた。

「竜珠を滅ぼすって、何な故ぜ。なんのために」

「この大地のために」

　男の声が響ひびくと、幻視の光がゆらゆらと揺ゆれた。美しいその情景に、しかし白雪は見とれはしなかった。

「大地のために……」

「竜珠は大地の力を奪っている」

　思いがけない男の言葉に、白雪は茫然とする。

「それは、どういう意味？」

「またあんたには会いそうだな」

　男は白雪の問いに答えずそう言い捨てると、素早く身を翻ひるがえす。

「待って！」

「だめだ、しらゆき！」

　男を追おうとした白雪を、灰桜がしがみついて止める。

「灰桜、……どうして」

　男の姿はすぐに木立に隠かくれて見えなくなる。そこで初めて白雪は、自分が森の中にひらけた野原にいることに気づいた。

「だめだ、あいつはだめだ、白雪……」

　灰桜はそう叫ぶと、白雪にしがみついて、声を殺して泣き出した。










　体を濡らす水を術ではらって、白雪が歩き出したのはそれからしばらく経たってからだった。

　星と月を見れば方角はわかる。森の木にも訊いてみた。時津原はここからすぐだと教えられ、正しい位置を知った白雪は、灰桜の手を引いてけもの道を歩いた。

　体が乾かわいても灰桜は、ぬくもりを求めるように白雪に寄り添そって離れなかった。白雪も不安が拭ぬぐえず、そのままにさせた。こんなときはひとりではないことが本当にありがたい。

　空が明るくなり始めたころ、どうやら時津原についたようで、木立が途と切ぎれてきた。

「ねえ灰桜、あなたはあの人を知っているの」

　草をかき分けながら白雪が問うと、灰桜はびくりと身をすくませた。

「わからない」と、灰桜は首を振ふる。「……白雪、人は死んだら二度と戻もどらないだろう」

　唐とう突とつな灰桜の言葉に、白雪は思わず、自分の腕うでにしっかりとしがみついている少年を見おろした。

「ええ、そうよ」

　白雪は、死者が二度と戻らないことを、痛いほどよく知っていた。

　たとえ戻せる方法があったとしても、決してそれを行うべきではないことも。

「あの男、……昔知っていた者に、とてもよく、似ている気がするんだ。何もかも、そっくり同じに感じられる。顔や姿だけじゃない、声も何もかも、……だが、その者は遠い昔に滅んだ、……はずなんだ」

「似てるって、誰と？」

　白雪の問いに、灰桜はためらった。

　だが、しばらくしてから口をひらく。

「わからない、記き憶おくが混乱している……俺と関かかわりのあった者に似ているようなんだ、だが、……俺は、昔のことはあまりよく憶おぼえていないから」

　最後はひどく細い呟きだった。

　それきり、灰桜は白雪にしがみつく力を強めると、押し黙だまってしまう。

　白雪はそれ以上、問えなかった。




　かすかな人の気配と竜珠の波長ヒビキをたどって歩きつづけると、やがて石造りの建物が見えてきた。砦とりでのようだ。その前に幾いく人にんかいるのも見えた。

　あちらからも白雪が見えたのだろう。人の動きが激しくなる。

　砦の近くまで行くと、結界の気配を感じた。

　白雪が結界の外で立ちすくむと、集まって何か相談している者たちからふたり、白雪に近づいてきた。まだ若い男女である。

「何者だ」

　男が誰すい何かする。白雪はまっすぐに頭を上げて相手を見た。

「わたしは、陛下の命を受けてまいりました、御庭係の小雪と申します」

　白雪は城下に出るとき、身分を偽いつわって御庭係と称しようする。これは斎王の間かん諜ちようを意味する職務だ。とたんに男はいぶかしげな顔をした。

「陛下の御庭係が来るとは聞いていない」

「待って、律りつ佳か。もう少し詳くわしく聞いてみましょう」

　一歩踏ふみ出した男を、女のほうが制する。「この子、竜珠よ。確かに陛下の御庭係は、竜珠の側そば仕づかえだという話だわ」

　そう言うと、彼女はじっと白雪を見た。何かを見み透すかすように目を細める。

「身の証あかしは、立てられないの？」

「これを」

　白雪は、胸もとに手を差し入れて、内側に取りつけられている小こ袋ぶくろから記き錐すいを取り出した。手のひらに載のせて見せると、女は目を瞬またたかせた。

　白雪が気を込めると、記錐はすぐに一葉の紙と化す。

「ご覧ください」

　女は白雪の手のひらから紙を取り上げた。

「『我、桜おう院いん雪せつ月げつはこの者、御庭係の小雪を遣つかわす。一件についてこの者に詳しよう細さいを知らせよ』」

　白雪が記した一文を、女は読み上げた。

「本物か？」

　男、律佳は疑わしげに女の手もとを覗のぞき込む。

「御ぎよ璽じがあるわ」

　女は令書を男に差し出した。男はそれを受け取ると、まじまじとそれを見る。

「……確かに本物だな」

　苦々しげに呟いた。「こんな小こ娘むすめひとり寄よ越こして、どうしろというんだ、陛下は」

「不敬よ、律佳。──ごめんなさいね、疑って。わたしは黒くろ猫ねこ隊の和かず音ね。彼は白はく蛇じや隊の律佳」

　女、和音はにっこり笑った。白雪はほっと息をつく。

「改めまして、わたしは御庭係の小雪です」

「その、子どもは？」

　律佳が令書を白雪に差し出して尋たずねる。その視線は白雪の陰かげに隠れるようにしていた灰桜に向けられていた。

「彼は、その……陛下が連れて行けと。くろがねの輝き石せきです。灰桜」

　どう紹しよう介かいするかためらったものの、白雪は令書を記錐に戻しながら、ありのままに告げた。和音は呆あつ気けに取られた顔をし、律佳は眉まゆを寄せる。

「輝石をお遣わしになられたのですか、陛下は」

　和音が恐おそる恐る言った。白雪は黙ってうなずいた。灰桜に関しては、へたにごまかすよりは最初から言っておいたほうがいいだろうと思ったのだ。

「……詳しくは砦で伺うかがいましょう」

　少し考えてから和音は提案した。「そのうち州都からの応おう援えんも着くでしょうから。水鏡が使えないので時間がかかりますが……あなたはどうやってここまで？」

　そこで和音はいぶかしむような顔をした。

「陛下が水鏡で送ってくださったのです。川に出てしまって、そこから歩いてきました」

「陛下が」

　律佳の表情が微び妙みように緩ゆるんだ。「陛下は、お力だけは本当に強大なのだな」

　褒ほめられているのかけなされているのかわからないと白雪は思った。だが、それくらいでふてくされはしない。ただの小雪として斎王への忌き憚たんない見解を耳にできるのは、むしろありがたいとさえ思う。

「誰か、来たわ」

　ふいに和音が身がまえた。彼女が言い終えるより早く、傍そば近くに風が渦うず巻まく。自然現象ではなかった。

「敵か!?」

　律佳が叫さけぶ。白雪は背後に灰桜をかばった。感覚を研とぎすます。だが、危険は感じられない。

「待って、それは……」

　いっそう激しく渦巻くと、風の中に人の姿が現れた。やがて風はゆっくりと収束し始める。

「誰だ！」

「ひどいなあ、律佳。僕がわからないとは」

　風がやむと、空気の流れから顔をかばうようにして上げていた腕を下ろし、彼は言った。

「……琥珀さま」

　律佳は警けい戒かいを解いた。「何な故ぜ、こちらに」

「何故も何も、敵が現れたって聞いて、昨日の夜から風を継ついで移ってきたんだよ。初めての場所に移るのはちょっと怖こわいね。術を失敗しそうで……!?」

　言いながら律佳に歩み寄っていた琥珀は、和音の後ろに隠かくれようとしていた白雪を見て、その大きな目をますます瞠みはった。

「こ、琥珀さまっ」

　先手を打って白雪は話しかけた。「わたしは陛下の命を受けて参りましたけど、琥珀さまは、どうしてこちらへ？」

「……………………陛下の、命を」

　その一言で琥珀は事態を察したらしい。困こん惑わくしたような顔つきで、言葉にならない声を出してから、大きく溜ため息いきをついた。

「僕は、私用だよ。昨日のうちに休きゆう暇か願ねがいは出してきた。もっとも、受理されたかはわからないけど」

「近衛隊に休暇などあるのですか」

「だから、受理されたかはわからない」

　律佳の問いに、琥珀はわるびれもせずさらりと答える。

　白雪は呆あきれつつも、何も言えなかった。昨日の琥珀のようすでは、よほど衝しよう撃げきを受けたのだろうとは思っていたが、まさか現地まで来てしまうとは。しかも、名目上とはいえ斎王を守る近衛の身で。

　それほどまでに、彼はこの件を放ほうってはおけないのだろう。

　……母を奪うばった敵の再来を。

「律佳、ともかく状じよう況きようの説明を。現場を見られるならそちらへ案内してくれ」

　琥珀は気分を切り換かえたのか、表情を引き締しめて律佳に命じた。

「ではまず、砦へ」

　律佳はうなずくと、歩き出す。

「犠ぎ牲せい者しやの遺体は調査中です。夜鳩さまへの報告は済んでおりますが、改めてご説明いたしますか」

　和音がその後ろにつづいた。

「そうだね、頼たのむよ」

　どさくさ紛れに白雪もその一行に混じる。結界を通り抜ぬける気配がした。どうやら受け容いれられたらしい。

「犠牲者は結界の外で巡じゆん廻かいしていた二名です。砦に戻もどる前に襲しゆう撃げきされたようです。遺体はひどいありさまですが……」

「見る」

　琥珀は短く答えた。

「あちらに」

　砦は、周囲を高い壁かべで囲まれている。その前に集まっていた者たちは琥珀を知っているのだろう、門を通るときに一いつ斉せいに礼をした。考えてみれば琥珀は星曜館の副館長なのである。ここにいる術師にとっては上司に当たるはずだ。ひとまず自分の不ふ審しんさが琥珀のおかげで薄うすれているのに白雪は感謝した。

　砦の中に入ると、小さな集落のようなつくりになっていた。いくつかの建物があり、広場も見える。以前に涼りよう州で見た砦と同じ形式らしい。

「鎮ちん魂こんと浄じよう霊れいは済ませましたので、検分できます」

　広場の中央には井い戸どがあり、その前に布をかけられた犠牲者の遺体が置かれている。

　琥珀はためらわず遺体に近づいた。傍かたわらに跪ひざまずくと、一度手を合わせて祈いのりを呟つぶやき、それから布をはぐった。

　和音と律佳の後ろでそれを見た白雪は、思わず目を閉じた。少しだけ見えた遺体はひどいありさまだった。

「……術の気配がしない」

　琥珀はしばらくしてからぽつりと呟くと、布を元に戻した。

「そうです」

　律佳の声が憤いきどおりに震ふるえている。「これは、式によるものです」

「夜鳩さまから伺ってはいたが……」

　振ふり向いた琥珀の顔つきは、今まで見たことがないほど険しかった。「式師が入り込んでいるというのか、神杖に」

「……そのようです」

　律佳が答える。「結界が解かれてから、警戒はしていたのですが」

　白雪は息をのんだ。

　琥珀が微妙に眉を寄せる。

「律佳、それは口にすべきことじゃない」

「いいえ……！　この国を守っていた結界は解けてしまった。守護神ももういない。それに気づかれたのですよ、他国に」

「どの国に？　我が神杖と接している国は、長ちよう汀ていくらいのものだ。今では陛下のおかげで関係は友好じゃないか」

「西さい方ほうにも、海の向こうにも国はあります！」

「律佳」

　激した律佳の腕うでを、和音が引く。「やめて。ここには陛下の御庭係もいるのよ」

「その小娘が陛下に逐ちく一いち知らせるというなら、そうすればいい」

　律佳は白雪を振り返った。鋭するどい目に、白雪ははっとする。

「わ、たしは……」

「いっそ陛下に知らせてほしいくらいだ。あなたが余計なことをしたばかりに、この国は無防備になってしまったと。結界が解けたと各国に知られれば、やがて攻せめてくる国もあるだろう。我が国がそれに対たい抗こうできるかどうか、……我が国が武力を持たず和を尊とうとんでいられたのは、結界が張られ、守護神がいたからなのに！」
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「勝手なことを言うな！」

　それまで黙だまっていた灰桜が疳かん高だかい声をあげた。「白雪がみんな悪いって言うのか！」

　子どもじみた反論に、律佳は絶句した。

「灰桜……」

　白雪は灰桜の肩かたを押さえた。

「──だが、本当のことだ」

　律佳は低く呟いた。

「君が陛下をどう思っていようが、口に出しさえしなければかまわない。神杖はそういう国だからね。でも、近衛の僕の前で言うべきではないな」

　琥珀が厳しい声こわ音ねで言った。「今の陛下は君たちから見れば物足りないかもしれないけれど、この先はどうなるかわからない。それに、あの方はけっして諦あきらめないし、僕たち民たみをなんとしてでも守ろうとしてくださっているよ。できればそれをわかってほしいとは思う。無理かもしれないけれど」

「王が民を守るのは、あたりまえのことです。非力ゆえに守りきれないとは、言いわけにもなりません。われわれ民には、せねばならぬことができない、そうとしか取れませんから。それがどんな理由からであっても」

　律佳は頑かたくなだった。

　わかっていたことだったが、白雪はぎゅっと奥歯を嚙かんだ。

　口くち惜おしい。

　王としては未熟だという自覚はある。それでも、斎職だけはおろそかにせぬよう心がけてきたつもりだった。

　しかし白雪の内情など、知らぬ者が理解し慮おもんぱかるはずもないのだ。表に見えるものだけで判断されるのは致いたし方ないとはいえ、律佳の言いざまは今の白雪にはあまりにもつらかった。

「いくらなんでも言い過ぎよ、律佳」

　さすがに和音がたしなめる。

「結界が解かれなければ、式師も防げたかもしれない。そうだろう、和音」

「式師に結界が効かないのは、もうわかっているのでしょう？　ちゃんと認めるのよ、律佳」

　和音は冷静に指し摘てきした。「それに、結界が解かれてから、わるいことばかり起きたわけではないでしょう。国は開かれて、他国から人が自由に出入りできるようになった。通商も容易になって、豊かになる人が増えたわ。他国のめずらしいものもたくさん入ってきた。流れ込んできた技術や機械からくりのおかげで助かったこともいくらでもある。わるいことばかりじゃないわ」

「いいことばかりでもない。他国人は礼れい儀ぎも知らぬ野や蛮ばんな者ばかりだ」

「知らない礼儀に応じられるわけないわ。教えもしないでできないと蔑さげすむほうがよほど愚おろかではなくて」

「知っても応じもしないやつらはいったいなんなんだ！」

「ふたりとも、そこまで」と、琥珀が制する。「その話は今すべきじゃない。──浄霊と鎮魂が終わっているなら、かれらをどうするか決めなければ」

　そう言いながら、琥珀は遺体に目を向ける。そのまなざしは悲しげな色を帯びていた。

「埋まい葬そうするか、それとも天藍に返すか。それと、水鏡の修復……」

　言いかけた琥珀の体がぐらりと傾かしぐ。

「琥珀さま！」

　律佳がそれを支えた。

「……わるいね。ちょっと疲つかれたみたいだ」

　琥珀は、律佳の肩にもたれかかって呟く。「天藍からこれほど離はなれたのは、ひさしぶりだからかな」

「少しお休みください。……小雪さんも」

「……はい」

　和音に声をかけられ、白雪はうなずくことしかできなかった。
















　女性用の宿舎に部屋を与あたえられた白雪だったが、案内してくれた和音に休むよう言われても落ちつけなかった。

「灰桜、中に入ってくれる？」

　部屋でひとりになってから灰桜にそう頼たのむと、彼は不服そうな顔つきをした。

「どうして」

「あなた、さっき怒おこったでしょう」

　灰桜は情じよう緒ちよが安定しない。怒いかりが殺さつ戮りくに向かうときがある。彼自身はそれを望まないが、そうなる可能性があるのならば防がなければならない。

「人は傷つけないようにする……」

　灰桜はいやいやをするように首を振った。

「出ていたいの？　休まなくてだいじょうぶ？」

「白雪の中にいると、状じよう況きようがつかめなくなるから、今はできるだけ外にいる。白雪が眠ねむるときも、中には入れてくれなくていい。疲れたら、ちゃんと言うから」

「……わかったわ」

　白雪は根負けした。「じゃあ、わたしのことは小雪って呼ぶのよ」

「小雪」

　灰桜は頼たよりなげに繰くり返した。

「わたしの傍そばから離れちゃだめよ」

「いつも一いつ緒しよにいるだろう」

「それと、命じない限り、何かをしてはだめよ」

「もちろんだ」

　灰桜は笑って応じる。可か憐れんな笑え顔がおに思わず白雪は溜ため息いきをつく。

「しらゆき？」

「小雪、よ」

　さっそく訂てい正せいすると、灰桜は恥はずかしそうな顔をした。

「ごめん……」

「くれぐれも気をつけてね」

「うん」

　よく言い含ふくめ、手をつないで部屋を出た。

　宿舎を出ると、向かいが砦とりでの要かなめになっている本部で、その向こう側が男性用の宿舎だとわかる。設備はどれも石造りでそこそこ大きいのだが、人の姿はまばらだ。砦そのものは百人は住めそうな広さなのに、聞いた話では常じよう駐ちゆうしているのは三十人足らずらしい。

「どこへ行くんだ？」

「琥珀に会って、もう少し詳くわしい話を聞こうと思って。わたしのほうも説明したいし」

　白雪はあたりをさぐりながら答えた。近くにいくつか人の気配はするが、どれも琥珀ではない。もう少し意識を広げてみると、結界の端はしぎりぎりにいるのが感じられる。砦の外だ。

「何してるのかしら」

　白雪は呟つぶやくと、灰桜の手を引いて歩き出す。

　砦の門は、特に見張りが立っているわけでもなくすんなりと通ることができた。外へ出ると風が吹ふきつけてくる。陽ひが高くなっていたが、風は冷たい。時津原は天藍より標高が高いので、すでに秋の空気が深まっていた。

　琥珀の気配を求めて白雪は歩いた。砦の塀へいをぐるりと巡めぐっていくと、新東山脈が見える側に移る。砦の東側だ。琥珀はそこにいた。

「琥珀さま？」

　そっと呼びかけると、ぼんやりと山脈を眺ながめていた琥珀が振ふり向いた。

「し、……小雪、それに灰桜」

　白雪と言いかけて琥珀は訂正する。近くには誰もいないが、気をつけるにこしたことはない。

　琥珀は苦く笑しようしながら白雪を手招いた。白雪もうなずいて近づく。傍かたわらまで行くと、琥珀が結界を張るのが感じられた。

「これで誰にも聞かれないよ」

「琥珀、どうしてここへ？」

　白雪が勢い込んで尋たずねると、琥珀は肩かたをすくめた。

「それはこっちの台詞せりふだよ、君こそどうして」

「現場を見たかったのよ。それで、ゆうべのうちに水鏡で跳とんできたの。琥珀は？」

　術の結果、川に出てしまったことは言わずにおく。それを話せばあの男の話をしなければならない。今はそれより、琥珀に訊ききたいことがあった。

「僕はゆうべから風でね」と、琥珀は答える。「もしかしたらとは思ったけれど、まさか昨日のうちに君がこちらに来てるとは思わなかったよ」

　さすがに琥珀は呆あきれているようだった。

「風でも移りの術が使えるなんて、知らなかったわ」

　白雪は話を逸そらした。

「そうだろうね、僕しかできないから」と、琥珀はさらりと言った。「受け手がいなくても君が水鏡の術を使えるのと同じだよ、白雪。それにしても、玉座を放ほうり出してこんなところまで来ちゃだめじゃないか」

「だいじょうぶよ、九連に身代わりを頼んでおいたから、朝議とか、斎王の職務はうまくやってくれると思うわ。それと、今のわたしは陛下の御庭係で来てるから、その点、重々よろしくね、琥珀」

「白雪……」

　琥珀は深く息をついた。「その、……君がこういうことをどうしても他人ひとまかせにしたくないっていう気持ちはわかるけど、……危ないよ」

「わたしはこの国でいちばん重い竜珠なんでしょ。夜鳩さまの保証つきよ。何が危ないっていうの？」

「確かに君はこの国でいちばん強い竜珠だけど、だからって無敵でもないし、けっして傷つかないわけじゃないんだからね」

　まるでだだっ子をたしなめる母親のように、琥珀は言った。「特に今回は、相手が式師だから、竜珠の重さは意味がないかもしれない」

「琥珀、なんだか青磁みたいなこと言うのね」

　白雪がそう言うと、琥珀は苦笑する。

「最近、青磁が口うるさい気持ちがわかるようになっちゃった。君が心配なんだよ」

「そうでしょうね」

　それは白雪にもわかっている。青磁の口うるささを以前は鬱うつ陶とうしく感じたりもしたのだが、今となってはそれが深い情からくる思いやりなのだと理解できていた。

「今ごろきっと怒ってるわよ、青磁。琥珀が勝手にいなくなって、はらはらしてると思うわ」

「君のことも怒ってると思うよ」

　琥珀は微び妙みような表情を浮うかべた。その意味は白雪にはわからない。

「どうして？　だって九連がいるから……」

「九連が白雪の姿をしていても、君じゃないってことは、近衛としてずっとそばに付き随したがってきた僕たちにはすぐにわかるよ。……特に青磁は、君のことをよく見てるし」

　最後の一言はどことなく淋さびしげな色を含んでいる。

　なんとなく気まずさを感じて、白雪は自分にぴったりくっついている灰桜の頭を撫なでた。灰桜はじっとして、ふたりの会話を聞いているのかいないのか、目を閉じている。白雪の手が気持ちいいのだろうか。そうしていると、人間の子どもではなく、大きなけものを傍に置いている気になる。

「帰ったら、叱しかられるわね、わたしたち」

「帰る前に叱られるよ、きっと」

　ふと、琥珀があたりを見まわした。みるみるうちにその顔が険しくなる。

「青磁に無事に叱ってもらえるといいけど……やっかいなことになりそうだ」

　白雪は琥珀の視線を追って同じものを見た。

　気配はなかった。だが、草原の向こうに幾いく人にんかの黒い姿が見える。身を包む長衣を風に翻ひるがえらせながら、かれらは刻々と砦に近づいてきていた。

「白雪、自分で結界を張れる？」

「ええ」

　白雪は気を引き締しめた。

　──あれが、敵だ。

　琥珀の結界が一いつ瞬しゆん外れる。白雪は自分で結界を張った。灰桜のしがみつく力が強くなる。

「白雪。あいつがいる」

　灰桜が囁ささやいた。

　白雪ははっとして、砦に近づいてくる一団を改めて見た。

　数えれば三人、多いとは言えない。

　その中に昨日の男が、頭ひとつ突つき出しているのが見えた。

「止まれ！」

　声が聞こえるほどの距きよ離りまで近づいてきたのへ琥珀が叫さけぶ。すると、一団の動きが止まった。

「何者だ」

　琥珀は落ちついて問う。「おまえたちは他国人だろう。何が目的で我が国土に踏ふみ入った。仲間を殺したのも、……」

　集団の中から、ひときわ背の高い黒くろ髪かみの男が進み出た。昨日の男だ。

「俺たちは解カイの大陸から来た。だが、育ちはみな神杖だ」

　白雪はまじまじと目を瞠みはって男を見つめた。琥珀も、驚おどろいたように三人を順じゆん繰ぐりに眺めている。

「確かに、おまえたちの仲間を殺したのは俺たちだ。だが、最初から殺そうとしていたのではない。戦いになったから迎むかえ撃うっただけだ」

「……十年前、ここで同じ殺され方をした者がいる。それもおまえたちがやったのか？」

　琥珀が低い声で問う。その声に込められた怒いかりに、白雪は総毛立つ。

「十年前ぇ？」

　場ば違ちがいな明るい声がした。三人のうちの赤毛の男だ。

「そんな昔だったら、俺たち子どもだろ。それにまだみんな集まってもないから、知らないぞ。俺たちじゃないのは確かだぜ」

「静かに、五い剣つるぎ」

　前に立っていた男が、振り向きもせず制する。「おまえがしゃべると、場が壊こわれる」

「仰おおせの通りに」

　赤毛の男は剽ひよう軽きんなしぐさで肩をすくめる。

　白雪はじっと、黒髪の男を見つめた。

　だが、相手は完全に白雪を無視していた。それに気づいて白雪はややいらつく。

「あなたたちの目的は、何？」

　白雪は灰桜の手を握にぎりしめたまま、歩を踏み出した。男は眉まゆを上げて、ようやく白雪を見る。

「…………あのときは気づかなかったが、こうしてよく見るとすごい鎧よろいだな」

　男はしばらく白雪を見つめてから苦く笑しようした。「そんなに強く術をかけて人を惑まどわすなんて、あんたはいったい何から身を隠かくしているんだ？　よほど大きな噓うそでもついているのか」

　彼の言葉の意味を半分も理解せぬまま、白雪はかっとなった。ここまで露ろ骨こつに見下されたのはひさしぶりだ。

「鎧って何。わたしは何も隠してないわ！」

「だったら本当の色を見せてもいいんじゃないか？」

　言うなり、男は腕うでを伸のばして何かを投げるしぐさをした。白雪にそれは空気の塊かたまりに感じられた。結界がはじけ飛ぶ感かん触しよく、そしてまっすぐに胸に叩たたきつけられた空気の塊が、体の表面を伝わって広がり、全身を覆おおう。

「しらゆき！」

　琥珀が叫び、目を瞠る。

　一瞬だけ息ができなくなったが、すぐにそれも収まった。白雪は驚いて自分の手や足を見た。なんの傷も負っていない。いったいなんだったのだ。

「白雪、君、色が……」

「平気よ、なんともないわ」

　心配そうな顔をする琥珀に、白雪はなんとか笑いかける。

「へぇー」

　赤毛の男が感かん嘆たんの声をあげる。「ほんとは銀ぎん髪ぱつなんだ」

　その言葉にぎょっとして、背に流れるままにしていた髪かみを摑つかむ。いつもは目め眩くらましの術で光の反射をゆがめ黒くしているはずの髪が、銀色に見えた。

「五剣、見えてなかったの？」

　後ろで明るい少女の声がした。「わたしにも見えてたのに」

「そんな術をごく自然に使っているなら、あんたの竜珠は相当重いんだな」

　黒髪の男は、責めるような目で白雪を見た。白雪はその苛か烈れつな視線をしっかりと受け止める。

「だったら、どうだというの」

「あんたみたいな竜珠がこの大地を痛めつけているんだ。──俺たちはそれを阻そ止しするために、竜珠を滅ほろぼしに来た」

「滅ぼすだって!?」

　琥珀が叫ぶ。「さっきから聞いていれば言いたい放題好きなことを、……なんだって僕たちが滅ぼされなきゃならないんだ！」

「知らないほうがいいわよぉ」

　少女の声が後ろから答える。笑いさえ含ふくんでいるように聞こえた。

「それに、竜珠を壊させてくれるなら、命まではとらないから。わたしたちだって、人を殺すのはほんっとうに、ぜーんぜん、好きじゃないのよ。ほんとよ。ねえ、なっちゃん」

　言いながら前に出てきたのは、くるくるとした栗くり色いろの髪を肩かたに垂らした少女だった。白雪と同じくらいの年に見える。可か憐れんな顔立ちには微笑ほほえみさえ浮かんでいた。

「おまえもしゃべるな、八や穂ほ。五剣以上に場が壊れる」

　なっちゃんと呼ばれた男は、やや苦笑しつつ叱しつ責せきした。

「ふざけるな！」

　琥珀が手を合わせた。手のひらから青い火花が散る。白雪が止める間もなく雷らい撃げきが放たれた。

「琥珀……！」

　白雪の声は、雷撃が地面をえぐる轟ごう音おんにかき消される。土が飛び散り、あたりにもうもうと煙けむりが立ちこめる。

「無む駄だだ」

　煙がやむより前に、男の声が間近でした。白雪は咄とつ嗟さに身をひねって、跳とんできた空気の塊を避さける。

「ぐっ……」

「琥珀？」

　煙で視界がきかない。白雪は呪詞を唱えて風を呼んだ。たちまち煙は吹ふき飛ばされ、清せい浄じような空気が戻もどる。

　琥珀が足もとに倒たおれていた。その傍かたわらには黒髪の男が膝ひざをついて、琥珀の首に手をかけている。

「やめて！」

　白雪は男にとびかかった。腕を摑んで琥珀から引きはがそうとする。男は白雪を振ふり払はらった。だが白雪は諦あきらめず、男の手をもう一度摑み、体当たりした。男は油断していたのだろう、その拍ひよう子しに琥珀から手を放してしまう。白雪はつづけざまに握った拳こぶしを男の顔めがけて叩き込んだ。身長差があるため顔に命中はしなかったが、顎あごに喰くらったらしく、男はよろめいた。

「おっかねええええ」

　五剣がおどけたように呟つぶやきながら、ふらつく男に歩み寄った。「おい、だいじょうぶかよ」

「ひっどい、なっちゃんを殴なぐったわね！」

　八穂が怒おこって白雪を睨にらみつけた。白雪に向かって腕を突き出すと、指先で丸く円を描えがく。

　円を描かれた空間に、指がなぞった軌き跡せき通りに青い焰ほむらが浮うかび上がった。攻こう撃げきを受け流すべく、白雪は呪詞を唱えず防ぎの術を発動させる。だが青く燃え上がった焰は術を突き抜ぬけ、白雪の鳩尾みぞおちを突き上げた。

「白雪！」

　白雪は激痛に苛さいなまれながら地面に転がる。

「ばっかね、術が式にきくわけないでしょ。竜珠ってほんと、傲ごう慢まんであったまわるーい。自分たちがなんでもできるって思い上がってるんでしょ。だからきらいよ」

　八穂の足が、白雪のぼやけ始めた視界に見えた。彼女が傍らに跪ひざまずき、その手を自分の首にかけるのを白雪は感じた。だが、痛みと息苦しさで抵てい抗こうできない。

「放せ！」

　灰桜の声がして、八穂が突つき飛ばされるのが見える。

「なにすんのよ！」

　少女の金切り声。

「白雪、しっかりしろ」
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　言いながら、灰桜が衝しよう撃げきを受けた胸に手を当ててくる。痛みが引いて、意識がはっきりした。白雪は自力で立ち上がると、灰桜の肩を借りるようにして倒れている琥珀に近づく。膝をついて体を起こすと、琥珀は息をしていたが、完全に意識を失っていた。

　ここは自分が戦うしかない。

　心を決めると、琥珀を背負うようにして白雪は立ち上がった。小こ柄がらとはいえ、白雪より背が高い琥珀の爪つま先さきが草地を擦こする。

「灰桜、手伝って、くれる」

　息を切らしながら言うと、灰桜はにやりとした。

「もちろんだ、白雪」

「おいおまえら、ちょっと下がってろよ」

　顔を上げて見ると、座り込んで頭を振っている黒くろ髪かみの男の傍らで、八穂が泣きそうな顔をしていた。それをしっしっと手で追おい払うようにしながら、五剣が前に出てくる。

「いっちゃん、わたしがやる！」

　八穂はそれに対して立ち上がった。さきほどまでおっとりと微び笑しようを浮かべていた可憐な顔立ちが、怒いかりに染まっている。

「いいから、ここはまかせとけって。あんまり暴れると九く条じように言いつけるぜ。あいつ、ただでさえ落ち込んでんだからな、人を殺しちまったって」

　五剣の言葉に、少女の体が固まった。とたんにその顔を彩いろどっていた怒りはみるみる薄うすれ、可憐な面差しが戻ってくる。

「九条はわるくないもの……」

「だったらそこでおとなしく見てろ」

　五剣は言うと自分の前でくるりと流れるように円を描いた。青い焰の軌跡が実体化した。

　白雪は目を瞠みはった。

「神杖ってほんと、式が浸しん透とうしてないんだな。そんなに驚おどろいてもらえるとやりがいがあるよ、お姫ひいさん」

　五剣が摑んだのは青白い焰を纏まとう双そう節せつ棍こんだった。両手を使ってしなやかにさばく。目にも留まらぬ早さで振り回しながら近づいてくる彼に、白雪は後あと退ずさった。腕わん力りよくでは男にはかなわない。武器が加わればなおさらだ。しかもこちらは意識のない琥珀を守らなければならない。

「喰らえ！」

　白雪の前に立った灰桜が、両手のひらを五剣に向けて雷撃を放った。五剣は余よ裕ゆうの笑えみを見せながら、双節棍を自分の前で回し、それを防ごうとした。

　だが、灰桜の雷撃が当たると、双節棍は硝子ガラスの割れるような音を立てて砕くだけ散る。

　きらきらとした青い粉を浴びて、五剣は茫ぼう然ぜんとした。やがて青い粉は溶とけて消えてしまう。

「な、……」

「気をつけろ、五剣」

　後ろで黒髪の男が立ち上がった。

「それが式なの？」

　白雪は呼吸を整えながら、琥珀を再び草地に横たえさせた。その前に守るようにして立ち、体をしゃんとさせて三人を見る。

「そうだ」

　男が前に出た。「……五剣、八穂、今日はひとまず戻ろう」

「戻るっておまえ」

　五剣が驚いたように黒髪の男を見上げた。「今日はこの砦とりでの人間を全部なんとかするって言ってたじゃないか」

　しかし黒髪の男は答えない。黙って五剣を見ている。

　五剣はその視線に眉を上げた。

「おまえ、この女をやるのがいやなのか」

　それは白雪にとって思いがけない問いかけだった。

「わたしが、何」

「あんたを気に入ったみたいだぜ、こいつはよ」

　黒髪の男が黙ったままなので、五剣は白雪のほうを向いた。

「それどういうことよ、なっちゃん！」

　八穂が柳眉をきりきりと逆立てる。「こんな女に情けをかけて、どうするつもり!?」

　これにはさすがに白雪もかちんときた。

「こんな女とは何よ！」

「わたしのほうが可愛いわよ」

　八穂の言葉に、ますます白雪はむっとする。

「おまえら、そんなことを言ってる場合じゃ、」

　そう黒髪の男が言いかけたとき、人の気配と怒号がした。慣れた気配に白雪は叫ぶ。

「みんな、こっちよ！」

　白雪が叫ぶと同時に、その気配がぐんと近くなる。

「あっちだ！」

　聞き慣れた声に白雪は振り向いた。砦の塀へいに沿って駆かけてきたのは蘇芳だった。その後ろから黒曜、次いで青磁。

「とりあえず、あれをかたづけちまおうぜ」

　五剣が呟く。

「白雪！」

「こっち！」

　蘇芳、青磁、黒曜の順に近衛が駆けてくると、白雪は再び琥珀の傍かたわらに膝ひざをついた。「琥珀が怪け我がを、」

「君は後ろへ」

　黒曜がうなずくと、すぐに琥珀の脇わきに跪いて体を改め始めた。

「おまえ、あとでお仕置きだからな！」

　青磁は白雪に向かってわめきながら、ざっと前へ出た。

「その人たち、式を使うから！」

　白雪はそれを無視して告げる。「気をつけて！」

「こうなったらやるしかねえだろ？」

　五剣が近衛たちに向き直った。「術は俺たちには効かない。──おまえらが竜珠でも、俺たちには何もできないぜ」

「何もできないか、試ためしてみるがいい」

　蘇芳が朱雀すざくを抜ぬいた。青磁より先に蘇芳が刃やいばを見せることもあまりない。

「蘇芳、殺さないで、捕つかまえられない？」

　白雪の言葉に、蘇芳は無言でうなずく。

「じゃあまずは俺からな」

　五剣が宣言すると、軽く地面を蹴けった。その姿が消え、次の瞬しゆん間かん、蘇芳の目前に現れる。蘇芳の反応が遅おくれた。五剣は指で空くうに方形を描えがいた。指の軌き跡せきに青い筋が発生し、それが渦うずを巻いて蘇芳に向かう。青い焰ほむらは、蘇芳の鳩尾みぞおちに突つき刺ささった。

「蘇芳！」

　だが、蘇芳は持ち堪こたえた。青い焰は蘇芳に燃え移りはせず、しばらく回転していたが、やがて散って消えた。五剣が意外そうな顔をする。

「へーえ、これくらいじゃ効かないってか」

「甘くみてるんじゃないぞ」

　蘇芳は止めていた呼吸を整えると、朱雀の刃で五剣をないだ。その瞬間、刃に赤い焰がはしる。焰が五剣の胸を斜ななめにはしったが、すぐに消えた。服に焼け跡あとがついたが、傷は負わなかったようだ。

「へえ、そんなこともできるのか」

　五剣は目を瞠っている。そのさまは楽しげにさえ見えた。

「白雪、砦に戻もどれ」

　青磁の言葉に白雪は従わなかった。何故だろう、青磁に違い和わ感かんを覚える。いつもなら真っ先に刀を抜き放つだろうに、前には出たものの、蘇芳が先に戦いを受けている。

　いつだって先に刃を見せるのは、青磁だったのに。

　蘇芳が前に出て五剣に斬きりつける。五剣は身も軽く動きが速かった。刃がなかなか当たらない。しかし五剣も、何度か陣じんを描いては蘇芳に攻こう撃げきを仕し掛かけようとするが、そのほとんどが逸そらされるか、当たっても蘇芳が堪こらえている。どうやら式による攻撃の破は壊かい力は殴おう打だと同じくらいの威い力りよくらしい。そのうち、おもしろがっていたはずの五剣の顔が険しくなっていく。

「何やってんのよ、いっちゃん！」

　後ろで八穂がいらいらしたような声をあげる。「わたしも、やる！」

「やめろ、八穂」

　黒くろ髪かみの男が制するのをすり抜けて少女は駆け出す。腕うでをまっすぐに上げて、五剣と向き合っている蘇芳に指先を向けた。何かを唱えると、たちまち指先から青い光がほとばしる。琥珀の雷らい撃げきに近いものだ、と白雪は気づいた。

「蘇芳、あぶな……！」

　叫んだ白雪より早く動いたのは青磁だった。五剣に斬りかかろうとしていた蘇芳の前に出て、その雷撃を受ける。

「青磁！」

　あたりに火花が飛び散った。

　青磁はしっかりと立って、抜きはなった太刀と小太刀を交差させ、青い雷撃を受け止めていた。

　雷撃は、生きているもののように刃の上をのたうち回り、やがてしゅうしゅうと音を立てて消しよう滅めつする。

「な、……によ、あれ……！」

　八穂は驚おどろきの声を上げて立ちすくんだ。それを押しのけるようにして、黒髪の男が前へ進み出る。

「おい、なんでこいつら、式を受けても平気なんだ？」

　五剣が戦意を喪そう失しつしたのか、呆あきれたように黒髪の男を振ふり返る。

「肉体が頑がん健けんなのさ。それに、あの剣も刀も落らく星せい鋼こうで打たれてる。──そうだろう？」

　白雪はその言葉に目を瞠みはった。

　確かに蘇芳の剣、朱雀は落らく星せい鋼こう剣けんである。そして青磁の刀は、いつも帯びている朝あさ霧ぎり夕ゆう霧ぎりではなく、国祖の代から伝わっている落らく星せい鋼こう刀とうの金きん桂けい銀ぎん桂けいだった。

「あれは組成が地上の鉱物と異なっているから、式でどうにかできるものじゃない」

「こないだまで鎖さ国こくしてたような土地なのに、なんで落星鋼なんかがあるんだよ！」

「落星鋼刀は昔から、この国が鎖とざされる前からあるんだぜ」

　青磁が刀を下ろしながら、男と五剣、そして八穂をじっと見た。

「落星鋼刀はこの国には二振り一組しかない。……王を守る者だけが持つんだろう？」

　黒髪の男だけが、まっすぐに青磁を見返した。

「そうだ。俺は近衛だ」

　青磁と男のやりとりを聞いて、五剣がへえっという顔をした。

「御おん身みを守る近衛がわざわざこんなところまで来てるってのか？　奇き特とくだな」

「陛下はこの件について心を痛めていらっしゃる」

　相手の戦意が消えたのを察したのか、蘇芳が朱雀を鞘さやに納めながら答えた。「だから俺たちを遣つかわした」

「……俺たちを排はいするために、だろう？」

　五剣が目を細めながら、空くうに指先で斜め線を描く。二本を交差させると、浮うかび上がった青い焰が実体化した。十字の金属片を手に摑つかむと、横なぎに投げつけてくる。風を切って飛んできたそれを、青磁は銀桂を納刀しながら身をひねって避よけた。すぐに姿勢を立て直し、金桂で五剣に斬りつけようとする。

「青磁！」

　蘇芳が叫さけんだ。青磁の背後へすり抜けた十字片は、空中で回転のいきおいをなくすと、再び回転して空くうを逆走してきたのだ。

　青磁は異変を察して、振り返らずその場に伏ふせた。戻ってきた十字片はそのまま五剣のもとに戻ってその手に収まる。瞬またたく間に五剣は青磁の傍そばへ跳とんだ。

「っ、！」

　伏せた青磁の首もとに、五剣は十字片を叩たたきつける。白雪は思わず悲鳴を上げた。

「青磁！」

「じっとしてりゃ、殺さないぜ」

　十字片は、ふたつの辺が青磁の首を挟はさむように地面に突き刺さっていた。

「やめて！」

　五剣が青磁の首に手をかけたのへ、白雪は飛びつく。五剣は戸と惑まどって白雪を見たが、青磁の首から手ははずさない。

「殺さない、竜珠を壊こわすだけだって言ってるだろう」

「いやだって言ってるでしょう！」

　白雪は全身の力を込めて五剣の手首を握にぎりしめた。五剣の眉まゆが寄る。

「ちょ、お姫ひいさん、……痛いんだけど」

「だったら青磁から手を放して！」

「え、なんだ、この手……っ!!」

　白雪の左手に握りしめられた五剣の手首から、しゅうしゅうと煙けむりが上がり始めた。五剣が白雪の手どころか、青磁の首まで振り払はらってとび退のく。

「っくしょう……何を仕込んでやがるんだ！」

　五剣が吠ほえながら、握られていた手首を押さえた。白雪が握っていた部分が赤く焼けただれている。

「いっちゃん、だいじょうぶ？」

　八穂が、五剣に駆かけ寄った。「ひどい、……」

「たかが皮ひ膚ふが溶とけたくらいで、うるさい」

　言ったのは、白雪の隣となりに立っていた灰桜だ。「白雪はやさしいから、その程度で済んだ」

「なんなんだよ、おまえは」

　五剣は灰桜をにらみつける。

「俺は輝き石せきだ」

　灰桜は、胸を張った。「白雪に憑ついている」

「憑いている、……なるほどな。そこのお姫ひいさんはただの竜珠じゃないってわけか」

　黒髪の男が呟つぶやくと、五剣に近づいてその手を取った。「貸せ」

「よせ、いいって！」

　五剣は手を引こうとするが、黒髪の男はかまわず五剣の手首を握って自分の口もとに当てた。息を吹ふきかけてでもいるような奇き妙みようなしぐさに、白雪の目は釘くぎ付づけになる。

　何かが五剣に向かって流れ込んでいるのが見えたのだ。

「これで痕も残らない」

「いいって言ったのに」

　五剣はぶつぶつ言いながらも、手首を振ってみせる。驚いたことに、さきほど白雪が握りしめてついた傷は跡あと形かたもなく消えていた。

　その間に、蘇芳が青磁を縛いましめている十字片を、青磁の手から取り上げた金桂で砕くだいた。青磁が首を押さえながら立ち上がる。青い破片は青磁に降りかかったが、すぐに消えた。

「こっちはまだやれるぜ」

　しわがれ声を青磁は張り上げた。黒髪の男が、五剣と八穂の前に守るようにして立つ。

「あの左手、人間のじゃない。対策を講じてからだな。──退くぞ」

　ああそうか、と白雪はぼんやり納なつ得とくした。この左手は白雪自身のものではない。だから、あのように術が効かないはずの相手でも傷つけられるのだ。

　五剣が指先で自分の前に大きく正方形を描えがいた。指の軌き跡せきを追って描かれた筋が光る。何かを呟くと、彼は立ちすくんでいる八穂の腕を摑つかんだ。ふたりの姿は光る正方形の中に溶けるように吸い込まれていく。

「待って！」

　白雪は叫んで、今しも溶けかかっていた黒髪の男の腕を摑んだ。一いつ瞬しゆん、男がためらうのがわかる。しかし、空間の裂さけ目へと身を進めた男の腕から白雪の手は滑すべり落ち、指先が何かにひっかかった。

　男の手首からその何かがはじけとぶ。

　次の瞬しゆん間かん、彼の体は完全に空間に溶け込んで消えた。
















「まったく、おまえってやつは！」

　額に血管を浮かせんばかりにしてわめく青磁の後ろで、黒曜が意識のない琥珀の体を肩に担かつぎ上げていた。

「みんな、……どうして」

「どうしてじゃねえええええええええ！」

　ものすごい剣けん幕まくで青磁に怒ど鳴なりつけられる。白雪は口をぱくぱくさせた。反論が思いつかない。自分が叱しかられるようなことをした自覚があるからだ。

「なんで勝手にこんなとこまで来てる！」

「なんでって、……みんなも、よくここがわかったわね」

「九連に聞いたに決まってんだろ！」

「青磁、今はそこまでにしろ」

　蘇芳が取りなす。その脇わきで黒曜が砦とりでを指した。

「中で施せ療りようをする」

「あとで好きなだけ言いわけさせてやる」

　青磁は、膝ひざをついていた白雪の腕うでを摑むと引っぱり上げた。

「待って、青磁、」

　青磁からの応えはない。強い力で白雪の腕を握りしめると、もう一方で白雪にぴったりくっついていた灰桜を引きはがして片かた腕うででひょいと脇に抱かかえた。灰桜はよほど驚いたのか、目をまんまるにして身を縮こまらせ、されるがままになっている。

「色、戻もどしておけ」と、青磁は剣けん吞のんな声で言った。「今のおまえは御庭係の小雪なんだろう」

　言われて白雪は、はっと気づいた。まだ銀ぎん髪ぱつに戻ったままだったのだ。

　白雪は今は何を言っても無む駄だだと悟さとり、黙だまって手を引かれて歩きながら目め眩くらましの術を自分にかけ、黒くろ髪かみに戻った。




　琥珀は意識を失っていたが、怪け我がは軽かった。打だ撲ぼくと擦さつ過か傷しようだ。黒曜の施療でなんとかなったようだが、意識は戻らない。

「白雪も」

　ひととおり琥珀の手当てを終えて寝しん台だいを離はなれると黒曜は、椅い子すにぐったりと腰こしかけて見守っていた白雪に近づいて頰ほおに触ふれた。

「怪我は」

　尋たずねられて、ここ、と無言で胸むなもとを指すと、黒曜はちょっと眉を寄せて、そっと打撲に触れてくれた。それだけで、やや苦しかった呼吸が楽になる。

「いったい、何が？」

　短く問われて、白雪はちいさく溜ため息いきをついた。どこから話せばいいのか、皆かい目もく見当がつかない。白雪は助けを求めるように寝台に目をやったが、琥珀が目をさます気配はない。

「白雪は、わるくない」

　傍かたわらで、灰桜が主張する。

「そうだろうともよ」

　寝台の向こう側、窓辺近くに立っていた青磁が、いやにはっきりと言った。「おかげでこっちは朝議が終わってからすぐに出立だ。ここに井い戸どがあってよかったぜ。俺だって水の属性だからな、一度来たことのある場所の水になら出られる」

「ああ、だからこんなに早くに来られたんだ……」

　白雪はうなずいた。

「君はどうやってここまで？」と、傍らに立ったままの蘇芳が問う。

「わたしも水よ。琥珀は風で来たの。それで、ここで起きた話を詳くわしく聞いて、……襲しゆう撃げきしてきたのは式師だろうって、言われたの。そのあとで、砦の外で琥珀と話していたら、あの人たちが」

「かれらが、今回の件の犯人と思われる、式師なんだな」

　蘇芳の確かめるような問いかけに、白雪はうなずいた。

「ええ、──式って、あんなこともできるのね」

「俺たちが着く前の経過を教えてくれないか」

　蘇芳の言葉に、白雪は口を開いた。

「琥珀を捜して砦の外に出て、見つけたあとは結界を張って話していたの。そうしたらあの人たちが少し離れた場所にいきなり現れて、……結界が効かなくて、琥珀も攻こう撃げきされて、……あの人たち、竜珠を壊こわすのが目的だって言ったの。倒たおれた琥珀の首に手をかけていたから、竜珠を壊されそうになったんだと思う。それでわたしがその人を引き離したら、別の子から式で攻撃されて、防ぎの術が効かなかった。危なかったけど、灰桜が助けてくれたの」

　言い終えながら、白雪は灰桜の肩かたを抱だき寄せた。灰桜もしっかりと身を寄せてくる。

「……本当に、式に術は効かねえんだよ」

　青磁が唸うなるような声で言った。「術が効かねえから、これでいくしかねえんだ」

　これ、と口にしたとき、青磁は刀の柄つかに軽く触れていた。

　自覚はなかったが、白雪は怯おびえた顔をしたらしい。青磁は鼻を鳴らした。

「さっきみたいなときは、仕方ねえだろ。俺だってわけのわかんねえ式で命を落とすのはごめんだぜ」

　もっともだった。白雪は黙った。

「かれらは他ほかに、何か言っていたか？」

　蘇芳が事務的に問い質ただしてくる。

「竜珠を滅ほろぼすのが目的だって言ってた……解カイの大陸から来たって言っていたわ。でも、神杖育ちだって」

「竜珠を、滅ぼす」

　蘇芳が繰くり返しながら目を瞠みはる。

　青磁は寝台に沿って回ってくると、空いていた椅子に腰かけた。黒曜は無言で寝台の端はしに腰をおろす。

「竜珠を、と言ったのか」

「ええ」

「この国を、ではなくて」

「……ええ」

　うなずきながらも、白雪も奇き妙みような気持ちになった。この国ではない。竜珠、と言った。確かにそう言ったのだ。

「竜珠をすべて殺す気なのか」

　青磁が腕うで組ぐみしながら呟つぶやいた。

「いいえ。竜珠を壊すって言ってた。人は殺したくないって」

「現に殺されてるじゃないか！」

「実際に手を下した人は、落ち込んでるって言ってたわ」

　青磁が鼻を鳴らす。

「それも、かれらが？」

　蘇芳の問いかけに、ただ白雪はうなずく。

「──おまえ、まだ何か隠かくしてるだろ」

　青磁が、鋭するどい目で白雪を見た。

　白雪はぎくりとして身をすくませる。

「全部洗いざらい言え」

　助けを求めて蘇芳を見ると、仕方ないよというように首を振ふった。黒曜も、かすかに苦く笑しようしている。こんなときもっとも助けてくれる琥珀は、相変わらず意識がない。

「その、……少し前に、天藍で子どもの連れ去り事件があったでしょう。人身売買目的の」

「ああ？　あの、商家が地下室に隠してたやつか。おまえが乗り込んでいった」

　たまたま子どもの連れ去り未み遂すい現場を目もく撃げきした白雪が、灰桜の協力を得て略取犯の捕ほ縛ばくに成功した件は記き憶おくに新しい。灰桜が囮おとりとなって解決した事件の現場には近衛たちも居合わせたので、しっかり憶おぼえているようだ。

「それが？」

「わたしが最初に見た連れ去り犯の人が、さっき、いたの。あのときは顔がわからなかったけど、……」

「おまえが見た連れ去り犯ってのは、どういうことだ」

　ますます青磁の声が低まった。青磁が怒おこっているので、蘇芳も黒曜もあえて白雪に先を促うながさない。ふだんは琥珀にからかわれてもぐうの音も出ない青磁だが、こんなときは手がつけられないからだ。

「その、……商家で捕つかまった一味の中に、その人はいなかったの。それで、みんなには言いそびれてたけど、その人、子どもは預かるだけで、すぐ親元に返すって言ってたのよ。だからね、今考えてみたら、連れ去り犯は商家の一味とその人と二組いたんじゃないかなって」

「……それで？」

　青磁は、表情を強こわばらせたままさらに促した。

「それで、その、……琥珀があのとき言ってたじゃない？　竜珠だったのに、登録を削さく除じよする子が何人かいるって。しばらく行方ゆくえが知れなくて、帰ってきたら竜珠じゃなくなってたって話。たぶん、その子たちを連れ去ったのはあの人たちで、竜珠を壊して、戻してたんじゃないかなと思ったんだけど、その……」

　だんだん青磁の顔が険しくなっていくので、白雪も歯切れがわるくなる。蘇芳が気の毒そうな顔をして見ているので、助けは期待できないのだと白雪は察した。黒曜も、さすがに困ったような顔をしている。

「おまえは、そんな重要なことを黙ってたのか！」

「黙ってたんじゃなくて、言いそびれてたのよ！」

　怒ど鳴なりつけられ、白雪もとうとう声を荒あらげた。「それに、連れ去られた子たちが無事だったから、あの人は関係なかったのかとも思ったのよ！」

「勝手な判断をするな！」

「わるかったってば！」

「……琥珀が目をさます」

　黒曜がぼそりと呟いた。そこで青磁は、深く溜息をつく。

「ごめんなさい」

　白雪は素す直なおに謝った。「それと、その人には昨日も会ったの」

「昨日も？」

　青磁が眉まゆを上げる。

「青磁、そんなにきつく咎とがめたら、白雪が話しにくいだろう」

　蘇芳がそれを取りなした。「白雪、昨日って？」

「昨日、水鏡で出た先が川だったの。ここに井戸があるって知らなかったから、いちばん近くって念じたら川で、それで溺おぼれて、……助けてもらったの」

「溺れた？」

　黒曜が眉をひそめて立ち上がった。白雪に近づき、両りよう頰ほおを手で挟はさんで顔を覗のぞき込む。

「……」

　検分するように顔を見つめてから、黒曜はほっとしたように表情をゆるめた。よほど安心したのか、そのままそっと白雪の頭を胸に抱き寄せる。

「黒曜？」

「君は無茶をしすぎる」

　黒曜の囁ささやきには、深い感情が混じっていた。

「……で、昨日助けてもらった相手が、今日は殺しに来たってことか？」

　青磁がやや低い声で尋たずねた。

「殺しに来たわけではないみたい、よ」

　答える白雪から、黒曜がそっと離はなれていく。

「本当に殺しに来たんじゃないかどうかは疑わしいな」

「少なくとも、目的は殺さつ戮りくじゃない」

　寝しん台だいの端に再び腰こしかけた黒曜が呟いた。

「どうしてそんなことがわかる」

「琥珀の傷は、せいぜい失神させるのが目的だったとしか思えない。最初からその程度の攻こう撃げき力しかない者たちが、わざわざ名乗って正面からしかけてきていたなら、相当頭がわるい」

　黒曜の評はめずらしくなめらかで辛しん辣らつだった。琥珀や白雪が傷を負ったのをかなり腹立たしく思っているようだ。ふだん穏おだやかな彼の怒いかりは激しい。

「それに殺す気なら、容よう赦しやはしなかっただろう」

「徹てつ底ていすればな。つまり相手は頭が悪いか、甘いか、どっちかってことだ」

　蘇芳がうなずいた。

「もしくは、竜珠を滅ぼすだけのつもりだから、動きを止めればいいとでも思っていたのか。──どちらにしろ、やつらに俺たちの使う術は効かない。だがやつらの使う式は俺たちに影えい響きようを及およぼす」

　青磁は再び、ごく自然なしぐさで刀の柄に触ふれた。

　この先は武力が必要になるのだろうか。白雪は複雑な気持ちになった。

　今でも人が斬きったり斬られたりするのを見なければならない事態に陥るのはできるだけ避さけたいと思う。それがたとえ、自分を守るためであっても。

　そう考える自分は甘いのだろうか。

「そのせいで舐なめられてるのかもしれんがな」

「覚かく悟ごしよう」

　蘇芳が力強くつづけた。「それと、解カイの大陸から来たのに神杖育ちだというのは気になるな。他国で生まれた者でも、神杖で育てば容易に出国は許されなかった。許されても、解カイの大陸から神杖に戻もどるには海路を通るだろう。その際に誰か他ほかに協力者がいるとしか思えない。──そのあたりも、天藍に連れん絡らくして調べなければ」

　蘇芳の言葉に、白雪はぎゅっと左手を握にぎりしめた。










　それからは砦とりでの術師たちに、大まかな事情を説明した。敵の襲しゆう撃げきがあったことと、敵の目的は殺戮ではないことだけは伝えた。そしてまた、敵には確実に術が効かないことを。

　広場に術師を集めて、蘇芳が説明した。その後ろで白雪は青磁と控ひかえている。黒曜は意識のない琥珀に付き添そっていた。

「術が効かないってことは、結界も意味がないってことですよね……」

　もっとも術師たちを怯おびえさせたのは、敵に対して術が確実に無効化されるということだった。術師たちはみな、怯えたようにざわめいている。かれらにしてみれば、自分たちの持つ唯ゆい一いつの技術が役に立たないのだから、怯えもするだろう。

「そうだ。だから術以外で立ち向かうしかない」

　青磁が声を張り上げる。

「術以外といっても、この砦で武器が使えたのは、死んでしまった二名だけです」

　律佳が答える。「他の者はたしなむ程度。身を守るすべも、術しかありません。それが効かないとなれば……」

「それについては天藍に連絡して指示を仰あおぐ。それまでは俺たちが守備につこう」

「蘇芳さまがたは、近衛ではありませんか」

　和音が驚おどろいたように言った。「そのような役目をお任せしてよろしいのですか」

「陛下にはこの件を徹底的に調査せよと命じられている」

　青磁がそれを受けて答える。「それまでは帰ってくるなと命じられているのでな」

　もちろん白雪にそんなことを言った憶えはない。だがどちらにしろ、白雪がここでことの顚てん末まつを見届けたいと考えている以上、近衛として留とどまって白雪の身を守らねばならないのだから、役目を果たすためには滞たい在ざいせねばならない。青磁がそのつもりなのは白雪にもわかった。

「われわれは、……一体どうすればいいのです」

　術師たちの中から声が上がる。

「どうもこうもない。うろたえるな」

　青磁がきっぱりと命じた。「身を慎つつしんで、砦から出ないようにしろ。ひとりで行動せず、基本はふたりで行動しろ。何かあったらすぐに俺たち近衛に知らせてくれ」

　青磁の言葉は厳しい。それを不満に感じたのか、術師たちはそれぞれ顔を見合わせた。

「ともかく、われわれが到とう着ちやくしたことと、現げん況きようを天藍に伝えたい」

「それはわたしが」と、進み出たのは和音だった。




　その日は夜まで、術師の報告を聞いたり砦の周囲を調査して時間が過ぎた。

　白雪は昨夜からほとんど睡すい眠みんを取っていなかったが、疲つかれは感じなかった。灰桜は必要がない限り口を開かず、白雪にぴったりくっついて回った。何かを不安がっているのはわかったが、ふたりきりになるまで問うのはやめておこうと思い、そのままにさせた。

　琥珀の意識は夕刻には戻った。打だ撲ぼくのため翌日までは横になっているよう黒曜に言いつけられていて、琥珀は不服そうだった。その上、蘇芳に厳重に注意され、青磁にはこっぴどく叱しかられていた。

「青磁は偉えらいな」

　夜、与あたえられた部屋で寝台に入ると、薄うす闇やみの中、灰桜が隣となりに横たわりながら言った。

「どうして？」

「あんなに人が嫌いやだと思うことを口にしていたら、嫌きらわれてしまう。それなのに、人に注意したり、命令したりしている。よほど他の者を好きで、心配なんだな」

「あたり」

　ふふ、と白雪は笑った。「すごいわね、灰桜。青磁が本当はとてもやさしいって、わかる人は少ないのよ。わたしだって、最初は口やかましい嫌な人だと思ってたもの」

「最初は」と、灰桜は不思議そうに白雪を見上げた。「白雪が青磁と最初に会ったのはいつなんだ？　ずっと一いつ緒しよにいたんじゃないのか」

「……初めて会ったのは、三年くらい前よ。青磁だけじゃない、蘇芳も、琥珀も黒曜も、それまで会ったことはなかったの。──あ、本当は違ちがうんだっけ。わたしが生まれたばかりのときに会ってるんだけど、わたしは憶おぼえてないの」

「そうなのか。ずっと一緒にいたのだと思っていた。まるで家族のようだから」

「そうね」

　白雪は枕まくらにもたれて、手もとに視線を落とす。

　近衛の四名と一緒に過ごした時間は、まださほど長くはない。だが、いつも傍そばに付き随したがい、守ってくれるかれらが、今では白雪にとってとても大切な存在になっていた。

「みんな、白雪を大好きで、大切なんだな」

「……うん」

　心にもっとも重くのしかかり、傷きず痕あとを刻み込んでいった存在が消えたあと、あの四人が支えてくれなければ今の自分はなかっただろう。白雪にはそう思える。

　だから四人にはとても感謝している。

「最近、甘えすぎてしまって……だめだなとは思うんだけど」

「もっと甘えてほしいみたいだぞ、あいつらは」

「そういうわけにはいかないでしょう」

　誰にも言えなかったが、白雪にはひとつならず、やり遂とげたいことがあった。それらがかなえば、近衛たちも斎王である自分の傍に強しいて留め置かれる必要はなくなる。かれらとて、死ぬまで白雪の傍だけにいるわけにはいかないのだ。

　そうでなくとも、この先のことは何ひとつわかりはしない。どれほど心を寄せていてくれても、かれらが白雪から離れていく可能性はいくらでもある。かれらを信じていないわけではない。──今までもそうだったというだけだ。

　いつまでも一緒にいられると思っていた人が失われたときのあの喪失感を、白雪は忘れることができない。だから、かれらが離れていこうとする前に、自分からかれらを解き放ち、ひとりでいることに慣れるべきなのだ。

　自分はかれらを頼たよりにせず、ひとりで立たなければならない。だから、甘えすぎるわけにはいかないと白雪は考えていた。

「俺に白雪の考えは読めないが、」と、灰桜はちょっと笑った。「でも、考えていることはだいたいわかる」

「そんなにわたしって単純？」

　白雪は、ころりと転がる灰桜の頭に触れた。つやつやとした黒くろ髪かみの手て触ざわりのよさ。

「ねえ、灰桜……」

　白雪の手を楽しむように、灰桜は目をつむっている。その顔はひどく心ここ地ちよさそうで、白雪はこの話題を出すのをためらった。

「あの人、……そんなにも灰桜は、気になるの？」

　と、灰桜はぱちりと目をあけた。次いでむくりと身を起こし、寝台の上で白雪の腕うでにしがみつく。

「灰桜？」

「気になるというより、こわい、んだと思う」

　灰桜は呟つぶやいた。「あいつの姿は、もういないはずの人間を写したかのように感じられるんだ。だからこそ俺は、……」

　白雪は、そっと灰桜を抱だき寄せた。

「でも、その人はもう、遠い昔に、……死んでしまったのでしょう」

「そのはずだが、今となってはわからない……」
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　灰桜は両手で顔を覆おおった。

「灰桜は、どうしたいの」

　白雪は問う。

「わからない……もし本当に、以前にうまくいかなかった者に似ているのだとしたら、それは、やり直しを要求されているのだろうか」

　──以前にうまくいかなかった者と、やり直しを。

　白雪は、固く目を閉じた。

　もしも再び出会えるのなら。




　生まれたときからずっと一緒にいた、かわいそうな人……

　今はその笑え顔がおばかりを思い出す。

　噓うそばかりだったあの笑顔を。




「すまない、白雪」

　思わず灰桜を胸に抱きしめると、不ふ明めい瞭りような声で謝られる。「つらいことを思い出させてしまったか……？」

「つらくは、ないから」

　白雪は、呟いた。

　噓ではない。

　あのあとしばらくは、ことあるごとに彼の裏切りや押し隠かくしていたであろう内心を思って、悲しみは幾いく度どとなく押し寄せた。

　それでも、つらくはなかった。彼を思い出せるだけでよかった。

　悲しみのあまり、自分が彼を忘れ、楽しかった日々まで思い出せなくなるのではないかと、それだけを白雪は怖おそれた。

　今では、噓ばかりだったかもしれない笑顔でも、思い出せるのはうれしい。

　今はもうどこにもいない朱月を忘れずにいられることを、白雪は幸せと感じる。

　ただそれだけのことに幸せを見いだすほど、自分が傷ついているのを白雪は自覚していた。

　だが、その傷をひけらかす気にもなれなかったから、他者に慰なぐさめを求める気にはなれなかった。この痛みは自分だけのものだ。

　しかし、再び彼が、もしくはよく似た者が目の前に現れたら、今の灰桜のように動どう揺ようするのだろうかと白雪はぼんやり考えた。

「一万年以上生きても、怖こわいと感じるのね」

　灰桜の震ふるえる肩かたを撫なでながら、白雪は夢見心地で呟いた。

「俺が本当に生きた年数なんて、今を含ふくめてもほんのわずかだ、白雪」

　灰桜は顔を上げた。「この形なりで人前に現れたのは数えるほどだ。保てなかったからな」

　言い終えると、灰桜は緊きん張ちようを解ほぐそうとするかのように深く息を吐はいた。

「ごめんなさい」

　思わず白雪は謝罪の言葉を口にしていた。自分が無神経な発言をしたのがわかったからだ。

「謝る必要はない」と、灰桜は首を振ふった。「確かに、白雪から見れば、一万年余り存在している俺が、何かを怖れたり、知らないことがあったりするのは不思議に思えるのもわかる。だが、この姿で過ごさなければ人間との交流はできないから、学ぶことも成長することもできない。……この姿を保つには、ゆたかな慈いつくしみを持つ者に宿らなければ不可能なのが、俺にもわかった」

　灰桜は、白雪の胸に顔をこすりつけるようにした。

「灰桜？」

「前にも言っただろう。白雪、おまえの中には憎にくしみがない。だからこうして俺は最初にもらった姿を取り戻もどせた。名前も、もらっていたら取り戻せていただろう。──おまえは誰かを憎むことを知らない。それは、まだ知らないのか、それとも本当に知らないのかはわからないが……」

　灰桜の声に、案じるような色が混ざる。「近衛たちの気持ちがわかる。俺も白雪が心配だ。別の意味でだがな」

「別の意味って？」

「憎しみを持たない人間は、いない。……白雪もいつか、強く誰かを憎むかもしれない」

　白雪は、左手を上げてそっと灰桜の頰ほおを撫でた。やわらかい感かん触しよくは、灰桜の体が本当に幼いのだと感じさせる。

「わたしに憎しみがないなんて、灰桜の勘かん違ちがいよ。わたしだって、人を憎んだり、恨うらんだりするわ。……憎しみのない人間なんて、いないのよ」

「だけど、この中に入ったとき、それは感じられなかった」

　灰桜は白雪の胸に手を当てると、それきり口をつぐむ。

　白雪は灰桜の背を抱くと、赤ん坊ぼうにするようにそっと撫でてやった。










　風が泣いている。

　白雪は洞ほら穴あなの中から外を眺ながめていた。

（白雪、もっとこっちへおいで。寒いだろう）

　洞穴の奥は焚たき火が赤々と燃えている。どうやらこの洞穴は旅人が身を寄せる場所のようで、火の跡あとが残っていた。朱月がそこに火を熾おこしたので、壁かべにはゆらゆらと影かげが揺ゆれている。

（お父とうさん、風が泣いてるみたい）

　白雪は父を振り返って言った。（どうしてかなあ）

（……風は、淋さびしいんだよ）

　焚き火に照らされた父の顔は明るかった。うっすらと微笑ほほえみが浮うかんでいる。

（さびしい）

　白雪にその言葉の意味は明確に理解できていない。ひとりでいるのが淋しいということなのだ、というのはなんとなく察していたが、ひとりになったことがないので、淋しさを味わったことがない。

（誰かをさがしてるの？）

　ひとりで淋しいから、一いつ緒しよにいてくれる相手を求めているのだろうかと、幼い白雪は漠ばく然ぜんと考えた。

（そうかもしれないね……）

　朱月の顔が、悲しそうに歪ゆがむ。

　お父さんもさびしいの？

　白雪はそう問いかけようとしたが、言葉にならなかった。自分が一緒にいるのに淋しいのだとしたら、──自分は、父にとって意味のない存在になってしまう。

　白雪はたたっと駆かけて、朱月の隣となりに滑すべり込むようにして座った。朱月に身を寄せて笑いかけると、朱月の顔も笑みを浮かべる。

（わたしは、お父さんがいるから、さびしくないよ）

　せいいっぱい、伝えたつもりだった。

　あなたが必要で傍そばにいたいと。

　いつまでも一緒にいたいと。

　朱月はただ微笑む。

　……これは夢だ、と白雪は思った。

　いつも夢の中の朱月は、旅をしていた懐なつかしい日々の姿ばかりで、最後の憎しみに満ちた彼を想起させる片へん鱗りんはどこにもない。

　──だが、本当は違ちがったのだ。

　娘むすめとして育てていた白雪を、憎んでいたと彼は言った。いつだって殺したかったと。

　彼の血族を絶やした者たちの血を持つ白雪を憎んでいたと告げた彼。

　それでも白雪は、彼を憎めなかった。

　父と偽いつわって自分を育ててくれた人に、本当は心の奥底で憎まれていたとしても、ともに暮らした十四年の歳月を無にすることはできなかった。

　朱月はどうだったのだろう。

　三千年を存ながらえた彼にとって、白雪との日々は瞬またたく間に過ぎたかもしれない。だが、十四年も一緒にいて、情が移らなかったとは言えないだろう。

　だからこそ彼は滅ほろびたのだとも告げられた。

　裏切られた心の傷を癒いやした時間ときは、白雪を大人おとなにもした。

　朱月が、自分を憎んでいたばかりではないのが、今の白雪には信じられる。

　なんと愚おろかな人だったのだろう、とも。

　彼は自覚していなかったかもしれないが、白雪と過ごしたあいだ、絶えず憎しみに支配されていたのではなく、楽しかったり穏おだやかだったりもしたはずだ。

　ただ、それに気づくことなくいってしまった。

　いや、気づいたからこそ去らねばならなかった。

　──そんなことってあるだろうか。

　気づいたのならば、一緒にいてくれればよかったのに。ずっとずっと一緒に……

　白雪の中で、朱月への想おもいは歳月を経るごとに複雑な模様を描えがくようになっていた。父として頼たよっていただけだった幼い日々と異なり、今ではむしろ、最後に見た少年の姿ばかりが浮かんで憐あわれをもよおす。

　かわいそうだから忘れることができないと伝えたら、彼は怒おこったかもしれない。

　もう少し自分が大人で、朱月の痛みや苦しみをやわらげ、包み込んでやれていたならと、白雪は今でも折に触ふれて考えてしまう。

　──だから、今度は間ま違ちがえない。

　次に機会を与あたえられたら、もう絶対に間違えない。うまくやる。失敗は経験として活いかすべきだ。

　そして必ず、幸せになろう。

　それが、彼への復ふく讐しゆうだ。




　あてがわれた部屋で、白雪は目をさました。

　風が窓を揺らしている。見ると、歪んだ硝子がらすの向こうに下か弦げんの月が見えた。

　寝しん台だいには灰桜も眠ねむっているが、白雪は彼を起こさないようにそっと体を起こした。

　何かが自分に知らせている。砦とりでの中にまで吹ふき寄せてくる風は、白雪に注意を喚かん起きしていた。

　白雪はそっと起き上がり、旅装に着き替がえて部屋を出た。灰桜が目をさまさないのは、疲つかれているからだろう。いくら輝き石せきとしての力が強大でも、彼の肉体は見かけの年相応の体力と耐たいき久ゆう力しかない。

　灰桜は、前に白雪に憑ついていた千ち白しろと異なり、白雪から出ていると、白雪が何をしているか、どこにいるかを完全に察知しきれないらしい。それは白雪の血筋と契けい約やくしていないからだという。灰桜は白雪に憑いてはいるが、契約を交かわしているのとは違ちがうと説明してくれた。

　だから灰桜は神格を有しておらず、ただの輝石と自じ称しようし、輝キ石セキノ神カミとは名乗らないのだそうだ。

　白雪は建物の外へ出ると、ためらわず砦をも出た。夜は閉ざされている門の脇わきにある扉とびらを押してあける。番人は置かれていない。誰にも咎とがめられず外へ出ると、強い風が吹きつけてきた。

　夜空は高く晴れて澄すみ渡わたっている。下弦の月はまだ丸みを帯びていて、明るく地上を照らしていた。月の光に打ち消されて星はわずかしか見えない。

　誰が呼んでいるのだろう。白雪は不ふ審しんに思いながらも、砦をぐるりとめぐって、昼間の場所に向かった。

　人の気配はなかったのに。

「……誰？」

　時津原と呼ばれるからには、周囲は平原だ。聖都天藍よりやや標高が高く、風は秋の冷気を帯びている。

　どこまでもつづく平原、丈たけの低い草がなびく中に、うずくまっている人の姿があった。

「……こんな夜よ更ふけにひとりでふらふらしてるなんて、危ないぜ」

　彼はむくりと身を起こした。

「何をしているの」

　白雪は驚おどろきもせず尋たずねた。

　黒くろ髪かみの男は、白雪をじっと見つめている。その周囲に、ふわふわりと白い光が漂ただよい始めた。幻げん視しの光だ。

「ちょっとな」と、男は言葉を濁にごした。「それにしてもあんた、ずいぶん肝きもが据すわってるんだな。こんな夜中に得体の知れない男と遭そう遇ぐうして、怖こわくないのかよ」

「怖くないかですって」

　白雪は憮ぶ然ぜんとした。からかわれているような気がしたのだ。

「怖くないと言ったら噓うそになるわ」

「じゃあ、怖いんだな」

「それはあなたでしょう」

　男の揶や揄ゆにますます腹立たしさを覚えた白雪は、きっと相手を睨にらみつけた。

「俺が？」

「そうよ」

　腹の探さぐり合いのような問答がまだるっこしい。白雪は男に近づこうと歩を踏ふみ出した。

　と、男は同じだけ後あと退ずさる。

「こんな夜更けに敵地に乗り込んでくるなんて、怖くないはずがないでしょう。──わたしが人を呼べば、あなたはあっという間に包囲されるのよ」

「へっぽこな術師どもなんか、何人かかってきたって意味ねえよ。やれるもんならやってみな」

　挑ちよう発はつの言葉に、白雪はますます腹を立てた。何な故ぜ、そんなふうに危険に身を投げ出すようなことを言うのか。

「子どもみたいだわ、あなた」

　白雪の言葉に、さすがに男はむっとしたようだ。

「おい、お姫ひいさん、あんたがどんなに強がったって、俺は男であんたは女だ。力じゃかなわないんだぜ」

　確かに護身術はそれなりに習った。しかし女の力は決して男にかなわないので、危ないときは確実に逃にげるようにと、講師を受け持った黒曜に言い含ふくめられている。白雪も経験上それには賛同していた。

　だが、例外はいつだって発生するものだ。

「口ばっかりね。やれるもんならやってみなって、そのまま返すわよ」

　白雪が言うと同時に、男は前へ出た。指先で陣じんを描きながら何かを唱えている。白雪は微び動どうだにせずそれを眺ながめた。恐きよう怖ふはない。

　白雪は、自分が死ぬとは欠片かけらも思ってもいなかった。

「喰くらえ！」

　円えん陣じんは青く描かれると実体化した。男は青い円月輪を摑つかむと、白雪めがけて投げつける。白雪は飛んでくる円月輪をよけなかった。左ひだり腕うでを伸のばして、左手のひらを前にかざす。

　円月輪は白雪の手のひらに刺ささり、粉々にくだけ、さらさらと消え失うせた。

　やっぱり、と白雪は思った。

　男は驚いたように目を瞠みはっている。

「さっきあなたが言ったんじゃない。この左手は人間のではないって」

　男の驚きよう愕がくに、白雪は思わず微笑ほほえんだ。

　この左手に式が効かないのは、灰桜のおかげだ。だが白雪はそれは口にせず、男に近づいた。

　男は顔をしかめて白雪を見ている。

「あなたは、……」

　何を問おうとしたのか自分でもわからなくなって、白雪はためらった。

　彼を知りたい、と強く思う。

　この気持ちはなんなのだ。白雪は戸と惑まどう。

　白雪の戸惑いに応こたえるように、視界の端はしで何かが光る。思わずそちらに視線を向けると、草のあいだで光るものがあった。

　あれは。

「……っ！」

　男が動いた。再び指で円陣を描く。白雪はそれを左手で打ち消そうとした。しかし一いつ瞬しゆん遅おそく、陣は完成し、大きく伸びて白雪の頭上に浮うかぶ。たちまちそれは白雪を捕とらえ、縛いましめた。

「離はなしなさい！」

「うるせえ」

　男は短く言うと、縛めている白雪に見向きもせず、再び草むらにしゃがんで地面をさぐり始めた。

　そこで白雪はふと気づく。

「探しものなら、そこじゃないわよ」

　白雪の言葉に、男ははっとしたように顔を上げた。

「どこだ。言え」

　男は縛められたままの白雪の襟えり首くびを摑むと、引きずり上げた。その目は爛らん々らんとみどりの炎ほのおのように輝いている。

「人にものを頼たのむ態度がそれ？」

　白雪がばかにしたように言うと、男は唇くちびるを引き結んで数瞬考えた。

「教えてくれ、頼む」

　圧おしころした声で囁ささやく。「あれがないと、困るんだ」

「だったらこれをほどいて」

　男は舌打ちしつつ、白雪から手を離した。再び陣を描くと、白雪から縛めがとかれる。

　自由になった白雪は、男に背を向けると、草むらの光に進んだ。男にはこの幻視の光が見えないのだろう。竜珠でなければこれは視界に映らない。

　身をかがめてその光を拾い上げる。

　光を帯びていたのは薔ば薇ら色いろの水すい晶しようだった。色とりどりの明るい紐ひもで編まれたそれは中ちゆう途とで千切れている。いくつかの結び目で留まっている水晶は損そこなわれていないようだ。

　白雪は既き視し感かんを覚えた。

　これは……

「返せ！」

　男がとびかかってくるのを、白雪は身を翻ひるがえして逃げた。

「これ、あなたのなの？」

　白雪はくるりと振ふり返ると、男に向かって壊こわれた飾かざり紐を左手で突つきつけた。

　男は答えない。

　白雪の鼓こ動どうが速くなる。これは、……これと同じものを、知っている。

「どうしてあなたがこれを探してるの」

「そんなのあんたに関係ないだろう」

「そうね」

　白雪は動どう悸きを抑おさえながら答えた。

　これ以上踏み込んではいけない。そんな警告をどこからか感じる。

　彼に深く関かかわってはいけない。

　──それでも、知りたい。

「これはわたしが預かるわ」

　そう言って、懐ふところにしまい込んだ。

「なんだと！」

　男が叫さけんだ。「返せ！　それがないと……！」

　言いかけて男はやめた。その指がまたしても陣を描えがく。星形の陣が青く現れ、次いで白雪に向かってきた。その速さに白雪の左手は間に合わない。もろに腹に喰らって、白雪は吹ふき飛ばされた。

「あんたみたいなお姫ひいさんにはわからないかもしれないが、それは、俺にとって大切なものなんだよ！」

　倒たおれて痛みにうずくまる白雪に、男は歩み寄った。跪ひざまずくと白雪の首に手をかける。

　白雪はためらわなかった。

「灰桜！」

　呼ぶと、にわかに風が渦うずを巻いて、灰桜が現れる。

「白雪、もっと早く呼んでくれ」

　言いながら灰桜は男の背後に立った。男は白雪から手を離し、素早く身を返す。灰桜の手から放たれた光球が、男のいた場所で散った。

「ごめんなさい、……よく寝ねてたから」

「さっき、左手を使っただろう。それで目はさめていた。呼ばないから心配していた」

　灰桜は、白雪がその名を呼ばない限り、離れていると白雪の傍そばに来られないのだ。

　白雪が立ち上がると、灰桜はその前で、白雪を守るように立ちはだかった。

「おまえは、」と、灰桜は男を睨にらむ。「誰なんだ」

　地の底から響ひびくような声に、男は戸惑いを見せた。

「俺が誰かって、俺自身が知りたいぜ」

　男の答えはひどく奇き妙みようだった。

「……自分でわからないなら、その体に訊きくしかないな！」

　男の姿に怯おびえていたはずの灰桜は、そう叫ぶと再び両手から光を放った。男はそれを防ごうと陣を描きかけたが、間に合わず不発に終わる。体に攻こう撃げきを喰らって、男は撥はねとばされた。

「灰桜……」

「だいじょうぶだ。死んではいない」

　灰桜の声は冷たかった。「白雪、恐怖を克こく服ふくするにはどうしたらいいか知っているか」

「恐怖の対象をよく知ることよ」

　白雪は即そく座ざに答えた。

　無知は、恐怖を引き起こす最大の原因だ。

「そうだ。だから俺は、……こいつを知りたい」

　灰桜は、意識を失って倒れ伏ふす男を見おろした。
















　灰桜によって男は捕らえられ、砦とりでに運び込まれた。

　すでに明け方に近い時刻だったが、叩たたき起こされた砦の者たちは騒そう然ぜんとなった。

　意識のない男は拘こう束そくされて男性用宿舎の一室に放り込まれた。小さな砦なので獄ひとやにあたる建物はないのだ。詳くわしくは明るくなってから調べることになった。

「まったく、おまえというやつは！」

　青磁の怒ど号ごうが深夜の寝しん室しつに響く。だが、誰もそれを制止しなかった。寝しん台だいの上に起き上がった琥珀すら。

「だから、……ごめんなさい」

「今回はなんとかなったからいいようなものの、こんなこと二度とするな！」

　青磁は鼻息荒あらく命じた。

　しかし、確約できないと思った白雪は口をつぐむ。

「返事は！」

「……」
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　無言で白雪は首を振った。

　青磁がきりきりとまなじりをつり上げる。

　琥珀の寝室に集まって、白雪はお説教を喰くらっていた。蘇芳と黒曜は寝台に腰こしかけて、そのさまを眺ながめている。蘇芳は青磁の言うことにいちいちうんうんとうなずいているが、黒曜は苦く笑しよう気味だった。

「まあまあ、青磁、とりあえずそのへんで」

　さすがに琥珀がとりなした。

「そのへんでじゃない！」

　椅い子すに腰かけた白雪の前にふんぞり返るようにして立っていた青磁は、きっと琥珀を振り返った。

　琥珀はその剣けん幕まくに首をすくめる。

「おまえも同罪だ！　白雪を甘やかすな！」

「青磁」

　黒曜が呼んだ。「まだ夜も明けていないし、今は彼女は、小雪だ。外に聞こえたら困る」

　その言葉に、青磁はうぐぐぐぐと拳こぶしを握にぎりしめた。

「ああ、まったくその通りだな！」

　青磁は大げさに手を広げると、部屋の中を歩き回った。「陛下ならともかく、御庭係の小雪を守る義理なんか俺にゃねえよな！」

「青磁、拗すねるな」と、蘇芳がたしなめる。「白雪、君が俺たちに相談もなく出て行った上に、琥珀まで置き手紙をして出しゆつ奔ぽんしてしまったからな。青磁は相当落ち込んでるぞ」

「蘇芳！」

　青磁はますます眉まゆをつり上げた。「これ以上甘やかすようなことを言わないでくれ、俺の寿じゆ命みようがすり減っちまう」

「命が縮むほど君を心配してるって」

　黒曜が澄すまし顔で通訳する。

　白雪にもそれはわかっていたので、そうね、とうなずいた。

「でも、青磁は心配しすぎよ。この左手は、式が効かないみたいだから、」

「心配してるんじゃない！　これが俺たちのお役目だろうが！」

「ここにいるのは御庭係の小雪よ」

　白雪は落ち着き払って反論した。青磁はむっすりと押し黙だまる。

「でも本当に、ごめんなさい。どうしても胸むな騒さわぎがしたから、つい」

「……今度そういうことがあったら、ひとりでは行くな」

　ようやく青磁は気が済んだようだ。そう言うと、どっかりと寝台の端はしに腰をおろした。広くはない寝台がいっぱいになって、琥珀が苦笑する。

「……えっと、報告したいことがあるんだけど、いいかしら」

　白雪は沈ちん黙もくに耐たえきれず手を挙げた。

「あの男のことかい？」と、蘇芳がうなずく。

「あのね、……溺おぼれたときに助けてもらったって言ったでしょう？　あのとき、あの人はわたしの竜珠を壊そうとして、こう、……首に手をかけられたの」

「……なんだって？」

　一気に青磁の表情が剣けん吞のんになる。いや、青磁だけではなかった。他の三名も似たり寄ったりの顔つきだ。

「やだ、そんなに怒おこらないで、なんともなかったんだから、──それでね、こう左手で握ったら、彼は痛がって手を放してしまったの」

「なんともなかったじゃねえだろ」

「そうだよ、白雪の首にさわるなんて！」

「許し難がたいな」

　青磁、琥珀、蘇芳の声が重なり、うんうんと黒曜がうなずく。

　白雪は四人の憤ふん慨がいに戸と惑まどいつつもつづけた。

「ええっと、……でね、昼間も、似たようなことがあったでしょう？　それで、この左手は灰桜に借りているから、式に術は効かなくても、灰桜の輝き石せきの力なら通じるかと思ったの。どうも当たってたみたい」

「なるほどな」

　蘇芳がうなずいた。「つまり、式に対たい抗こうできるのは君と灰桜だけか……」

　どうにも微び妙みような顔をして、青磁が白雪を見る。

「おまえ……だからって絶対にひとりで突つっ走るなよ」

「わかってるわよ」

「……本当にわかってんのかねえ」

　青磁はやれやれと溜ため息いきをついた。

「それより、」と白雪は話題を変える。「どうして式には術が効かないか、琥珀は知ってる？」

　四名の近衛のうち、もっとも知識が豊富なのは琥珀である。白雪は疑問をぶつけた。

「ううん」と、琥珀はすぐさま首を振ふる。「そういう理ことわりだってことしか、僕も知らないよ。蘇芳と青磁は西方を旅しているときに式師に会ったんだろう？　何か聞かなかったの？」

「いいや」

「まったく」

　ふたりは同時に首を振る。

　言葉を継ついだのは蘇芳だった。

「確かに、西方で式師とやりあったこともあるが、式は発はつ祥しようが解カイの大陸だ。たとえ西方でも結ユイの大陸では滅めつ多たに見られないというから、詳しいことはよく知られていないんだよな」

「納なつ得とくいかないわ」

　今まで見た式の成立は、すべて指で陣じんを切っていたのを白雪は思い出す。あの動きを会え得とくすれば誰もが式を操あやつれるというのか。

「術は、竜珠がないと操れないのに、式は誰でもいいのよね」

「竜珠の比率が高い土地では式はほとんど発達しないって聞いたことがある。つまり、竜珠の操る術の代わりなんじゃないかな」

　琥珀が推測を述べた。確かにそうとしか考えられない。しかし白雪は釈しやく然ぜんとしなかった。術だけが式に効かないというのは、おかしい気がするのだ。

　確かに自分は、灰桜の力を借りて式を退しりぞけられる。しかし、他ほかの者はそうはいかないのだ。

　白雪は溜息をついて、ふと胸むなもとに違い和わ感かんを覚えた。そこで懐ふところに手を入れて、例の飾かざり紐ひもを取り出す。

　近衛が四人そろってぎょっとした顔をする。

「おい、そんなふうに懐に手を入れるのはよせ」

「どうして？」

　首をかしげると、青磁は何かを言いかけたが口をつぐんだ。頰ほおがうっすらと赤い。

「白雪、その、下着が見えるんだよ」

　琥珀が言いにくそうに説明した。

「……それは、ごめんなさい」

　さすがにはしたないと思い、白雪は謝った。

「で、それは？」と、琥珀は取りなすように話題を変える。「飾り紐？」

「そうよ。あの人はこれを探しに来たみたい」

「そんなものを探しに来て捕つかまったのか」

　蘇芳が呆あきれたような声を上げる。

「よほど大切なものみたいよ」

「……それ、見せてくれ」

　飾り紐に目をやった青磁の声が真しん剣けんな色を帯びる。白雪は無言で、差し出された青磁の手に置いた。

　青磁は目を眇すがめて、そのちぎれた飾り紐を隅すみから隅まで仔し細さいに見ている。

「どう？　何かわかって？」

「……いや、何も」と、青磁はゆっくりと言った。「思い違ちがいだ、俺の」

　まるで自分に言い聞かせるように、青磁は呟つぶやいた。










　少女の声がする。

（もう、いっちゃうの……）

　幼い声だけが白雪の耳にこだまする。視界はきかない。

（仕事があるからな）

　答える少年の声はやや低く、どこかで聞いたような錯さつ覚かくを白雪にもたらした。

（おしごとは、いつおわるの）

（……わからないけど、終わったら帰ってくるから）

（帰ってきても、わたしがここからいなくなってたら、もう会えない……？）

　少女の声が湿しめり気を帯びる。

（これ、やるよ）

　しばらくして、少年が言った。（これをつけてれば、おまえがどこにいるか、俺にはわかるから）

（ほんとう？）

　うれしそうな、少女の声。

　とてもよく知っている、声だ。

（だから、帰ってきておまえがいなかったら、捜さがしに行くよ。会いに行くから）

（待ってるからね！　ずっと待ってるから……）




　ずっと待ってるから。

　──それは、かなわない約束なのか。










　白雪は陽ひが高くなってから目をさました。誰も起こしに来てくれなかったのはどうしてだろうと、いぶかりながら着き替がえて部屋を出る。砦とりで全体に不ふ穏おんな空気が漂ただよっているのが感じられた。

「すぐにでも尋じん問もんをすべきですよ！」

　広場には、砦にいる全員と思おぼしき数の術師が集まっていた。みな、不安げだったり不服そうだったりと、一様に明るいとは言えない顔をしていた。

「それはできない」

　凜りんとした声で反論したのは、井い戸ど端ばた近くに立っている蘇芳だった。その周りには幾いく人にんか、主たる術師がいるらしいが、黒山の人だかりで白雪にはさっぱり見えない。

　術師たちはいきり立って、あの男を尋問しろ、いっそ殺せ、などと口々に叫さけんでいた。

　仲間を殺害されているのだから、激するのも無理はない。だが、ここであの男を砦の術師たちに引き渡わたせば、尋問が激化した結果の私的制裁で殺される可能性もなくはない。術など使わずとも、人を殺すことはときに容易だ。

「近衛の権限で、われわれが彼を調べる。われわれは陛下の命でこの砦に遣つかわされている。陛下の命は何よりも優先されるべきものだ」

　蘇芳の声に、白雪は安あん堵どした。

「……よかった」

　呟いた白雪は、昨夜遅おそくに彼を監かん禁きんした部屋へ行こうときびすを返して歩き出す。

　すると、馴な染じんだ気配とともに肩かたに触ふれられた。

「黒曜？」

　振り向くと黒曜が立っている。白雪は首をかしげた。彼らしからぬ咎とがめるような表情を浮うかべ、黒曜は首を振る。

「だめだ」

　囁く声は低く、白雪をすくませるのに充じゆう分ぶんだった。

「な、何が」

「彼に会いに行こうとしているんだろう」

　黒曜にはすっかりお見通しらしい。白雪は否定できず黙だまり込んだ。

「……君は、自分をなんだと思っているんだ」

　静かな口調で、黒曜はつづけた。「君は、君ひとりで生きているわけじゃない。命を危険にさらすようなことは、しないでくれ」

　いつもは口数の少ない黒曜の、嚙かんで含ふくめるような言い聞かせ方に、白雪はさすがに悄しよう然ぜんとなった。

「気をつけるわ、でも、」

「実行してくれ」

「だけど、自分にできると思ったら、わたしはやるから」

　白雪が宣言すると、黒曜は自分のこめかみを揉もむように指先でぐりぐりと押した。

「……青磁の言うとおりだ」

「何が」

「寿じゆ命みようがすり減る」

「ごめんなさい」

　白雪は謝った。だが、行動を改め、自分だけを安全な場所に置くことは約束できないとも思った。謝罪はそれも含んでいる。

「そんな君だから、俺たちは離はなれられない」

「悪いとは思ってるわ……」

　白雪は口ごもった。

　蘇芳、青磁、琥珀、黒曜の四名は、いつもつかず離れず、白雪の傍かたわらにいる。自分が無茶ばかりするから目を離せないせいだろうと白雪は思っている。

　そう、思いたがっている。

　──たとえ、四人がそれぞれ、特別に深く自分を想おもってくれているのだとしても。

「いや、離れないのは、自ら望んでだから、君がそんなふうに感じる必要はない」

　黒曜の言葉は力強かった。黒曜の誤解されたくないという気持ちを強く感じて白雪はうなずいた。

「ありがとう」

　礼を口にしてから、白雪はじっと黒曜を見つめる。そのまなざしに気づいて、黒曜は眉まゆを寄せた。

「ね、だから黒曜、ここは黙って見み逃のがしてくれない？」

「無理難題は聞けない」

「無理ではないでしょう。見なかったことにしてくれればいいんだから」

「……白雪」

　黒曜はあたりに気を配りながら、ごく低い声で囁ささやいた。「それは、無理だ」

「どうして」

「君は、彼に害されそうになった」

「でも、彼と話したいの」

「……何を」

　白雪は唇くちびるを嚙んだ。

　黙っていても、黒曜は促うながさない。

　白雪は、腰こしの横についている隠かくしから、例の飾かざり紐ひもを取り出した。

「これ、本当にあの人のものなのかどうか、訊きいてみたいの」

　どうして？　と黒曜は目だけで問う。白雪は、あまりにもばかばかしいと思いながらも、自分の中の疑問をぽつりぽつりと口にした。

「これがあの人のだったら、……わたし、これと同じものを知ってるのよ。どこで手に入れたか、訊きたいの」

「これくらいの細工ならどこにでも売っているだろう」

「そうかもしれないけど、あの人、見たでしょう？　あんな男のひとが、こんな可愛かわいいものを身につけてるなんて、何か謂いわれがあるとしか思えないのよ。……その考えが合っているかどうか、確かめたいの」

　白雪は強い意思をもって黒曜をじっと見た。

　黒曜はまっすぐにその視線を受け止めてくれたが、しばしのち、小さく溜ため息いきをつく。

「これからは、やめたほうがいい。このあと、蘇芳と青磁が立ち会って、彼を尋問する」

　尋問という言葉に、白雪の顔は曇くもった。

「だったら、よけい急がなきゃ！」

　白雪は黒曜を振ふり切るようにして駆かけ出した。

「……！」

　さすがに人前で白雪の名を口にするのはまずいと判断したのか、黒曜は呼ぼうとしてやめた。

　白雪は、建物の陰かげを走って、男性用宿舎の裏口へ回り込む。昨夜に彼を拘束したとき訪おとずれていたから、部屋を憶おぼえていた。いちばん端はしの部屋、その前には見張りもいない。

「……ここ、よね」

「ああ」

　追いついてきた黒曜に訊くと、彼は眉を寄せながらうなずいた。

「どうして見張りがいないのかしら」

「もし彼が逃にげるとして、その際に犠ぎ牲せい者しやを出したくないと、術師たちが言っていた」

　彼が人を殺す前提でそう取り決められていると気づき、白雪は暗い気持ちになる。

　確かに、彼がこの国にとって害を為なす存在であるからには、この国にいる以上は拘こう束そくし、罪に問わなければならないだろう。

　名目だけとはいえ、その裁量は自分に委ゆだねられるかもしれない。そう考えて、白雪は奥歯を嚙みしめた。

　扉とびらは施せ錠じようされていなかった。中に入ると、窓が四角く切り取られたように明るく見える。それだけ室内が暗いのだ。

　寝しん台だいの上には、布でぐるぐる巻きにされた男が横たわっていた。布の上からは丁てい寧ねいに荒あら縄なわで縛しばりつけられている。

　男は首を動かして、入ってきた白雪と黒曜を見た。その目がわずかに丸くなる。

「よう」

　軽々しく声をかけられ、白雪は手の中のものを握にぎりしめる。

「その、ごめんなさい、不自由だと思うけど……」

「まったくだ」

　男は鼻を鳴らした。「それより、何か用か？　俺を拷ごう問もんでもするつもりか？」

「拷問なんて、……ただ、訊きたいことがあるの」

「俺には話すことなんてねえな」

　彼のそっけない態度に、苛いら立だちと済まなさがない交ぜになった奇き妙みような感覚が白雪の胸に湧わき起こる。

　彼をわかりたいと強く思う自分に戸と惑まどいながら、白雪は寝台に近づいた。

「これ」

　握りしめていた飾り紐を、彼の胸の上に置く。

　彼は目を細めて飾り紐を見た。

　白雪は、緊きん張ちようのあまり声がうわずりそうになるのを堪こらえながらつづけた。

「どこで、手に入れたの？」

「俺のじゃない」

　男は顔を背そむけて、ぼそりと呟つぶやいた。「そんなもの、つけない。女子どもじゃあるまいし」

「うそ、これを探しに来たって言ったじゃない……！」

　白雪は、彼の頭に手をやって、無理やり自分のほうを向かせた。彼は頑かたくなに目をそらす。

「わたし、これと同じものを知ってる」

「……どこにでもある細工物だからな」

　男の声は平へい坦たんに聞こえてどこかぎこちなかった。

「わたしの知ってる子が、とても大切にしてるの。女の子で、この夏で十一になったわ。お母さんしかいないから、ずっと救慰寮で過ごしていて、……今は、城に上がってひいなになったの。毎日、お城で仕事してる」

　男はぎょっとしたように、ようやくそのみどりの瞳ひとみの焦しよう点てんを白雪に向けた。

「ひいな、に？　どうして……」

「王族の血を引いてるってわかったから、血けつ縁えんが心配して、ふさわしい教養を身につけさせようとしてるの」

「王族の？」

　男の顔がいぶかしげな表情を浮うかべる。

「あなたは、その子を知ってるの？」

　核かく心しんの問いを投げつけると、男ははっとした。

「……知らねえよ、そんな、」

「その子は、救慰寮でいつもめんどうを見てくれた、お兄さん代わりの子が帰ってくるのを、ずっと待ってるのよ」

　白雪が押さえつけたままだから、男は顔を動かせない。ただ目をそらしつづけるだけだ。

「……あなたは、」

　白雪は、問い詰つめようとしてためらった。

　ここで彼の正体を無理に暴いても、なんの益があるだろうか。

　頑なに口を閉とざす彼を見ているうちに、白雪は、たとえ彼自身から何者であるかを言わせても意味はない気がしてきた。

　白雪は結局、壊こわれた飾り紐を隠しにしまい込んだ。

「あなたは、何を望んでいるの。竜珠を壊すと言ったわよね。竜珠が大地の力を奪うばっているとも聞いたわ。あれは、どういう意味？」

「それは、尋じん問もんか？」

　再び、男は白雪の目を見た。

「尋問だなんて」と、白雪はかっとなった。「ただ、訊いてるだけじゃない」

「上から見おろして？」

　男は嘲わらう。

　むっとした白雪は黒曜を振り返った。

「この人の縄を解いて」

　短く言うと、黒曜は驚おどろきで目を瞠みはった。

「黒曜、あなただったら、この人をひとりで押さえ込めるでしょう？　だから、式の陣じんを描えがけないように手さえ拘束しておけばだいじょうぶよ」

　黒曜は渋しぶい顔をしながらもうなずいて、黙だまったまま荒縄をとく。次いで男を包んでいた布を剝はぐと、男の両手は後ろで縛いましめられていた。

　白雪は黒曜に指示して、男の体を起こさせた。見み舞まいを受ける病人のように、枕まくらもとに上半身をもたせかけさせる。

「慈じ悲ひ深いな、あんたは」

　男は後ろにもたれかかりながら、深く息を吐はいた。白雪にはその言葉が揶や揄ゆめいて聞こえる。わずかにいらつきながら、白雪は男を改めてよく見た。

　暗い印象を与あたえる髪かみは、薄うす暗ぐらいのに光こう沢たくを帯びて、幻げん視しの光に照らされたときと同じく、やや緑に光って見えた。つややかな暗さ。鋭するどいまなざしは、今は沈しずんだ深緑に染まっている。

「さあ、教えて。竜珠が大地の力を奪っているって、どういう意味？」

「……この大地が球体なのは、知っているか？」

「もちろん」

　白雪はうなずいた。天体に関する学問を修めた者ならばあたりまえのこととして知っている。白雪もひいなの時代に叩たたき込まれたし、それ以前にも本で読んで知っていた。しかし、その事実を知らない者も未いまだに多い。

「球体の中心には星の命そのものに等しい力が、焰ほむらとして宿っている。焰ほむらは大地の表皮に包まれているが、それを通して大地を温め、われわれや他ほかの生きものに力を与えている。……ところが、結ユイの大陸の竜りゆう道どう、竜泉と呼ばれる場所は、地中の焰ほむらを包む表皮が薄うすくなっている状態だ。そこからは、地中に宿る星の力が他の場所より多く流れ出している」

　白雪は黙って耳を傾かたむけた。黒曜も、その隣となりでじっと聞いている。だが、表情だけはひどく不安げだった。

「一方、人間は誰もが、星の力を集め受け止めるための器官を後ろ首に備えつけている。それが竜珠と呼ばれるものだ」

「誰もが？」

「そう、誰もが、だ」

　白雪のいぶかしむ声に、男はうなずいた。「ただ、それが機能するかしないか、竜珠と常人の差はそれだけだ。生まれたときに、竜珠が星の力に反応するかしないか、ただそれだけで、一生がすべて決まってしまう」

　白雪は愕がく然ぜんとした。そんな説は初めて耳にした。

「星の力は、無限ではない」

　男はゆっくりと語った。「解カイの大陸では、星の命や力については科学的に調査され、その結果、この大地が縮んで冷え始めていることがわかった。竜珠の持つ引力が、星の力を引き出しすぎたのが原因だという」

「……どういう、意味」

　男は白雪を見上げた。その瞳には憐あわれむような色が混じっている。

「竜珠のひとりひとりが引き出す星の力はわずかでも、それが多数になれば、無限ではない星の力はそれだけ減っていく。特に結ユイの大陸、そして神杖は竜珠が多い。……解カイの大陸では、竜珠をすべて破は壊かいしなければこの大地ほしは急速に衰おとろえ、近いうちに寿じゆ命みようが尽つきるだろうという推測が出された。そのため、解カイの大陸に住んでいた竜珠たちは、誰もが特別扱あつかいされず、等しく竜珠を壊されて常人となった。半年ほど前までにその処置はほぼ終わっている。次は、他の大陸の竜珠をなんとかしなくてはならないというのが、解カイの大陸における復活盟約国の一いつ致ちした見解だ」

　男の淡たん々たんとした説明は、まるでよその世界の話をしているかのように、白雪には聞こえた。昔語りや、物語の中のことを話しているのだと錯さつ覚かくしそうになるほど、男の口調はごくふつうだった。

「俺たちは世界中を旅して巡めぐり、最後に解カイの大陸で、すべての竜珠を破壊しなければ大地ほしが滅ほろびるという話を聞いた。神杖は世界でもっとも竜珠の人口が多いと言われている。そのために解カイの大陸では、神杖の竜珠を処置するために神杖に行く者を集めていたんだ。しかし、神杖はずっと国を鎖とざしていただろう？　内部事情が知れないからと、自ら志願して神杖に来ようとした者は、俺たちが申し出るまでいなかったんだ」

「……神杖は、解カイの大陸ではどんなふうに思われているの？」

　白雪はやや憮ぶ然ぜんとしながら問う。

「鎖された不思議の国、風変わりな文化としきたり、不思議の力を操あやつる得体の知れない人々。──神杖に限らず、解カイの大陸では結ユイの大陸の印象なぞそんなものだ。竜珠は他の大陸ではほとんど生まれないからな」

　さらに、竜珠は船に弱く、海を渡わたる者が皆かい無むに等しい。潮風の匂においを受け容いれられない者もいるのだ。

「だから、気味悪がられている」

「そんな……」

　白雪は衝しよう撃げきを受けた。

「異なる文化は、知ることができなければ薄うす気き味みわるいものだ」

　男は落ちついて言った。そのとおりかもしれないが、それでも白雪は不服だった。神杖の文化や歴史、風土を白雪はまったく知らなかったが、知った今では心から好ましく思う。

　だからこそ、それらを知らずして気味悪がられるのは、ただただ腹立たしい。

「あんたは幸せだな」

　憤ふん慨がいしている白雪に、彼は言った。

「なんですって？」

「他の大陸では、竜珠に生まれついた者は胡う散さん臭くさく思われ、ほとんどがそのことを隠かくして生きている。──あんたはそのくそ重い竜珠で星の命を削そいでいるのに、気づかずのうのうと暮らし、常に自分に術をかけ、周囲の目を欺あざむいて生きている。まったくおめでたい話だよ」

　おめでたい──

　その言葉は、何よりもこたえた。

　未熟な斎さい宮ぐうと陰かげ口ぐちを叩かれ、名のみの王と軽かろんじられても、それは事実だったから、諦てい念ねんとともに受け容れられた。

　だが、この言葉は受け容れられない。

「あなたから見ればおめでたいかもしれないけど、……与えられた力を無む駄だにするわけにはいかないわ」

　白雪はきっと男を睨にらみつけた。

　男はゆっくりと瞬またたいて、その視線を返すように白雪を見つめる。

「星の命を削けずっているとしても、与えられた力なら、有効に使ってみせるわよ」

「……この大地が滅んでもいいのか」

「まさか！」

　白雪は首を振ふった。

「じゃあ、どうする気だ」

　男は追つい及きゆうの手を緩ゆるめない。

「そのことは、……考える」

　白雪は、うなだれた。「これから、考えるわ」

　いくつかの足音がして、白雪ははっとした。戸口を見る。

　その瞬しゆん間かん、男が寝しん台だいから素早く立ち上がった。白雪が男を振り返ると同時に、部屋の扉とびらが開く。

　男は、黒曜が止めるのをかわし、入ってきた者に体当たりしながら部屋の外へとび出した。ぶつかられた者が、呻うめき声を上げて廊ろう下かに転がる。白雪は蒼そう白はくになって廊下へ出た。男はすでに裏口を出たあとだった。

「やめて！」

　白雪は叫さけんで裏口から外に出た。

　人々の叫び、怒ど号ごうがたちまち砦とりでに満ちる。術がいくつもとび交かうのが感じられたが、式師の彼には一いつ切さい効いていないようだった。両りよう腕うでを縛められたままの男が建物の裏を駆かけ抜ぬけていくのを、白雪は必死で追った。

　しかし追いながら、逃にげ切ってほしいとも考えていた。

「待て！」

　男の前方に律佳が立ちはだかるのが見えた。その手には抜き身の剣けんがある。慣れていないその持ち方に、白雪はいやな予感がした。

「やめて、やめて……！」

　突とつ進しんしてくる男に、律佳は剣を振り回した。重い鉄を持ち慣れていないためか、足もとがふらついている。避よけられるはずだった。なのに。

　男はそれを見て、足を止めた。刃はが振り下ろされるのをじっと待つ。

「……！」

　白雪は息をのんだ。

　律佳の剣は男の左半身をかすめた。その刃が、男自身ではなく、彼を縛いましめていた赤い紐ひもを断たち切ってしまう。

　男は再び自分に向けられた刃を避けながら、両りよう肩かたを上げた。とたんに紐はするすると抜けて落ちる。

「よし！」

　男は指先で素早く円えん陣じんを描えがいた。

　自分の失敗で男を自由の身にしてしまった律佳は、ただ茫ぼう然ぜんと立ちすくんでいる。

「待ちなさい！」

　白雪は叫びながら、男の後ろからその背にとびついた。

　男の体は強こわ張ばったが、流動円を描き終えると、ためらわずに実体化した軌き跡せきを手に摑つかんだ。軌跡は鞭むちとなってしなやかにさばかれ、近づいてくる者たちを威い嚇かくする。

「やめて！」

　白雪は男の背にぶら下がった。

「何すんだ、離せ！」

　男は焦あせったように叫ぶと、体を振った。しかし白雪はますます強くしがみつく。

「あなたこそ、おやめなさい！」

　白雪は必死だった。左ひだり腕うでを精せい一いつ杯ぱい伸のばして、彼の振るう鞭を摑もうとした。

　二度、三度と手を打たれたが、怯ひるまずようやく男の肩かた越ごしに鞭を摑んだときには、周囲に術師だけでなく、近衛の四人の顔が見えた。

　近衛たちは、どうせ術は効かないからと、集まってくる者たちに下がるよう指示している。

　白雪は考えた。衆目があるから灰桜を呼びつけることはできない。ただの御庭係が輝き石せきを自在に使うのを見られるのは問題がある。だが、自分の力ならある程度は使っても不ふ審しんがられないはずだ。──御庭係の小雪も竜珠なのだから。

　鞭を摑んだ左手に意識を集中させると、くねっていた鞭はたちまち硬こう化かしていく。やがてそれは白雪の手の中で粉々にくだけた。

「小雪！」

　背後の青磁が周囲を慮おもんぱかったのか、白雪を仮の名で呼ぶ。「離はなれろ！」

「どう、して……」

　思いがけない言葉に、白雪ははっとして顔を上げた。正面には剣を手にした蘇芳が立っている。左右には琥珀と黒曜。

「……わかったわ。離れてあげる」

　白雪は男の耳に囁ささやくと、摑んでいた手を放してすとんと地面に降りた。身を翻ひるがえして男から離れる。

　白雪から解放された男は一いつ瞬しゆん戸と惑まどったようだが、すぐに指を動かして陣を描いた。横に空くうを薙なぐようにして青い焰ほむらが燃え、次いで細長い槍やりのようなものになる。男は蘇芳めがけてそれを投げつけた。

　しかし蘇芳は逃げもせず、剣をかざすとその槍を刃やいばで受け止めた。青い火花をぱちぱちと飛び散らせ、槍のような式は刃の上を滑すべって消えた。

　男の表情がみるみるうちに険しくなる。

「そうか、落らく星せい鋼こう剣けんだったな」

　白雪は男の背後にいる青磁を見た。すでに金桂銀桂を抜きはなっている。

「この剣に式は効かないのだろう？」

　蘇芳がゆっくりと剣を下ろして男に対たい峙じした。

　ちっ、と男は舌打ちする。蘇芳は笑った。かれらしくない、獰どう猛もうな野や獣じゆうのような笑えみだった。

「おまえは俺たちにとってもっとも貴とうといものを傷つけた。万死に値あたいする」

「……おっかなーい」

　近くの琥珀が呟つぶやいて、白雪をちらりと見る。

「蘇芳、やめて、……殺すのは」

「うん、殺さないよ」と、琥珀が明るく言う。「殺してくれって言いたくなるような目には遭あわせるかもしれないけど」

　琥珀ならやりかねない。白雪は身み震ぶるいした。

「おまえ、こっちを向け」

　ふいに、青磁が場にそぐわない声で命じた。

　男はゆっくりと振り返る。

「この刀も、式は効かん。抵てい抗こうはやめろ。手向かわなければそれほど乱暴には扱あつかわない」

　青磁の言葉がよほどおかしかったのか、男はふき出した。

「それほど、ね。それなりに乱暴には扱われるわけか」

　男の揶や揄ゆめいた口調に、青磁は眉まゆを寄せた。

「おまえ、……」

　青磁は刀を下ろしながら、男をじっと見た。

「近衛が四人がかりか？　俺ひとりに」

　言いながら男は斜ななめ線を描く。二本を交差させると、浮うかび上がった青い焰が実体化した。十字の金属片を摑むと横なぎに投げる。

　風を切って飛んできたそれを、青磁は二本の刀を交差させて受け止めた。たちまち十字形は刃にそってまるで流れる水のように滑り落ち、消える。

　男はその隙すきに、蘇芳と琥珀のあいだをすり抜けようとしていた。だが、白雪がその前にとび出して両腕を広げる。

「よせ！」

　青磁が叫んだ。

　その声にか、それとも白雪の行動に怯んだのか、男はその場で立ちすくんだ。

「──かかってらっしゃい」

　白雪の腹の底で何か、炎ほのおに似たものがめらめらと燃え始めている。熱い。

　自分の甘さが今になって呪のろわしい。確かにこの男を知りたいと思ったが、こんな騒そう動どうを起こしたくはなかった。あとでどれほど叱しつ責せきされようとも文句は言えない。

　だがせめて、自分のした失敗の決着くらいつけたかった。

　左腕を突つき出し、手のひらを自分に向けて振ってやる。挑ちよう発はつは効いたようだ。男はさすがに顔を強張らせた。

「あなたなんか、わたしひとりで充じゆう分ぶんよ」

　その言葉を機に、男は白雪めがけて突進してくる。白雪はそれを紙一重でかわし、男の背後に回り込む。

　ためらわずに左手を男の背へ向け、意識を集中させた。

　どこからともなく満たされるくろがねの輝石の力を、左手へと引き寄せる。

　その手のひらからほとばしり出た黒く輝かがやく雷らい撃げきは、男の背に命中した。

　雷撃を放つと、白雪の体からゆっくりと力が抜ぬけていく。

　男はそのまま、動きを止める。

　沈ちん黙もくのあとで、男はゆらりと振ふり返った。

「……なんてぇ、女だよ……」

　腕が白雪に伸のばされてきたが、そのまま男はその場に頽くずおれる。

　白雪は、動かなくなった男を見て、草地に膝ひざをついた。

　たちまち意識が遠ざかり、白雪の瞼まぶたはゆっくりと下がった。
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　白雪はその後、丸一日起き上がれなかった。

「……本当に、ごめんなさい」

　寝しん室しつを訪おとずれた近衛に、白雪は寝台の中から謝った。

　さすがにもう、青磁は怒おこらなかった。呆あきれているのか、白雪の顔を見て溜ため息いきをつく。

「わるかったと思うなら、もう、頼たのむからあんなことはするな」

　静かな声が、がみがみと叱責されるよりこたえる。

「ごめんなさい」

　白雪の代わりに、黒曜が沈ちん痛つうな面おも持もちで呟く。彼は、自分のせいで男が逃にげたようなものだと思っているのだ。

「ごめんね、黒曜。黒曜はわるくないのよ。わたしが無理に言うことを聞かせたから」

「黒曜、しばらくはこいつの言うことはきくなよ」

　青磁はじろりと黒曜を睨にらみつけた。黒曜は悄しよう然ぜんとしてうつむく。

「もう、いいでしょ。結局は白雪も、ちゃんと自分で自分の失敗を返上できたんだし」

「琥珀は甘やかしすぎる……」

　溜息をついたのは蘇芳だ。「俺も相当だがな。とにかく、無事でよかった」

　しみじみとしたその言葉に、白雪はさすがに胸が痛んだ。

　みんなを集めたのには理由があるのだが、それを今から話すと思うと気が重い。

「あのね、それで、話があるんだけど……」

　白雪は覚かく悟ごを決めて口を開いた。一いつ斉せいに近衛の注視が自分に集まる中、白雪はつづけた。

「あの人に聞いたのよ、あの人たちの目的を。黒曜も、聞いたわよね」

　黒曜がうなずくのを見てから、白雪はあの男に聞いた話を語った。ときどき黒曜に確認しながらすべてを語り終えると、喉のどが渇かわいていた。

「竜珠が、星の命を削けずっている、か……」

　琥珀が呟いた。その顔には困こん惑わくの表情が浮かんでいる。蘇芳はちらりと青磁を見、青磁は青磁で何かに気を取られているようにぼんやりしていた。

「どう思う？」

　誰にともなく意見を求めると、琥珀が顔を上げた。

「それはあり得る話だよ。……僕と夜鳩さまも、竜珠の使う力がいったいどこから来るのか、よく話し合った。使う力の分だけ、どこからか必ず、力が流れてきているはずだって」

「しかし、あの男の主張が事実だとして、竜珠すべてを常人にするというのか？　術を使う者がいなくなったら、たいへんなことになるぞ」

　蘇芳が反論した。「神杖では、どんな生活をしていても術が入り込んでくる。流通や産業にも、……何もかも、術なくしては成り立たない。もし、すべての竜珠を破は壊かいしたら、……医術だって変わってしまう」

「癒いやしの術がなくなったら、困る」

　黒曜が呟いた。

　白雪は口をつぐんだ。

「あいつらの目的を正確に把は握あくできたなら、無理な尋じん問もんはせずに済むな」

「尋問と言うほどのことはしていないだろう？」

　唐とう突とつな青磁の言葉に、蘇芳が驚おどろく。「だいたい、術師がみんな怯おびえて協力してくれない。応おう援えんも未着だし、俺たちだけでは手が足りない」

「拘こう束そくするだけにして……」

　蘇芳の言葉が耳に届いていないのか、青磁はうつろに呟いてからはっと我に返る。

「確かにその通りだが、──どうした？　おまえ、何か他ほかに気になっていることでもあるのか。あの男を捕つかまえてから、なんだか上の空だ」

「……少し気になっていることがある。それだけだ」

「これのこと？　青磁」

　白雪は、枕まくらの下に入れていた飾かざり紐ひもを引き出して布団の上に置いた。

　青磁の答えはない。

　白雪は青磁の顔を見て、飾り紐について言げん及きゆうするのは避さけるべきだったと悔くやんだ。それほどまでに青磁は、今までに見せたことのない無防備な顔をしていたのだ。

「ねえ、もうひとりで無茶はしない。約束するわ」

　白雪は四人に向かって言った。「だから、お願い、明日でいいから、もう一度あの人に会わせて。みんなも立ち会って」

　白雪はいつになく必死になって懇こん願がんした。










　手て燭しよくの灯あかりは頼たよりなかったが、白雪が立ち上がると、影かげはしっかりと床ゆかの上に落ちた。

「灰桜」

　呼ぶと、灰桜が影から姿を現した。

「やっと呼んでくれた」

　灰桜は不服そうに唇くちびるをとがらせた。「白雪、あんなことになったら、俺を呼ばないとだめだぞ」

　灰桜にたしなめられ、白雪はうなずく。

「ごめんなさい、人が見てたから……御庭係の小雪が輝き石せきに命令するのはおかしいでしょう」

「そんなことを言ってられない場合もあるだろう」

「わかったわ、次からは気をつける」と、白雪は大まじめにうけ合った。「でね、灰桜、知ち恵えを貸してほしいの」

「俺にできることなら、白雪」

　白雪の言葉に灰桜はうなずいて、寝台に腰こしかけた。白雪も、手燭を枕もとに置くと、その隣となりに腰かける。ふたりの影がゆらゆらと壁かべに落ちた。

「灰桜は、竜珠の力が星の命を削っているものだって、知っていた？」

「……削るという認にん識しきはなかった。俺の知る限り、星が竜珠に力を貸してくれていたと思っている」

「あの人たちは、竜珠が多すぎて星が命を縮めているから、それを阻そ止しするために竜珠を壊こわすというの。竜珠を壊さずに、星から力を奪うばうのをやめるようにはできないかしら」

　灰桜は黙だまって考え込んだ。

　しばらくしてから、物もの憂うげに口を開く。

「星の力は、大地の表皮の薄うすい部分からあふれ出ている。もしくは、竜珠の引力でそこから引き出されているんだろうな。竜珠をそのままにしておきたいなら、そういう、表皮の薄い部分、竜道や竜泉をなんとかしてふさぐことだ。そうすれば、星の力は無む駄だに使われなくなる」

「やっぱり、そうなるわね」

「だが白雪、竜道や竜泉をふさいだら、竜珠を破壊しなくても、不思議の力は使えなくなるぞ。受け止めたくても、星の力を引き出せなくなるんだからな」

　白雪は溜息をついた。

　神杖に限らず、結ユイの大陸では竜珠に頼らずして成り立たない社会になっている。問題はそこなのだ。

　せめて、百年や二百年という期間を与あたえられて、ゆるやかに移行を試みれば、人は竜珠がない生活にも慣れられたかもしれない。

　だが、あの男から話を聞く限り、一刻を争うかのように思えた。

「ここまで竜珠に頼っているとは思わなかったわ」

「最初から持っているもののありがたみはわかりにくいのだろう」

　灰桜が慰なぐさめらしき言葉を口にする。白雪はちょっと笑った。

「そうね……」

「白雪は、どうしたい」

「……大地が冷えて固まったら、人は暮らしていけないでしょう？　それは困るわ」

「ならば、星を衰おとろえさせる竜珠をなんとかしなければならないだろうな」

「だけど、竜珠を排はいしては、この国は成り立たない」

「今までは、竜珠なくしては成り立たなかった。これからは、竜珠がなくとも成り立つようにしなければならない。つまりそういうことだ」

　結論がまとまって、白雪は深く息をついた。

「竜珠を破壊しても、しなくても、大地が冷えて固まらないように、術がなくても国や社会が成り立つようにしなければならないのね」

「そうだな。……もし白雪がそうしたいというなら、俺はできるかぎり力を貸す」

「ありがとう、灰桜」

　白雪は手を伸のばして、灰桜の頭を撫なでた。










　翌日の夕方に、白雪は四人の近衛に付き添そわれて、男と対面した。灰桜は白雪の中にいるが、少しでも危ない目にあったらすぐに呼べと、何度も言っていた。

　ちなみに、白雪がやめるよう頼たのんだので、尋問は行われずに済んでいた。

「なんのつもりだ？」

　招き入れた部屋で縛いましめを解いてやると、男は怪け訝げんな顔をした。

「あなたと対等に話したかったの。──座って」

　まだ白雪はだるさが抜ぬけない。そのため椅い子すに腰かけて男と向き合った。

　男はやれやれと、白雪の正面に置かれた椅子にかけ、長い脚あしを組んだ。

　ふたりのあいだに置かれた卓たくに、琥珀が取っ手のついた茶ちや碗わんをふたつ置く。中にはなみなみと茶が満たされていた。

「対等ね。四人も余分なおまけをくっつけて対等とは、片腹痛い」

　男は、戸口近くに立っている四人をちらりと見た。「それになんだこりゃ。毒かよ」

「挑ちよう発はつしても無駄よ」

　白雪は軽くあしらった。「今、そんなに元気じゃないんだから。あなたもそうでしょうけど、……あれがけっこう響ひびいてるの」

　暗に、先日の雷らい撃げきを示し唆さすると、男は肩かたをすくめた。

「あんな力は初めてだ。──何度喰くらっても、竜珠でも式でもない力が存在するとは信じられん」

「わたしも、あんなことをしたのは初めてよ」

　白雪は穏おだやかにつづけた。「これ、返すわ」

　白雪は、壊れた飾り紐を取り出して、茶碗の脇わきに置いた。「あなたのでしょう？」

　しばらく黙ってそれを見ていた男は、諦あきらめたように息をつくと、飾り紐を摑つかんで懐ふところに押し込んだ。

「まあ、いいさ。……で、わざわざおつきの者を侍はべらせて呼びつけたってことは、俺を尋問するってわけだ」

「尋問というほどではないわ。いくつか訊ききたいことがあるだけ。差し障さわりがない程度に教えてくれればいいから」

「なんだって答えるぜ」

　男は椅子の背もたれにもたれかかりながら、にやにやした。

「じゃあ、教えて。式はどんな力で動いているの？」

　純じゆん粋すいな疑問を白雪は口にした。その問いかけは思いがけないものだったらしい。男は目を丸くした。そうすると幼い印象が強まる。そしてまた、白雪の中で既き視し感かんも強まる。

　このまなざしには以前にどこかで会っている、そんな既視感が。

「……式は、理力で動く」

「理力？」

「あんたたちはみんな、竜珠だろう」と、男は白雪と近衛たちを見た。「竜珠に式は使えないから教えるが、──式にはいくつも種類がある。解カイの大陸では、基本になる単式は公おおやけに取り決められていて、それを憶おぼえる。公式しか使えないのは中級の式師だ。上級の式師なら、公式を自分で組み合わせて複式を作り、複雑な効能を実現させる。……あんたも見ただろう、いろいろと」

「ええ」

「指で陣じんを描えがくのが式そのものだ。打たれた式はさまざまな現象に変わる。たとえば青い焰ほむらが具現化したり、傷をふさいだり、──その際は、竜珠のような星の力ではなく、人間の持つ理力が変へん換かんされるんだ」

　白雪は呆あつ気けに取られて男を凝ぎよう視しした。

「人間の持つ、理力ですって？」

「ああ。竜珠は星の力に頼っているが、式は打つ者自身の力で打てる。ただし、人ひとりの理力なんて、年を重ねないと強くならないがな」

　初めて耳にする理ことわりに、ただただ白雪は驚おどろいていた。

「他ほかに何か訊きたいことは？」

　白雪の驚きがよほどおもしろかったようだ。男はにやにやした。

「──竜珠を壊すっていう主張は前にも聞いたわ。でも、あなたたちはそのためにここで術師を殺した。……竜珠を壊されたくないと抵てい抗こうする者は、誰であれ殺すつもりなの？」

「……誰でもというわけじゃないが、抵抗されたらそうせざるを得ない場合もあるだろう」

　白雪は息をのんだ。苛か烈れつな答えは、ある程度予想してはいたが、それでも痛みを感じるほどきつい。

「あなたは神杖で育ったのよね」

　白雪は話題を変えた。「もし、神杖の竜珠が大地ほしの力をむやみに使わなくなったら、神杖に戻もどってこられるの？」

　男は白雪をじっと見た。見み透すかすようなその目に、白雪は内心で自分を叱しつ咤たする。体調が完全でないせいもあって、どうにもその視線を痛く感じるのだ。

「俺は神杖で育ったが、神杖で生まれたかどうかはわからない。捨てられてたんでな。だから、神杖に義理立てする必要も、あまりない」

　それに、と男はつづけた。「俺の使命は竜珠を壊すことだ。もしそれを成し遂とげたら、神杖は俺をけっして受け容いれはしないだろう」

　白雪は眉まゆを寄せた。

「どうしてそんな使命を負ってしまったの」

「他に適任がいなかった。それだけだ。俺は神杖の地理には少しは詳くわしいし、国のならわしもわかっている。式も打てる。──他は？」

　男はこの話題を切り上げたいのか、どことなくぎこちない表情を浮うかべて促うながした。

「星の力が削けずり取られたら、大地ほしが冷えて固まるというのは、確実なの？」

　白雪は気を取り直して、再び問いかけた。

「……星の力に満ちている結ユイの大陸は、まだましなんだ」

　ふいに、男は暗い声で告げた。

「ましって、何が」

「解カイの大陸も、式で白はく魔まの到とう来らいを防いでいられるが、集シユウの大陸、合ゴウの大陸は、すでに氷期に入り始めている。極地に近い地方では真夏でも住めないほど気温が下がって、滅ほろびた国すらあるんだぞ」

「氷期って、……」

　白雪は口ごもる。

「俺たちを神杖に遣つかわしたのは、解カイの大陸の復活盟約国だ。先せん遣けん隊として神杖、ひいては結ユイの大陸の竜珠をひとりでも多く減らしてくるよう依い頼らいされている。できれば平和裡りにことを運んでほしいが、露ろ見けんした場合はやむを得ないとも。──俺たちの成果によっては、さらに式師を送り込むことも考えているようだ」

「やむを得ないというのは、つまり、竜珠を殺すってことなのね……」

　白雪が確かめるように呟つぶやくと、男はじっと白雪を見た。

「結果としては、そうなることも致いたし方ない。また、神杖の国そのものが竜珠を壊こわすことに非協力的な態度を取りつづければ、……」

　そこで男は言葉を切った。白雪を見つめる目がわずかに見ひらかれる。

　白雪は、頭をまっすぐに上げて男を凝視していた。その言葉をひとつたりとも聞き逃のがさない、そんな顔をして。

「人を殺すなんて、簡単に言わないで。それがどういうことかわかっているの？」

「竜珠を壊すだけで、星の寿じゆ命みようが延びる。その延びたあいだに、どれだけの人間が生まれて死ぬと思う？　──たとえひとりを死なせても、結果的には何人もの命を救うことにつながるんだぞ」

　男の問い返しに、白雪は言葉に詰つまる。

　だが、彼の言い分を認めるわけにはいかない。

「そんなことは、させないわ」

「……あんたに何ができるっていうんだ」

　男は白雪に視線を奪うばわれながら、低い声でつづけた。「今は黒くろ髪かみでも、鎧よろいで覆おおわれた下にはしろがねの御み髪ぐしか。……あんたは杖を持ってるんじゃないのか。聖なる位に御お座わしまして、周りに臣下を傅かしずかせてるんじゃあないのか」

　男の遠回しな言葉に、白雪はぎくりとして身を竦すくませた。

「な、……」

　何な故ぜ、それを。

「正式に即そく位いしたのは去年。母は斎さい宮ぐうで、自分は斎宮と聖王を兼かねる斎王。だが執しつ政せいは後見の杖州公に委ゆだねている。王名は桜院雪月。──あんたのことだろう？」

　白雪は絶句した。だか、戸口の前に立った近衛たちは動どう揺ようしていない。それを横目に、白雪はなんとか平静を保った。

「神杖は世界各地に間かん諜ちようを放っているらしいが、自国内に他国の間諜が入り込んでいることに気づかないとは、なかなか間ま抜ぬけだとは思わないか」

「──貴様」

　剣けんが鞘さや走ばしる音がして、蘇芳が男に朱雀すざくの切っ先を突つきつけた。

「蘇芳！」

「立て。そして下がれ。白雪から離はなれろ」

「何もしやしねえよ」

　そう言いながらも、男は立ち上がると下がって、蘇芳に押されるまま壁かべに背を預けた。

「いつ気づいた」

「いつも何も、会ったことあるから、」

　言いかけて男ははっとしたように口をつぐんだ。

「会った？　どこで、いつ」

　蘇芳がさらに問うが、男は答えず、目を逸そらす。

　白雪は、恐る恐る青磁を見た。

　予想通りの、どこか痛々しい青磁の表情に、やっぱり、と確信する。

　今、男が口にしたのは、天藍で会ったときのことではない。

「青磁、……」

　手招くと、青磁はぎくりとしたように白雪を見た。その顔は驚きに彩いろどられている。

「な、……んだっていうんだ」

「飾かざり紐ひもを見たらわかったのよ」

　ふたりのやりとりを、他ほかの近衛はいぶかしげに見ている。

　青磁はためらうそぶりを見せたが、やがて意を決したように顔を上げた。早足で男に近づき、その前に立つ。

　男は頑かたくなに青磁から目を逸らした。

「ななき」

　青磁は震ふるえる声で呼びかけた。「おまえ、……やっぱり、七なな樹きなのか」










　翌朝、食堂で見かけた青磁は憔しよう悴すいしていた。あれから寝ねつけなかったのだろう。

「あれが、七樹とはね」

　食事を終えてから、全員で集まったのはまたしても琥珀の部屋だった。

　琥珀はとうに回復していたが、まさか白雪の部屋に集まるわけにはいかないと近衛たちが言い、また女性用宿舎からも行きやすい位置にあったので、いつの間にか琥珀の部屋は集合の場とされるようになっていた。

「どう見ても蘇芳より年上に見えるんだけど！」

　琥珀はそうつづけると溜息をついた。

「言われてみれば、面おも影かげはある」

　蘇芳の言葉に、同意するように黒曜が黙だまってうなずいた。

「何やってあんなに老けちゃったんだろう」

「訊きいてみたら？」

　白雪がそう言うと、琥珀は首を振ふると、複雑な顔をした。

「苦労したんだろうなあ」

　近衛の四人は、もとは親王扱あつかいをされていた。自分たちを兄弟と思い込み、寄り添そって暮らしていた。

　七樹は、青磁が幼いころに暮らしていた救慰寮で育っている。ある意味で青磁にとっては、琥珀や黒曜とはまた違ちがった意味で弟にも等しい存在なのだ。青磁を兄だと思っている琥珀は、七樹の存在を知った当時、すでに自分たちに血のつながりがないことを察していたので、彼に対して負い目を感じたりもした。

「青磁はいつ気づいたの？」

「顔を見て、すぐ」

　白雪が問うと、青磁は短く答えた。「おまえは飾り紐か？」

「そうよ、茉莉のと同じだったから。あれ、手作りだって、前に聞いてて、同じものが売ってたとは思えなくて」

「なんでこんなことになっちまったんだ」

　青磁は震える声で呟いた。実の弟のように可愛かわいがっていた七樹の変へん貌ぼうにかなり衝しよう撃げきを受けたらしい。もともと色白な顔が青ざめている。

「こんなことになるんだったら、救慰寮から出すんじゃなかった」

「だからって、一生おまえが守って過ごすわけにはいかなかっただろう」

　蘇芳がたしなめた。

「……とりあえず、個人的な感情から、彼の気持ちを変えさせたいんだけど」

　白雪がそう宣言すると、琥珀がふき出し、蘇芳が目をまんまるにした。

「こ、個人的な感情って……!?」

　琥珀に詰め寄られ、白雪はまばたく。

「だって、茉莉はずっとにゃにゃを待ってるのよ。無事に会わせてあげたいの」

「ほんとに、それだけ？」

　琥珀が疑うような目で見る。白雪はうなずいた。

「他に、何が？」

　不思議に思って問い返すと、琥珀は首を振る。

「いや、なんでもない……それだけなら、いいんだ」

　ちらりと蘇芳が琥珀を見た。琥珀はそれを気にしたふうもなくつづける。

「確かに、彼はこのままじゃ、国を害する者として咎とがめられるだろうね。それを覆くつがえすには、本人の気持ちを変えさせないと無理だろうなあ」

「どうしろってんだ……！」

　青磁が頭を抱かかえている。そのさまは滑こつ稽けいだったが、誰も笑わなかった。情愛深い青磁がどれほど苦しんでいるか、みんなわかりすぎるほどにわかっていたからだ。

「今日中に天藍へ発たったほうがいいだろうな。あとは応おう援えんの者に委まかせよう。そろそろ到とう着ちやくするはずだ」

　蘇芳が提案した。「ここに彼を置いておいたら、仲間が取り返しに来る可能性が高い。あの仲間とは引き離して説得するのがいちばんいいだろう。青磁が言い聞かせれば、気持ちを変えてくれるかもしれない」

「俺の言うことなんか聞きゃしねえよ、あいつは」

　青磁は怒おこったように言った。いや、ように、ではなく、今や怒っているようだった。

「くそ、考えたら腹が立ってきたぞ。なんで俺がこんなにあいつのこと心配しなくちゃならないんだ。成人して三年くらいは経たってるはずなのに、いつまで世話焼かせるつもりなんだ！」

「好きで世話焼いてるんだろうに」

　ぼそりと琥珀が呟つぶやく。

「何か言ったか琥珀！」

「あ、聞こえてた？」と、琥珀は怒ど鳴なりつけられても、ものともせずへらへらした。「青磁は心配性だなって言ったんだよ。過保護すぎ」

　図星を指され、青磁は返す言葉もない。琥珀は気の毒そうにそれを見ながらつづけた。

「とりあえず、夜鳩さまに竜珠を減らさないと氷期がくるかもしれないって話して、朝議で報告してもらおう。それから対策を講じればいい。何もかもいっぺんになんて、できるわけないからね」

　琥珀が前向きな意見を述べた。「そうなると、竜珠の力の源が星そのものだって話もしないとならないね。ちょっとややこしいけど、ま、だいじょうぶだと思うよ」

「さらに、解カイの大陸の国々が神杖の竜珠をすべて壊こわそうとしているから、それについての対策もどうするかをまとめておいてもらおう」

　蘇芳が提案する。

「でも、本当だとして……」と、白雪はみんなを見回して口を開く。「竜泉や竜道を封ふうじ切ることはできないから、どちらにしろ竜珠を減らす方向で行かないとならないんじゃない？　竜珠を残しておくと星の力は削けずられつづけてしまうんでしょう？　そのままにしておいたら、氷期からは逃のがれられなくなってしまうもの」

　竜泉は過去に封じられていたので、再度封ふう印いんすることもできるかもしれない。しかし竜道は、万まん月げつ陥かん穽せいから新東山脈までの中央平原を貫つらぬいて通っていると言われているのだ。そんな長ちよう距きよ離りを通っている竜道をどのように封じるかなど、今の白雪には思いつけなかった。

「あと、問題なのは、解カイの大陸のどの国が、神杖の竜珠を壊しきろうなんて言い出したかってこと。これは国際問題よ？」

　今は神杖も国を開いている。鎖さ国こくしていた当時ならいざ知らず、世界的に開国を認にん知ちされている今の状態で、他国が神杖の竜珠を滅ほろぼすべく暗あん躍やくしているのならば、それは内ない政せい干かん渉しようとも取れるだろう。

「彼は復活盟約国に依い頼らいされたって言ってたけど、それがどんな組織なのか、徹てつ底てい的に洗い出して、もし星の力がどうとかいう話が言いがかりだったら、喧けん嘩かを売ってきたことを後こう悔かいさせてやるわ」

　白雪が断言すると、琥珀がぱちぱちと手を叩たたいた。

「いよっ、斎王陛下！」

「ばかか」

　青磁がぽかりと琥珀の頭を殴なぐる。

「え、でも最終的に、この国で何をやるかとか、決めるのは陛下だろう。陛下が本当に拒きよ否ひしたら、いくら後見の杖州公だってごり押しはできないからね。でも逆に、周りが反対しても、陛下がどうしてもそれがいいと言えば、要求は最後には通るから！」

「入れ知ぢ恵えすんな！」

　再び青磁は琥珀の頭を殴りつけようとしたが、今度の拳げん骨こつは空から振ぶりに終わる。

「でも、正直なところ、みんなはどう思う？」

「どうって、氷期のこと？　それとも、星の命を削ってるってとこ？」

「そのどっちもね。それは事実なのかしら？　本当にそうなのか、ってこと。言ってたでしょう、集シユウや合ゴウの大陸では氷期がすでに始まっていて、滅んだ国すらあるって」

　青磁の表情がますます暗くなっていく。七樹が見てきたものを想像したのかもしれない。白雪はそれを気の毒に思いつつもつづけた。

「それと、本当に神杖の竜珠を壊しきっただけで、星の力の流出を防げるのかってこと。結界がなくなって、神杖は開国した。おまけに王はまだ子どもでしかも女だからって、与くみしやすしと見た他国が神杖を自領にしようと目もく論ろんでいるのかもしれない。それを目的とした難なん癖くせかもしれないでしょう？　事実を確認しなくちゃ」

　いっそ難癖であってほしいと、白雪は思う。

　白雪が理路整然と述べ立てたのを、近衛たちは呆あつ気けに取られて眺ながめる。

「白雪……」

「何よ」

「君、大人おとなになったんだねえ」

　しみじみと琥珀が言った。白雪は憮ぶ然ぜんとする。

「大おお伯父おじさまのお仕込みよ」

　十七の白雪が最初から為い政せい者しやとしての判断をできるはずもない。だが、いつまでもお飾りの王では困ると、杖州公賀宗はことあるごとに白雪に政まつりごとの仕組みを教え込んでいた。白雪も、話としておもしろく感じる限りは耳を傾かたむけていた。そのおかげで、さまざまな方面からものごとを見る考え方を身につけられたと思う。──単に性格がわるくなっただけかもしれないが。

「こうなったら、急ぎましょう。今日中に天藍へ戻もどって、今後のことを話さなくちゃ」

「水鏡の修復はもう終わってる。俺が直しておいたからな」

　ようやくいつもの調子を取り戻して青磁が鼻を鳴らす。

「じゃあ、僕は光で夜鳩さまに報告するから、そのあいだにみんなはここを出る準備を整えておいて」




　役割分担を決めると、あとは早かった。

　琥珀の報告に蘇芳が付き添そい、黒曜と青磁と白雪で七樹のもとへ向かう。

　七樹の部屋の前には見張りなのか、律佳が立っていた。白雪たちが近づくと、怒ったような目を向けてくる。

「何か、ご用ですか」

「彼を天藍に連行します」

　青磁が告げると、律佳は胡う散さん臭くさそうに三人を眺め回した。

「あの男は、処しよ刑けいされるのですか」

　律佳の物ぶつ騒そうな言葉に、白雪は目を瞠みはる。

「それは陛下がお決めになる」

「私たちの仲間を殺したのに、罰ばつを受けなかったとしたら、私は陛下を疑います」

　律佳はきっぱりと言った。青磁は目を細めて律佳を睨にらみつける。

「……おまえが陛下を軽かろんじる発言をするのは勝手だ。不敬で処しよ罰ばつされるのも覚かく悟ごの上なんだろうな」

　凄すご味みのある低い声で、青磁はつづけた。「だが、俺は陛下を敬っているから、そのような発言を耳にするのは不ふ愉ゆ快かいだ。俺を怒おこらせたいなら別だが、やたらと突つっかからないでほしい」

「あなたは、……近衛だから陛下を奉たてまつる気持ちも強いのでしょう。しかし、数年前まで諸国を放ほう浪ろうしていた少女に、この国の何がわかるというのですか」

「誰だって最初は無知だし、若じやく輩はいだ。それをあげつらうのは、自分の器うつわの小ささを吹ふい聴ちようして回っているようなものだな。──あんな失敗をしておいてよくそこまで言えるものだ」

　青磁は冷たい声でそれだけ言うと、固まってしまった律佳を脇わきへのけて、部屋に入った。そのあとに黒曜と白雪がつづく。

　ちらりと見ると、律佳は扉とびらの外で唇くちびるを嚙かんでいた。

「……よう」

　七樹はもう拘こう束そくされていない。窓辺に立って外を眺めていた彼は、振ふり返って青磁を見た。

「おまえを天藍に連行する」

「首を落とすためにか？」

　七樹の言葉に、青磁は顔をしかめた。

「俺たちはただ、陛下の判断を仰あおぐだけだ。決めるのは陛下だ」

　そう言って青磁は七樹に歩み寄った。長い赤い紐ひもを懐ふところから取り出す。

「式師の扱あつかいを心得てるな。さすがは近衛だ」

「近衛だからってわけじゃない。西方で知ったんだ」

　青磁は、七樹の両腕の肘ひじから下を重ねて赤い紐をぐるぐると巻きつけてしまう。左手を右肘、右手を左肘にかけるようにすると、七樹は自然と胸を張る体勢になった。

「式師は陣じんを描えがく指さえ使えなくしてしまえば、なんの脅きよう威いもない。ただ、前もって術を無効化する式を自分に打っていたら、術が効かない。そうだろう？」

「ああ。もちろん俺は、自分に術の効かない式を打ってるぜ。あんたたちが俺を天藍に連れて行くというなら、徒歩か馬を使わないとならないだろうよ。俺は水鏡をくぐれない」

　青磁ははっとしたように七樹を見上げた。七樹はそれににやりとする。どこか、いたずらに成功した子どものように見える笑い方だった。

「そうか……くそ、今日中に天藍に到とう着ちやくできると思ったのに」

「まあもっとも、このへんは竜道が近いから、式の効力が切れるのも早いが」

　その言葉に、青磁は溜ため息いきをついた。

「しばらく徒歩で向かうしかないな。予定を変えるぞ。白雪、おまえは蘇芳たちと一いつ緒しよに、先に天藍へ戻ってろ。俺と黒曜は、」

「いやよ」

　青磁が言い終える前に、白雪は首を振った。

「白雪？」

　青磁がぎょっとする。

「わたしひとりで先に帰ったら、いろんな人にお説教されるわ」

　白雪は大まじめで言った。もちろんそれもあったが、七樹から目を離はなす気になれなかったのだ。この男はしっかり捕つかまえていないと、するりつるりと手からすり抜ぬけてしまうだろう。そんな印象があった。

　白雪はどうしてもこの男を茉莉に会わせてやりたかった。何があっても逃にがしたくなかったのである。

「それに、このまま天藍に連れていっても、身の安全が保障されるとは限らないでしょう？　うやむやにされるのは困るのよ、まだいろいろ訊きき出さなきゃならないこともあるんだから」

「怖こわいもの知らずだな」

　七樹が呆あきれたように笑うと、青磁を見た。「あんたたちのご主人さまは、相当のばかか、楽天家だ」

「ばかも楽天家も母親譲ゆずりよ」

　場合によって白雪は、破は天てん荒こうな亡なき母を引き合いに出すことにしていた。そうすれば、少しは気楽だからだ。

「でも、心配してる人がいるのに、やたらと危ないことをするような人よりはましよ！」

「……どの口で言うやら」

　ぼそりと呟つぶやいたのは黒曜だった。

「なっ、何よ黒曜、それどういう意味!?」

「鏡を見ろってことだろう？」

　青磁はそう言うと、七樹を後ろから押した。「黒曜、前を行け。俺が後ろにつく。七樹、黒曜につづいて出ろ。抵てい抗こうすれば、動けなくさせる」

「……わかったよ」

　七樹は腕うでが痛いのか、苦笑いをして歩き出した。
















　結局、全員がひとまず徒歩で天藍へ向かうこととなった。砦とりでには馬がいなかったのである。廏きゆう舎しやすらなかった。砦が術師のために造られており、そのため騎馬での来訪が考えられていなかったようだ。州都からの応おう援えんが遅おくれているのは、道が整備されていないため、遠回りしている可能性があるからだとも聞いた。

　途と中ちゆうの村で馬を借りられれば少しは速く移動できる。移動中に七樹に打たれた式の効力も切れるかもしれない。そうすれば、水鏡の術を使って天藍へ戻れるだろう。それらの可能性を考こう慮りよしつつも、一刻も早く天藍へ行かなければならないだろうということになったので、とにかく一行はひたすら歩き続けた。

　振り返っても砦が見えなくなったのは、夕刻が近くなってからだった。西へ向かって歩いているので、たそがれが長く感じられる。前を蘇芳と琥珀、その後ろに青磁と七樹、最さい後こう尾びに黒曜と白雪が並んだ。灰桜はずっと白雪の中に入ったままだ。白雪が動き出した分、灰桜がじっとして英気を養っているようだ。

　時津原を流れる川の手前で野営を張ったあとで、白雪は七樹に尋たずねた。

「あなたは、灰桜を知らないのよね」

　両腕を後ろに縛り上げられ、椅い子すのようになった岩に腰こしかけさせられてじっとしていた七樹は、白雪の問いに目を瞬またたかせた。

「かいおう？」

「その、……わたしの連れていた子よ。今はわたしの影かげの中にいるわ」

「ああ、あの子ども？　──いいや」

　少し考えてから、七樹は首を振った。「知らねえよ。またなんでそんなこと訊くんだ」

「あなたに似てる人を知っているって言うの、あの子」

　白雪はかいつまんで大おお雑ざつ把ぱに説明した。

「俺に似てるやつ？　知らねえな」

　七樹は肩かたをすくめた。「親の顔さえ知らないんだぜ、俺は」

　あっ、と白雪は口を押さえた。

「ごめんなさい……」

「謝るこたねえよ」

　七樹はひどくやさしく言った。「親なんていないようなもんだし」

　それがどことなく強がりのように聞こえて、白雪は口の中でもごもごともう一度謝ると、他ほかに何も言えず、川原かわらへと向かった。影を作るためだ。野営地に選んだ場所は木立の影が長く伸のびている。

　川原へ出ると、でこぼこした岩場の上に長く影が伸びた。

「灰桜、出てきて」

　呼ぶと、影の中から灰桜が姿を現した。

「白雪、どうしたんだ？　顔が赤い」

　灰桜が不思議そうな声で尋ねる。白雪は首を振った。頰ほおの火ほ照てりが自分でもわかる。

「夕ゆう陽ひのせいよ。──それより、さっきの聞こえてた？」

　さきほどの会話のことを尋ねると、灰桜は小さくうなずいた。

「よく聞こえなかったけど、だいたいの意味はわかった。つまり、彼がどうしてあの姿なのかは、本人も知らないということだろう」

「そういうことね。たぶん天藍で、彼を徹てつ底てい的に調べることになると思うわ。そのときに多少は素す性じようもわかるはずよ」

「──そんなこと、させない！」

　疳かん高だかい声がして、流れる川から何かが飛んできた。長い紐ひも状じようになった水が、白雪の首に巻きつき、川原に引きずり倒たおされた。ごつごつと石が当たって痛い。

「白雪！」

　灰桜が叫さけび、青磁が野営地からいち早くとび出してくる。

「青磁！」

「こいつを放してほしかったら、七樹を返して」

　白雪を締しめ上げていた紐状の水が、たちまち人の姿を取って立ち上がる。白雪はそれに引きずり上げられた。失神するほどでなく、かといって抜け出せるほど緩ゆるくもなく、締め上げる力はほどよく白雪を縛いましめている。水の感かん触しよくが人ひと肌はだに変化しているのを、白雪は朦もう朧ろうとしそうになる意識で感じ取った。

「白雪！」

　灰桜が叫んで、手から黒い触しよく手しゆを伸ばした。それは白雪を縛めている腕にからみつき、締めつける。

「白雪を放さないと、その腕を折る！」

「無理だよ」

　白雪の耳もとで、くすくす笑う声がした。灰桜の触手に締めつけられた腕が、たちまち水に変化する。白雪は視界の端はしでそれを捉とらえた。

　灰桜の触手は、水になった腕をすり抜けて落ちる。再び水は人の腕に変わった。

「僕は斬きろうとしても斬れないし、もちろん術も効かない。この子を窒ちつ息そくさせられたくなかったら、早く七樹を自由にして」

　駆かけ寄ってきた青磁と蘇芳、黒曜と琥珀はそれぞれ目を交かわし合った。それに彼はいらついたようだ。

「……早くしてよ」

　黒曜が無言で野営地に引き返していく。すぐに七樹を連れてきた。その腕は縛められたままだ。

「自由にしてって言っただろ！」

　子どものような悲鳴とともに、白雪の体を締めつける力が強くなる。「その紐をはずしてよ、早く！」

　黒曜は黙だまってそれに従った。赤い紐をほどくと、七樹は腕をさする。

「痺しびれちまってる」

「七樹、早くこっちへ」

「九条、おまえ、もういいのかよ」

「僕はどうでもいいよ。七樹が捕つかまったって聞いたから、助けに来たんじゃないか」

　七樹が近づいてくる。彼が傍そばまで来ると、白雪の体は無造作に石の上に放ほうり出された。

「いじめられなかった？　ひどいことされてない？」

　川原に転がった白雪は、駆け寄ってきた蘇芳と琥珀に助け起こされる。

「いや、特には……」

　立ち上がった白雪は、顔を上げて自分を縛めていた者を見た。

　十三、四に見える少年は、ひどく可か憐れんな面おも差ざしをしていた。大きな目は水色で、髪かみは明るい青をしている。青磁よりも濃こい青みで、どことなく深い淵ふちを思わせるあざやかさだ。肌はだの色は白いが、銀粉でもはたいたようにきらりきらりと丸みを帯びた頰の線が光っている。

「何見てんだよ」

　白雪の驚おどろいた視線に気づいたのか、少年は白雪に顔を向けて声を低めた。凄すごんでいるのだろう。しかし可愛かわいらしいのであまり成功していない。どことなく八穂と呼ばれていた少女の面おも影かげがある。姉弟なのだろうか、漠ばく然ぜんと白雪は思った。

「見世物じゃないからな！」

　彼が手足を振ふり回して怒おこるのを、七樹が後ろから羽は交がい締じめにして止める。

「いいから、九条、おとなしくしろ」

　言い聞かせるように七樹がなだめると、少年はもがくのをやめた。

「みんな、心配してる。早く戻もどろう」

「おまえひとりで来たのか？」

「そうだよ、だってみんな、七樹を放っておこうって言うんだ。ひどいだろ？　だから僕が助けに来たんだよ。前に助けてもらったから」

　九条と呼ばれる少年は見た目より幼いのかもしれないと白雪は思った。その口調や理論は、どう聞いても子どものそれだ。

「五剣も？」

「五剣は、助けたいって言ったよ。でも、みんな、こいつらがいるからってためらったんだ。それで僕は、かっとなってひとりで来た」

「そうか」

　九条はじろりとあたりに目をやった。ひとりひとりを睨にらむように見る。しかしその顔つきは可憐で、どうしても子どもが拗すねているようにしか見えない。
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　だから、怖おそろしい。

「おまえは、そのかっとなる癖くせをなおさないとな……」

　七樹は困こん惑わくしたように呟つぶやいた。

「うん、だから帰ろうよ、七樹。みんな待ってる」

「……だめよ！」

　白雪は叫んで前へ出た。

「なんだおまえ」

　九条が七樹を背に庇かばうように立ちはだかる。

　同じように、灰桜が白雪の前に立った。

「白雪、俺ならあいつをやれるぞ、俺は術を使わないからな」

　その言葉に、九条がいぶかしむ。

「術を、使わない……？」

「俺は人間じゃない、輝き石せきだ。輝石そのものの力で事象を操あやつり、変化させる。術とも式とも違ちがう」

　灰桜はにやりとした。両手を体の脇わきへ開いて見せる。にわかにその手が黒い霧きりに包まれた。九条の体がびくんと跳はねる。

「や、やめろ……なんだよ、それえっ！」

　九条の体の輪りん郭かくがぶれ、その場に膝ひざをつく。九条は体を震ふるわせながら倒れ伏ふした。

「この世界には、人間にとって毒素となりうるものがそこかしこに存在する。空気中にも、地中にもな。それを集めておまえの中に送ってるのさ。おまえは体のほとんどが水分に近いんだろう？　すぐに影えい響きようを受けるぞ」

「やめろ！　やめ……！」

　びくんびくんと体を跳ねさせる九条の膝から下が、いつの間にか黒く染まっていた。

「九条！　九条……！」

　七樹が叫んでその肩を揺ゆさぶる。

「白雪の体に手をかけた報むくいだ。殺す直前で止やめてやるから安心しろ。少し苦しんでおけ」

「やめて灰桜、動けなくさせるだけでいいんだから……無む駄だに苦しませないで、」

「白雪に傷をつけたからだめだ」

　灰桜は白雪の言葉を聞き容いれない。「それに、そいつだろう、術師を殺したのは。死のにおいがする」

　とたんに、白雪の背後で殺気が強まった。

　琥珀だった。

「……なん、だって？」

　琥珀がよろよろと前に出る。

「おまえ、水を自在に操れるんだろう？」

　灰桜が冷たい声で、のたうつ九条に問いを投げかける。

「それが、なんだって……ぐっ」

「確かに、術師を殺したのは九条だ」

　七樹は低く呟いた。「だが、……こいつだって、殺したくて殺したわけじゃない。自分を害そうとする相手の水を抜ぬいちまうんだ」

「式は、そんなこともできるのか」

　引きつった声で琥珀が問う。

「いや、式じゃない……」

　七樹はためらいながら、苦しみすがりついてくる九条の背を撫なでる。「それは、こいつの特化された能力だ」

「──十年前、その子はどこにいた？」

「琥珀、何を言って、」

　声をあげた白雪を、琥珀は腕うでで制する。

「……俺は知らない」と、七樹は目を伏せた。「本人に訊きいてくれ」

「青磁、浄きよめてあげて、あの子……」

　白雪は懇こん願がんした。たとえ自分を殺そうとした相手でも、苦しみ悶もだえるさまを見るのは楽しいはずもない。しかもどう見ても子どもなのだ。

「……やってみよう」

　白雪と同じ意見だったのだろう、青磁はうなずくと、苦しみ喘あえぐ九条に近づいた。傍かたわらに跪ひざまずいた七樹が、請こうように青磁を見上げる。

　青磁は黙って九条の傍らに膝をつくと、その額を片手で押さえた。

「七樹、体を押さえてくれ」

　七樹は無言でそれに従う。

　しばらく経たつと、九条の膝しつ下かの黒ずみがするすると消えていく。同時に、九条の苦しみが和やわらいでいくのが見て取れた。

「それほど強い毒じゃないな。毒というか、常人なら麻ま痺ひが起きるくらいか」

　青磁はそう呟くと、不思議そうに九条を見た。彼の苦しみようは尋じん常じようではなかったのが気になったのだろう。

「見た目だけではわからないだろうが、そいつはふつうの人間と体の組成が異なっている。だから軽い毒でも効きやすくなってるのさ」

　灰桜が得意げに説明した。

「蘇芳、力を貸してくれ」

　青磁はゆっくりと九条の額から手を離はなした。その手のひらには、黒いぼんやりした影かげがゆらゆらとついてくる。毒だ。

「これは焼いたほうがいい」

「ああ」

　蘇芳は青磁の引き上げた手の下に、自分の手のひらをかざす。すると、漂ただよっていた黒い霧は、ぱちぱちと音を立ててはじけ始めた。ちいさく火花を散らしている。

「ななき……」

　九条は助けを求めるように七樹にすがりついた。

「もうだいじょうぶだ。青磁が助けてくれた」

「せいじ？」と、九条が眠ねむそうな声で呟く。「七樹のおにいちゃんが、どうしているの？」

　七樹はそれには答えない。黙だまって九条の頭を撫でている。

「ねえ、早く戻ろう……みんな待ってるよ」

「おまえ、十年前にもここに来たのか？」

　琥珀は九条に近づくと、剣けん吞のんな声で詰きつ問もんする。

　九条は眩まぶしげに琥珀を見上げた。

「十年前……？」

「あの砦とりでで術師を殺したのはおまえなんだろう。──同じように十年前、僕の母も殺された」

　ざっ、と九条が音を立てながら身を起こす。その顔には恐きよう怖ふが刷はかれていた。

「おまえなのか……」

　琥珀は低く呟いた。

　九条は怯おびえたように七樹にすがりつく。

「だ、だって、僕は、……怖くて、だから、」

「どうして怖かったんだ」

「わかんないよ、おぼえてない……」

　琥珀の動きは素早かった。予測していたのに白雪には止められなかった。

　火花を散らしながら、琥珀は両手を前に突つき出して九条の腕を摑つかんだ。悲鳴をあげるのもかまわず、帯電した両手で九条の首を絞しめようとする。

「はなせ！」

　七樹が叫さけんで、琥珀の腕を摑んだ。爆はぜる音とともに、その場に煙けむりが立ちこめる。

「灰桜、止めて！」

　白雪が命じると、灰桜は琥珀の後ろに回り、その指を琥珀の後ろ首に押し込んだ。

　とたんに放電がやみ、琥珀は目を瞠みはったまま、ゆっくりと横に倒たおれる。石ころの上に落ちる前に、それを黒曜が抱だき留めた。

　抱き起こした七樹の腕の中で、九条は全身から煙をあげている。

「術は、式師には効かないんじゃなかったのか」

　黒曜がぼそりと呟つぶやいて、琥珀の額に手を当てた。

「この場合は、式よりも前に、こいつの体組成が、琥珀の攻こう撃げきに耐たえられなかっただけさ」

　灰桜が静かに言った。「式を打っていたから、この程度で済んでいる」

「ね、……七樹、戻もどろう……」

　九条がかすれた声で囁ささやく。まだ喋しやべれるようだ。

　琥珀を肩かたに抱かかえ上げた黒曜は、複雑な目で九条を一いち瞥べつしてから、野営地へと戻っていく。

「だめ」

　白雪はきっぱりと言う。

　九条は眉まゆを寄せて白雪を見上げた。

「なんだよ、おまえ……なんで、そんなこと、言うんだ」

「仲間のところへ戻るなら、ひとりで戻って。この人には、待ってる子がいるの。その子のところへ連れて帰るんだから」

「そうなの……？　七樹」

「……」

　七樹は何かを言いかけたが、結局その先は出てこなかった。

「そいつも一いつ緒しよに天藍へ連れて行けばいい。そんなおかしな体質の者、他ほかにいないだろう。徹てつ底てい的に調べたらどうだ？」

　灰桜がくすりと笑った。九条が怯えたように身をすくませる。

「冗じよう談だんでも、そういうことを言うのはやめてくれ」

　七樹はその背を抱きながら、静かに頼たのんだ。「こいつは、この体質のせいで、いろいろとひどい目に遭あわされたんだ」

「冗談じゃなくて、本気なんだが」

「本気ならなおさらだ」

「いい加減にしろ、灰桜」

　こん、と青磁が灰桜の頭を叩たたいた。「おまえは白雪の言うことだけ聞いていろ」

「それは、……その、体質なの？」

　問いかけに、九条は黙り込んでしまう。

「……こいつは、理力の強い人間を掛かけ合わせて生まれたんだ」

　七樹が、九条を抱えるようにした。「だから、式を扱あつかうのに効率のいい体に生まれついてる。この体質も生まれつきだ」

　白雪だけでなく、その場にいた全員、特に青磁が驚きよう愕がくの表情を浮うかべる。掛け合わせ、という言葉は人間に使うべきではない。徐じよ々じよに深まる宵よい闇やみの中、みな一様に言葉を失っていた。

　九条はまだ体を動かせないようだ。七樹はそれを自分にもたせかけながら、告げた。

「頼む、こいつは捕つかまえないでやってくれ。仲間のもとへ戻してやってくれないか」

「……決めるのはこいつだ」

　青磁が示したのは、白雪だった。てっきり一行の統率役は蘇芳だと思っていた白雪は戸と惑まどう。

「わたし？」

「俺たちはおまえに従う。そうだろう、蘇芳」

　青磁はうなずくと、蘇芳を見た。

「琥珀と黒曜も、最後には君の言葉に従う」

　蘇芳はそう応じた。

「それに灰桜だって、おまえが言えば聞くだろう。他の者が決めたことには従わない」

　その言葉に、七樹はじっと白雪を見た。そのまなざしに、白雪は胸むな苦ぐるしさを覚える。

「……頼む」

　七樹が頭を下げた。「こいつは、子どもで、まだいろいろと融ゆう通ずうが利きかないんだ。こう見えて甘ったれで、何かあるとすぐに怯える。なのにいちばん力が強い。本人も、それが嫌いやで困っている。だから……」

「戻すって、どうやって」

「水の近くに置いておけば、動けるようになったとき、自分で戻っていく」

「──わたしはかまわないけど、その子はなんて言うかしら。あなたを連れ戻しにきたんでしょう」

「そう、だよ」

　九条が細い声を上げる。「七樹、一緒に帰ろう……」

　みんなが、待ってる。

　九条の言わなかった言葉が、白雪には聞こえたような気がした。

　青磁がもの言いたげな目で白雪を見る。七樹を天藍に連れて帰りたいのか、それとも仲間のもとへ返してやりたいと思っているのか。白雪にはわからない。

「明日の朝まで待って」

　白雪は大きく息をついた。「その子もすぐには動けないでしょう？　今すぐには決めなくてもいいじゃない。少し休んで、……考えさせて」

「俺たちが逃にげたら、どうするんだ」

　七樹が眉を上げて問う。

「逃げたきゃ逃げなさいよ」

　試ためすような、そして挑いどむような言葉に、白雪はいらいらした。「その子を仲間のもとへ返せって言ったり、逃げたらどうするんだって言ったり、あなた本当はどうしたいの？　今は縛いましめも解かれて自由の身でしょう。式だって使えるじゃない。だったら逃げるのも簡単でしょう。なのに逃げないのはどうして？　その子が動けないから？　それだけじゃないわよね」

　白雪はひどく残ざん酷こくな気持ちになっていた。糾きゆう弾だんの言葉が止められない。

「あなたは本当は迷ってるのよ。式を使って竜珠を壊こわすことが正しいか否いなか、わからなくなってきてるのよ。──そうでしょう」

　はったりのつもりで決めつけると、七樹は息をのんだ。どうやら当たらずといえども遠からずらしい。

「きっついな、このお姫ひいさんは」

　七樹は呟いて、青磁を見上げた。青磁は肩をすくめてみせる。

「おかげで俺たちは気苦労が絶えねえよ」

「わるかったわね！」

　白雪は鼻を鳴らすと、くるりときびすを返してその場を去ろうとした。

　が、少し先で立ち止まり、振ふり返る。

「本当に逃げたければ、逃げなさいよ。近衛の過失にはなるけど、責せきはいかないようにするわよ。……でも、ここで逃げたら、次に会ったときは容よう赦しやしないから！」

　結局は逃げの道をふさいでいる。白雪はそれを自覚したが言わずにはいられなかった。

　──彼を茉莉に会わせてやりたいのだ、大好きなにゃにゃをずっと待っているあの少女に。

「白雪」

　ひとり野営地に戻る白雪の左手を、灰桜が握にぎる。

「灰桜、あまりひどいことはしないで」

　白雪はまっすぐ前を見たまま乞こう。

「……そんなにもいやだったのか、白雪」

「自分たちにとって敵だからって、相手をいたずらに苦しめても、何もいいことはないわ」

「俺の溜りゆう飲いんが下がる」

　灰桜は朗ほがらかに怖おそろしいことを口にした。「俺自身が傷つくのはたいして気にならない。だが、白雪が傷つけられては平然としているのがむずかしい。相手にも同じ思い、いや、それ以上の苦しみを味わわせてやりたいと思う。……これは、異常な考えなのか？　俺が人ではないからか？」

「……いいえ。それはごく自然な感情よ」

　白雪は灰桜に視線を向けず、野営の天幕に入った。ひとり用の天幕は天てん井じようも低く、狭せまい。だがかまわず、灰桜はぶしつけな獣けもののようにもりもりと中へ入ってきて白雪に寄り添そった。

「愛しているものを傷つけられたら、怒おこるのはあたりまえだわ……」

　──だが、愛した者自身が、自分で自分を傷つけ、自分で自分を殺したとしたら、誰を憎にくめばいいのだろう。誰に憤いきどおりをぶつければいいのだろう。

　白雪は今でもそれを考えずにはいられない。

　また、愛した者をこの手で葬ほうむり去らねばならなかったとしたら、怒りや憎しみは自分自身に向けざるを得ないのだろうか。

「だけど、わたしがやめてと言ったら、やめてね」

　白雪は、灰桜の顔を覗のぞき込んで、じっとその目を見つめた。

　灰桜はばつがわるいのかもじもじしていたが、やがて小さな声で、

「わかった」と答えた。










　よほど疲つかれていたのか、川の近くでせせらぎが耳につくのに、白雪は夢も見ずに眠ねむった。

　おかげで翌朝はすっきりとした気分で目をさました。

　自分で水を寄せて顔を洗い、身支度を調ととのえて川原かわらへ向かうと、近衛たちが集まっているのが見える。

「みんな、おはよう！」

　白雪が声をかけると、蘇芳が振り向いた。助けを求めるような顔をしている。

「おはよう、白雪」

「……どうしたの？」

　奇き妙みように感じて尋たずねると、蘇芳は無言でちらりと川岸を見た。

　川岸には大きな岩があって、その上には琥珀が座っている。岩の下には簡易な竃かまどが設しつらえられていて、串くしに刺さした魚が焙あぶられている。火の番をしているのは何な故ぜか青磁だった。

「もういいぞ、琥珀、降りてこいよ」

　青磁が琥珀に声をかける。

「やだよ」

「おまえなあ……」と、青磁は深く溜ため息いきをついた。「子どもみたいに拗すねるのはよせ」

「拗ねてなんかないよ僕は！」

　琥珀は腕うでを振り上げた。と、同時に青磁の傍かたわらに魚が叩たたきつけられる。

　どうやら琥珀が川魚を釣つり、青磁がそれを調理しているようだ。

「こんなに魚ばっかり喰くえっていうのかよ！」

「僕が食べるから、いいよ」

「朝食を調達するって言って、ずっとああやってるんだ」

　蘇芳がぼそりと白雪に教える。

「琥珀、怒ってるのね」

　白雪はそう言いながらも、琥珀の気持ちがわかった。

　母を、殺されたのだ。

　信じがたいが、あの九条に、十年前。

　許せはしないのだろう。たとえ手を下した者が、あのように幼い者だとしても。

「黒曜は？」

「琥珀が九条と七樹に近づかないように見張ってる。危ないからな」

　はあ、と蘇芳は溜息をついた。「もちろん危ないのはあっちって意味だが」

「蘇芳はどうする気？」

　白雪の問いに、蘇芳はぎょっとしたようだ。

「どうって……決めるのは、君だ」

「え」

　白雪は目を丸くする。

「君は、この国でもっとも、」

「ちょっと待って、でも、琥珀のお兄ちゃんは蘇芳じゃない」

　白雪は慌あわてた。「年下の上司があれこれ言うより、兄に弟を諭さとしてもらったほうがいいと思うけど」

「とはいえ、俺たちは今では兄弟というより、対等な間あいだ柄がらだ。絆きずなは変わらないと思いたいが、以前のようにはいかないさ」

「……わかったわ」

　白雪は意を決すると、岩まで歩み寄った。竃の前で青磁がちらりと目を上げたが、特に何も言わない。

　白雪は、岩と岩の隙すき間まが道のようになっているのを見つけて、琥珀の隣となりまで登った。

「おはよう、琥珀」

　声をかけると、ぎょっとしたように琥珀が振り向く。その手には釣り糸があった。

「白雪……おはよう」

「昨日は、ごめんなさい。灰桜に止めさせて」

　白雪が謝ると、琥珀は微び妙みような顔をした。

「……君のしたことは、たぶん、正しいよ。夜鳩さまだって、きっと僕を止めたと思うし」

　そう言うと、ついと顔を川面かわもに向ける。

「正しくなくても、夜鳩さまがそうしなくても、琥珀はお母さんを殺した犯人を、殺したかったのね」

「そうだよ」

　琥珀は否定しなかった。「僕は、母さんをそれなりに好きだったからね。確かに、白鷺さまの噓うその片棒を担かついでたからろくな死に方をするはずもなかったんだけど、──でも、納なつ得とくいかないよ」

「……琥珀の好きなようにしたらいいと思うわ」

　白雪が言うと、琥珀は驚おどろいたようだ。ただでさえ大きな目をまんまるにして白雪を見る。

「あの子を殺したいなら、……わたしはいやだけど、殺せばいい。ただ、そうなったら琥珀、あなたは科とが者ものよ。だって、たとえあの子があなたのお母さんを惨むごく殺していたとしても、それを理由に人の命を奪うばっていいはずないんだもの」

　白雪の脳のう裏りを、懐なつかしい人の面おも影かげがよぎる。

　──朱月は、一族を鏖おう殺さつした者たちを、その子孫を根絶やしにしようとしつづけたのだ。

　三千年もの月日を、ただそれだけを支えにして。

　あまりにも愚おろかすぎると、白雪は思う。

　本当の復ふく讐しゆうは、自分を不幸にした相手に受けた傷を癒いやしてしまうことなのに、憎ぞう悪おに囚とらわれた彼はそうしなかった……

「復讐で自分の手をよごすのは、賛成できないわ。でも、あなたがどうしてもやりたいっていうなら、止めない」

「……止めてよ」

　琥珀は苦く笑しようした。「君は本当に、……ひどいなあ」

「どうして」

「君がやめろと命じれば、僕は従うしかない。──なのに、自分で選べって言うんだね」

「あなたの人生は、あなたが選んだほうがいいわ……」

　白雪がうなずくと、琥珀は微笑ほほえんだ。

「僕はずっと、いったいどんなやつが母さんを殺したのか、考えてた。術使いか、それとももっと別な者か、どうして母さんを殺したのか、そんなことを何度も繰くり返して考えていたよ。そして、心の中で幾いく度ども誓ちかったんだ。母さんを殺した相手に会ったら、必ず殺してやろうって。……でも、昨日、あの子を、」

　琥珀はちらりと野営地を振ふり返った。「見たとき、想像と違ちがってて、ものすごく驚いたんだ。とうとう見つけたと思ったら止められなくて、思わず手を出してしまったけど……今も、母さんのことを考えるとつらいけど……夜鳩さまも、つらいと思うし、……それに夜鳩さまは、僕が母さんを殺した人を手にかけたら、怒おこるだろうなあと思ったんだ。自分でやりたかったとかいうのもあるだろうけど、僕がそうやって私怨で手を汚よごすのはだめだって言いそうだなと思うんだ」

　夜鳩さま、と呼びはするが、琥珀にとっては実の父だ。長年、他人として接してきたので、今さらその態度は改められないらしい。

「それに、きっと仇かたきを討うたなくても母さんは怒らないだろうなって思えたよ。ろくでもない死に方をする覚かく悟ごはできてたみたいだしね」

　琥珀の声が明るくなる。「ただ、……あの子が本当に母さんを殺してるなら、顔は見たくない。せめてそれくらいのわがままは言っていいだろう？」

「わかったわ」

　白雪はうなずいた。「じゃあ、もう少しここで待っていて」

　そう言うなり、大岩を滑すべり降りて白雪は、野営地へと駆かけ戻もどる。

「……どんどん手に負えなくなっていくな」

　その後ろ姿を見送って、青磁はぽつりと呟つぶやいた。










　白雪は野営地に戻ると、黒曜の名を呼んだ。

「黒曜！」

　するとすぐに黒曜は、天幕のひとつから出てきた。

「白雪？」

「七樹たちは？」

「ここに」

　黒曜は、自分の出てきた天幕を示す。

「起きてる？」

「ああ。食事をどうしようかと思っていたところだ」

「少し出てきてもらっていい？」

　とたんに黒曜は渋しぶ皮かわでも嚙かんだような顔になる。よほど前回で懲こりたのだろう。

「俺としてはあまり……その、歓かん迎げいできない」

　白雪はしばし考えた。

　と、中から誰かがつんつんとつついてくる。

「灰桜？」

　思わず名を呼ぶと、

「うん、だから、俺を呼べって何度も言ってる」

　朝あさ陽ひで落ちた影かげは完全な形をしていて、灰桜はすぐに現れた。

「灰桜の力は式に対たい抗こうできるから、いいわよね」

　黒曜は困り顔のまま、仕方ないなとうなずくと、天幕に入っていった。もう一度出てきたとき、黒曜の後ろには七樹と九条がつづく。ふたりの両りよう腕うでは、さすがに後ろ手に縛しばり上げられていた。

「おはよう。朝食を食べに行きましょう。琥珀が今、魚を釣つってくれているわ」

　九条は白雪の提案に驚いたようだ。何度か目を瞬またたかせる。

「僕たちも行っていいの？」

「だって、琥珀が獲とりすぎちゃったんだもの」

　繰り返して誘さそう。黒曜ははらはらしていた。

　ふたりが戸と惑まどいつつも承しよう諾だくしたので、野営地から川原かわらへ連れ立って戻る。迎むかえた蘇芳と青磁が驚きの表情を貼はりつけていた。

「朝食、もう食べられるわよね」

　竃かまどの前の青磁に訊きくと、困こん惑わく気味にうなずいた。

「ああ」

「蘇芳もこっちにきて、一いつ緒しよにいただきましょう」

「……琥珀は」

　黒曜が訊く。

「あのね、九条には、朝食を食べたら行ってもらおうと思って。だから、琥珀はそれまで少し待っててもらいたいの」

「え」

　九条が隣の七樹の腕うでにぎゅっとしがみつく。「行ってって、どこへ」

「あなたの仲間のところに戻ってほしいのよ、九条。そして、七樹を返してほしかったら、式なんか使わず、竜珠をひとつも壊こわさず、とにかく天藍へいらっしゃいって伝えて」

「……青磁、この女、頭がおかしいのか？」

　七樹が初めて、青磁に向かってまともに話しかけた。それほどまでに驚いたらしい。

「失礼ね！」

　白雪は憤ふん慨がいした。「だいたい、竜珠のせいで本当に星が衰おとろえてるなら、陰かげでこそこそやらずに正式に使いを出して、そのことを知らせてくれればいいじゃないのよ。内ない緒しよでことを運ぼうなんて、失礼きわまりないわ。はなっからわたしたちには話が通じないって思われてるってことでしょう？」

　ぺらぺらとまくしたてると、七樹も九条も、呆あつ気けに取られて白雪を見た。

「そ、その通りだが、白雪……」

　蘇芳が気を取り直そうとしながら口をひらく。

「だからね、九条、あなたはここで食べられるだけ食べたら、仲間のところへ戻るの。この国でいちばん偉えらい人に言われたからって、伝えてくれない？　絶対にみんなで天藍へいらっしゃいって」

　九条は不思議そうに白雪を見た。

「だったら、七樹が戻るんじゃいけないの……？　僕、そんなに憶おぼえられないよ」

「だめよ、琥珀はあなたの顔を見たくないっていうんだもの。だから、残るのは七樹よ。それに、七樹には会わなきゃいけない人がいるの」

「塩ふっていいか？」

　青磁が会話の流れを無視して訊いた。「そろそろ喰くえるぞ」

「食べながら話しましょう」

　白雪は提案すると、岩のひとつに腰こしかけた。青磁がそれへ焼き魚を渡わたす。鱗うろこは落とされていたから、白雪は二、三度吹ふいて熱をとばすと、皮ごとかぶりついた。口の中でほくほくの身が躍おどる。

　それを見ていた蘇芳と黒曜も、近くの適当な石に腰をおろした。青磁は竃から離はなれると、九条と七樹に近づいて、縛いましめをといてやった。

「自分で喰え。人のめんどうを見てる余よ裕ゆうはない」

　ぶっきらぼうに言うと、青磁はふたりに焼き魚を渡した。

「九条は、えっと、水の属性みたいなものなの？　だったら、魚は食べられないのかしら」

　魚を受け取った九条が戸惑い気味なのに気づいて尋たずねる。

　九条は白雪のほうを見て、首を振った。

「属性とか、よくわからないけど、魚は食べられる。すき」

「確かにこいつは水の属性みたいなもんだ」と、七樹が口の中のものをのみ込んでから答えた。

「じゃあ、手紙は持って行けない？　濡ぬれちゃうかしら」

「油紙で包んでくれればだいじょうぶだと思う」と、九条が応じる。

「だったらわたし、あなたたちの仲間に手紙を書くわ。さっき言ってたことを。それを持って行ってくれれば、あなたたちの仲間にも伝わりやすいでしょう」

「憶えなくていいなら、いいけど、でも……七樹を連れて帰っちゃだめ？」

　よっぽど驚おどろいて感覚が麻ま痺ひしたのか、九条は焼き魚を手にしたまま、やけに親しげな幼い口調で訊く。

「それはだめ。茉莉に会わせたいから」

　ふと、白雪は疑問に思って問う。「九条って、いくつなの？」

「え？」

　問いの意味が理解できなかったらしい。九条は魚をくわえて顔を上げた。

「こいつは十六だぜ、こう見えても」

　七樹が答える。白雪は目を瞠みはった。そのしぐさや外見、そして物言いなどは、どう多く見積もっても十三くらいだ。

「……七樹は？」

「老けてるだろ？」と、彼はにやにやする。「十八だぜ」

　青磁が深く溜ため息いきをついた。

「なんでそんな見てくれになっちまったんだ。俺より老ふけて見えるぞ」

「式を使うと、老化が加速したり、逆に遅おそくなる場合がある。理力の生成と関係があるらしいが、詳くわしいことはわからん」

「青磁どころか、どう見ても蘇芳より老けてるわよ」

　白雪はありのままの感想を述べた。

「蘇芳はいくつなんだ？」

　ごく自然に、七樹は蘇芳の名を呼んだ。呼び慣れている感かん触しよくがした。

「俺は二十五。あとはみんなほぼひとつ違ちがいだ」

「それは知ってる。青磁に何度も聞いた」

　七樹は食べるのをやめると、蘇芳、次いで黒曜に視線を向けた。「蘇芳は頼たよりがいのある兄さんで、琥珀は物知りで、黒曜は一緒にいると気持ちが穏おだやかになるって。──俺は何度もあんたたちのことを聞いて、そのうち、まるであんたたちが自分の兄弟のような気にさえなったもんだ」

　青磁が顔を赤らめてそっぽを向いている。

「やっぱり僕も一緒に食べる！」

　そこで琥珀が大岩の上からすとんと飛び降りた。「お腹なかすいた！」

「ほれ」

　青磁が焼き魚を琥珀に渡すと、まるで琥珀から遮さえぎるように、九条の近くに腰をおろしてあぐらをかく。

「ありがと」

　琥珀は焼き魚にか、それともちょっとした青磁の気き遣づかいにか礼を言うと、がつがつと食べ始めた。あっという間にぺろりと一匹ぴきを平らげてしまう。よほど空腹だったようで、骨以外は何も残らなかった。

「それにしても、青磁ってば僕たちのことをそんなふうに言ってたんだ。僕たちには、寮りように賢かしこい弟がいて、先行きを心配してるとは言ってたけど」

　二匹ひきめの魚を自分で取りながら琥珀は言った。

　つまり青磁は、兄弟として一緒に育てられていた親王たちには七樹の話をし、七樹には城での兄弟たちの話をしていたのだろう。

「俺は、青磁みたいになりたかったよ」

　七樹はぽつりと言った。

　気まずい沈ちん黙もくが落ちてくる。

「……おまえは、ばかだ」

　白雪は最初、自分が言われているのかと思ってむっとした。それほどに、この台詞せりふはいつも自分に向けられていたのだ。

「俺が、……あんなに、言ったのに、勝手に出て行っちまって……どんだけ心配したと思うんだ」

　青磁の声が湿しめったのに驚いて、白雪ははっとした。

　焼き魚を手にした青磁の頰ほおは、涙なみだが伝っていた。

「便りのひとつも寄よ越こさないで、俺がいないときに帰ってきたかと思ったら、また行っちまって、……」

「ごめん、青磁」

　七樹はうなだれた。「ごめん……」

　白雪はそのあいだに、はむはむと焼き魚を食べ尽つくす。最終的には骨だけになったので、まだ燃えている火の中に放ほうり込んで、ありがとうと手を合わせた。命をもらえるのはいつでもありがたい。

「それでもこうして、また、会えた……俺は、うれしい」

　青磁が胸の裡うちを吐と露ろすると、七樹は黙だまり込んでしまう。

　白雪は黙って成り行きを眺ながめた。




　結局、白雪の提案を受け容いれるしかこの場を収めることはできそうになかった。

「七樹にひどいことしたら、僕がゆるさないからね」

　川辺に立った九条が、きっと睨にらみつけてくる。

「わたしはしないって約束できるけど、わたし以外の人がすることに責任は取れないわ」

　守れない約束をしたくない白雪が正直に言うと、七樹がふき出した。

　やがて盛大に声を立てて笑い出す。

「おっかしいなー、このお姫ひいさん、ほんとのこと言いやがる」

「うそつきにはなりたくないの！」と、白雪はむきになった。「母親が大おお噓うそつきだったもんだから、周りにものすごく迷めい惑わくかけてしまったのよ。ねえ？」

　その噓の犠ぎ牲せい者しやである近衛たちをぐるりと見回すと、蘇芳はなんとも言えない笑いを浮うかべ、青磁は軽くふき出しかけ、琥珀はにやにやし、黒曜は動じなかった。

「だからわたしは、偽いつわりは言わないのよ。偽りになりそうだったら黙っておくわ。確実に約束できることしか口にはしない主義なの」

「……わかった」

　九条は白雪を見て、七樹を見た。「この手紙、ちゃんとみんなに見せるから。みんなで迎むかえに行くからね、七樹」

　九条は自分の懐ふところを押さえた。そこには白雪の書いた手紙が入っている。手紙は油紙で厳重にくるんだから、濡れる心配はないはずだ。

「できるだけ早く迎えにこいって言っといてくれ」

　おどけたような七樹の口調に、九条はうなずいた。

　それから九条は、助けを求めるように白雪を見る。

「あんたがこの中でいちばん強くて偉えらいんだろう？　だったら、七樹を守ってやってよ。ひどい目に遭あいそうになったら助けてやって」

　どうして本来の身分を明かしていないのに、九条には近衛に混じって唯ゆい一いつの女である自分が『いちばん強くて偉い』のだとわかったのだろう。今までの会話でわかったのかもしれないが、白雪は自分がそんなにも尊大な態度を取っているのかと思ってちょっと落ち込んだ。

「わかったわ」

　落ち込みつつも、約束をした。「七樹はわたしが守る。危なくなったら、助けるから」

「約束して！」

　九条が小指を差し出す。白雪はためらわずそれに自分の小指をからめて指切りをした。

「あなたも、仲間をちゃんと天藍に連れて来てね」

「わかった！」

　指を切って、離はなれる。

　見ると、七樹がぽかんとしていた。

[image: ]

「何をそんなばかづら下げてるの？」

　指切りが子どもっぽく見えたのだろうか。凝ぎよう視しされ、白雪はやたらと恥はずかしくなって問う。

「いや……守るって、あんた、そんな非力で」

「非力じゃないわよ！」

「そりゃ、竜珠は重いかもしれんけど、俺はあんたみたいな女の子に守られるほど、弱っちくないつもりだぜ。あんたの竜珠だって、どれだけ重かろうが、俺がその気になれば一いつ瞬しゆんで壊こわせるし」

　その言いぐさに、白雪はかちんときた。

「あなたのことはちゃんとわたしが守って差し上げるわ。竜珠だけじゃなく灰桜の力だって借りられるのよ。危ない目に遭ったら、呼んでくれればいつだって助けに行きますから！」

　捨て台詞を吐はいた白雪は、みんなに背を向けるとそのまま野営地に戻もどり始める。

　頰が熱くなり、何な故ぜか目には涙がにじんだ。




　──恥ずかしい。

　神杖に来てから今まで、誰に対しても守ると告げてきた。だって自分はこの国を守る、もっとも高い位に座っているのだからあたりまえだ。ふさわしい力も持っている。

　なのに七樹はそんな白雪を、なんの力もないただの少女として扱あつかったのだ。それが腹立たしかった。

　それとはまた別の部分で、羞しゆう恥ちがつのる。

　誰でも守ると言ってきた。救えるものは救うと告げた。

　なのに、どうして彼にそう告げるのは恥ずかしくてたまらないのだろう。

　どうして？










　青磁が、持ち前の保護者精神を発揮して九条に何か言っているが、七樹はそれをほとんど聞いていなかった。ただ茫ぼう然ぜんと白雪の背を見送る。

　鼻持ちならない生意気な女だと思うが、口に出さないほうが賢けん明めいなのだろう。近衛の四人はとことんあの斎王に心しん酔すいしているように見えた。それどころか、九条すらあけっぴろげな彼女を気に入り始めているようだった。

　涼州で会ったときだって、……

「？」

　ふと何かがひっかかり、今や琥珀を除く三人にかまい倒たおされている九条を後しり目めに、七樹は懐にしまい込んだままだった飾かざり紐ひもを取り出した。

（ゆきねえちゃんがね……）

　懐なつかしい妹の声が脳のう裏りに響ひびく。

「──そうか」

　思わず呟つぶやく。

　もうひとつ、記き憶おくの糸がつながった。

　妹を助けてくれたという『ゆきねえちゃん』。

（にゃにゃを駅にむかえにいったとき、こわいおじさんにいいがかりをつけられたの、とってもこわかったけど、でも、ゆきねえちゃんが助けてくれたのよ！）

　興奮気味に説明してくれた妹も、少しは大人おとなびただろうか。

『ゆきねえちゃん』が、ごろつき相手に大立ち回りを演じたと聞いていたが、幼い妹の説明が大げさなだけだと思っていた。

　だが、あの『ゆきねえちゃん』ならばそれもありうると、七樹は内心で苦く笑しようする。

　それに、あの無防備なくせに容易に人に心を許さなかった妹がなついていたのだから、ただの生意気で鼻持ちならない女ではないのだろう。

「ま、ゆきねえちゃんのお手並み拝見といくか」

　七樹は小さく呟くと、壊れた飾り紐を再びしまい込んだ。








あとがき









　こんにちは、菅沼です。

　心機一転、星宿姫伝くろがね編をお届けします。

　しろがね編を読まなくてもわかるように書いたつもりですが、読むとなおわかりやすくなると思いますので、ご存じない方はぜひぜひそちらもご覧くださいませ。本編６冊と短編集１冊が出ております。誓せい約やく→継けい承しよう→追つい憶おく→鼓こ動どう→覚かく醒せい→永遠→幸福の順でお読みください、と必死に宣伝しておきます。

　ちなみに今回のある場面は、短編集を読んでいた方にはピンと来たかもしれません。




　今巻から、担当編集さまが代だい替がわりいたしました。旧編さまにはたいへんお世話になりました。今回のタイトルは旧編さまが案を残してくださったのをそのまま使わせていただきました（笑）。ありがとうございました。またご縁えんがあったらよろしくお願いいたします。

　そして今巻からお世話になります新編さまには、しょっぱなからいろいろとエラい目に遭あわせてすみません。この本が無事に出るのも新編さまの並々ならぬ苦労のおかげです。いやもうホントに。でも、これに懲こりずこれからもどうぞよろしくお願いいたします。

　また、しろがね編に引きつづき、くろがね編も瀬せ田たヒナコ様に挿さし絵えを受け持っていただけまして、とてもうれしくありがたいです。いつも瀬田さんのお描かきになるイラスト（そして四コマ）を拝見するたび、スゴー！　とあほのこになって感動しています。お忙いそがしいとは思いますが、今後もよろしくお願いします。




　ところで、ずっと使っていたブログが不便になってきたので、自分でサイトを開きました。

　アドレスは　http://www.rasenzaiku.com/　サイト名は「螺ら旋せん細ざい工く」です。今後はこちらで日記を書いていく予定です。




　というわけで、最後になりましたが、読者のみなさまのおかげでくろがね編を書かせていただけました。今後もせいいっぱいがんばっていきますので、これからも応おう援えんお願いいたします。

　ではでは、できましたら早いうちに再会できますように。





ただいまおかたづけ中で寝ねる場所は本に埋うもれています……　菅沼理恵　拝
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